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農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
地
域
共
同

活
動
組
織
の
設
立
状
況
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
末

現
在
、
全
国
で
一
万
七
〇
六
五
組
織
、
取
り
組
み

農
地
面
積
が
約
一
一
六
万
�
で
あ
る
。
農
林
水
産

省
は
、
同
対
策
の
取
り
組
み
を
農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
面
積

の
五
割
（
二
〇
三
万
三
千
�
）
で
お
こ
な
う
と
の
目
標
を
か
か
げ

て
い
る
か
ら
、
目
標
面
積
に
対
す
る
充
足
率
は
五
七
％
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
面
積
の
三
割
近
く
を
カ
バ

ー
し
て
、
同
対
策
の
地
域
共
同
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
取
り
組
み
状
況
は
、
物
足

り
な
い
も
の
と
は
い
え
、
初
年
度
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
面
積
を

カ
バ
ー
し
て
実
施
さ
れ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
、
化
学
合
成
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
量

を
通
常
の
栽
培
に
く
ら
べ
五
割
以
上
削
減
す
る
な
ど
の
先
進
的
営

農
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
支
援
対
象
は
、
全
国
で
二
〇
三
九
組

織
（
地
域
共
同
活
動
組
織
全
体
の
一
二
％
）、そ
の
農
地
面
積
は
四

万
四
四
五
一
�
（
共
同
活
動
取
り
組
み
面
積
全
体
の
三
・
八
％
）

で
あ
る
。

化
学
合
成
農
薬
・
化
学
肥
料
五
割
以
上
削
減
な
ど
の
営
農
活
動

支
援
対
象
面
積
は
、
い
か
に
も
少
な
い
。

そ
の
原
因
は
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
仕
組
み
方

そ
の
も
の
に
あ
り
そ
う
だ
。

第
一
に
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
、
一
階
部
分
の

地
域
共
同
活
動
支
援
と
、
二
階
部
分
の
先
進
的
営
農
支
援
と
い
う

「
二
階
建
て
」の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
共
同
活
動（
一
階
）

を
実
施
し
て
い
る
地
域
に
限
っ
て
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
な
ど

の
営
農
活
動
支
援
（
二
階
）
を
お
こ
な
う
仕
組
み
で
あ
る
。
一
階

部
分
の
地
域
共
同
活
動
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
二
階

の
営
農
活
動
支
援
の
広
が
り
も
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
二
に
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
な
ど
先
進
的
営
農
活
動
の
取

り
組
み
も
、「
相
当
の
ま
と
ま
り
」
を
も
た
な
い
か
ぎ
り
、
支
援
対

象
と
な
ら
な
い
。「
相
当
の
ま
と
ま
り
」
と
い
う
の
は
、
作
目
ご
と

で
は
集
落
地
域
内
の
生
産
者
の
二
分
の
一
以
上
、
全
作
目
で
は
作

付
面
積
の
二
割
以
上
、
生
産
者
の
三
割
以
上
で
あ
る
。
減
農
薬
・

減
化
学
肥
料
な
ど
の
取
り
組
み
が
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
れ
な

い
か
ぎ
り
、
支
援
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

第
三
の
問
題
は
、
財
政
上
の
問
題
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
制
約
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

同
対
策
の
一
〇
ａ
当
た
り
助
成
単
価
は
、
地
域
共
同
活
動
助
成

で
は
、
水
田
が
都
府
県
四
四
〇
〇
円
、
北
海
道
三
四
〇
〇
円
、
畑

が
都
府
県
二
八
〇
〇
円
、
北
海
道
一
二
〇
〇
円
、
草
地
が
都
府
県

四
〇
〇
円
、
北
海
道
二
〇
〇
円
で
あ
る
。

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
な
ど
先
進
的
営
農
活
動
に
対
す
る
助
成

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
行
方
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単
価
は
、
一
〇
ａ
当
た
り
で
、
水
稲
が
六
〇
〇
〇
円
、
麦
・
豆
類

三
〇
〇
〇
円
、い
も
・
根
菜
類
六
〇
〇
〇
円
、葉
茎
菜
類
一
万
円
、

果
菜
類
・
果
実
的
野
菜
一
万
八
〇
〇
〇
円
、施
設
野
菜（
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
イ
チ
ゴ
）
四
万
円
、
果
樹
・
茶

一
万
二
〇
〇
〇
円
、
花
き
一
万
円
、
な
ど
で
あ
る
。

地
域
共
同
活
動
助
成
も
先
進
的
営
農
活
動
助
成
も
、
こ
の
う
ち

国
費
助
成
は
二
分
の
一
の
額
で
あ
り
、
残
り
の
二
分
の
一
は
都
道

府
県
と
市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
交
付
税
交
付
金

（
特
別
お
よ
び
一
般
）
の
交
付
と
い
う
地
方
財
政
措
置
に
よ
っ

て
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
財
政
基
盤
の
弱
い
地
方
自
治
体
は
同
対
策
へ
の
取
り
組
み
に

消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

山
形
県
は
、
こ
の
た
め
、
当
初
か
ら
地
域
共
同
活
動
助
成
の
単

価
を
二
分
の
一
の
額
に
し
て
、
地
域
共
同
活
動
取
り
組
み
面
積
を

八
月
末
現
在
、
六
万
四
千
�
（
目
標
充
足
率
一
〇
六
％
）
と
し
て

い
る
。

地
域
共
同
活
動
取
り
組
み
面
積
で
は
、
兵
庫
県
が
四
万
六
二
〇

三
�（
目
標
充
足
率
一
四
九
％
）、滋
賀
県
が
三
万
三
五
八
七
�（
同

一
三
二
％
）
と
例
外
的
に
多
い
。
滋
賀
県
は
、
農
薬
・
化
学
肥
料

五
割
以
上
削
減
の
栽
培
に
対
し
て
一
九
九
九
年
か
ら
県
単
独
事
業

に
よ
っ
て
「
環
境
農
業
直
接
支
払
い
」
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

助
成
対
象
面
積
を
年
々
増
や
し
て
き
て
い
た
。
そ
う
し
た
以
前
か

ら
の
取
り
組
み
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。だ
が
、そ
の
滋
賀
県
で
さ
え
、

地
域
共
同
活
動
支
援
を
前
提
条
件
に
し
た
営
農
活
動
支
援
対
象
は

五
五
一
組
織
（
県
全
体
の
七
一
％
）、八
七
五
六
�
（
同
二
六
％
）

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
果
樹
な
ど
農
薬
・
化
学
肥
料
使
用
量
の
五
割
以
上
削
減

が
困
難
な
作
目
で
は
、
三
割
以
上
削
減
も
特
例
と
し
て
助
成
対
象

と
し
て
い
る
。
山
梨
県
は
、
農
業
産
出
額
の
お
よ
そ
二
分
の
一
が

果
樹
生
産
で
あ
り
、
果
樹
に
対
し
て
農
薬
・
化
学
肥
料
三
割
以
上

削
減
の
特
例
を
認
め
て
い
る
が
、
同
対
策
の
営
農
活
動
支
援
助
成

は
四
組
織
、
一
三
二
�
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
県
中
北
部
の
三
組

織
、
一
二
〇
�
は
モ
モ
、
ス
モ
モ
の
農
薬
・
化
学
肥
料
三
割
削
減

の
栽
培
で
あ
る
。

〇
八
年
度
予
算
編
成
を
前
に
、
政
府
・
与
党
は
「
農
政
改
革
」

三
対
策
の
見
直
し
を
決
め
た
。
そ
の
三
対
策
の
う
ち
、
農
地
・
水

・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
見
直
し
内
容
は
、
繁
雑
で
大
量
の
事
務

手
続
き
を
半
分
以
下
に
す
る
と
い
う
事
務
の
簡
素
化
に
と
ど
ま
っ

た
。
同
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
冊
子
は
一
七
〇
ペ
ー
ジ
も
あ
る
と
い

う
か
ら
恐
れ
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
二
〇
ペ
ー
ジ
の
簡
略
版
に
な

る
と
い
う
。

だ
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
、
そ
の
仕
組
み
方

そ
の
も
の
の
見
直
し
・
再
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
Ｋ
Ｙ
）
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）

穀
物
価
格
の
高
止
り
が
続
い
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
相
場
に
よ
る

と
、
〇
六
年
は
六
ド
ル
台
だ
っ
た
大
豆
は
、
〇
七
年
に
入
っ
て
上

昇
、
十
一
月
一
四
日
に
は
一
〇
・
六
六
ド
ル
を
記
録
し
、
以
後
も

一
〇
ド
ル
台
を
維
持
し
て
い
る
。
小
麦
に
至
っ
て
は
、
〇
五
、
〇

六
年
３
ド
ル
台
だ
っ
た
の
が
〇
七
年
に
入
っ
て
急
騰
、
一
〇
月
一

日
に
九
・
五
ド
ル
に
跳
ね
上
が
り
、
以
後
も
七
〜
八
ド
ル
が
続
い

て
い
る
。
〇
六
年
中
は
二
ド
ル
台
だ
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
も
、
今

は
四
ド
ル
近
く
に
な
っ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り

価
格
）。

〇
七
年
に
入
っ
て
の
穀
物
価
格
昂
騰
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
干
ば
つ
が
小
麦
価
格
を
急
騰
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
る
が
、
今
日
ま
で
高
止
ま
り
が
持
続
し
て
い
る
の
に
は
、

途
上
国
の
人
口
増
や
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
バ
イ
オ
燃
料
用
と
し
て
の

穀
物
需
要
の
拡
大
が
穀
物
需
給
構
造
を
大
き
く
変
え
て
い
る
こ
と

が
基
本
的
に
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
注
目
し
て
需
給
構
造
の

変
化
に
よ
り
�
多
く
の
農
産
物
で
今
後
一
〇
年
間
は
、
過
去
に
な

い
よ
う
な
高
値
が
続
く
�
と
い
う
予
測
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

報
告
書
が
公
表
し
た
の
は
、
〇
七
年
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
〇
七

・
七
・
六
付
日
本
農
業
新
聞
の
要
約
的
紹
介
を
借
り
て
お
こ
う
。

�
報
告
書
は
、
小
麦
生
産
地
で
の
干
ば
つ
や
農
産
物
在
庫
の

減
少
で
、
短
期
間
に
農
産
物
の
値
上
が
り
が
目
立
っ
て
い
る

と
指
摘
。
長
期
的
に
は
、
発
展
途
上
国
の
人
口
増
や
バ
イ
オ

燃
料
需
要
の
拡
大
で
「
農
産
物
市
場
に
構
造
的
な
変
化
が
起

こ
り
、
高
値
が
続
く
」
と
予
測
す
る
。

特
に
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
量
は
、
主
要
国
で
今
後
一
〇
年

間
に
約
二
倍
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
「
食
料
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
競
合
」
が
今
後
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
可
能

性
を
指
摘
。

具
体
的
に
は
二
〇
一
六
年
の
バ
イ
オ
燃
料
の
年
間
生
産
量

は
、
米
国
で
〇
六
年
の
約
二
倍
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
四
四
〇

億
㍑
（
〇
六
年
二
一
〇
億
㍑
）、中
国
で
三
八
億
㍑
（
同
二
〇

年
頭
所
感

編
集
代
表

梶
井

功

農村と都市をむすぶ２００８．１

４



億
㍑
）
に
伸
び
る
と
し
た
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
原
料

作
物
の
油
糧
種
子
生
産
量
が
二
一
〇
〇
万
㌧
（
〇
六
年
一
〇

〇
〇
万
㌧
）
に
増
え
る
。

こ
の
結
果
、
過
去
五
年
間
の
平
均
で
は
一
㌧
二
三
八
ド
ル

（
６０
㌔
一
七
五
〇
円
）
だ
っ
た
米
の
国
際
価
格
は
、
一
〇
年

後
に
は
三
二
六
ド
ル
（
同
二
三
九
〇
円
）
に
な
る
と
見
通
し

た
。
同
様
に
一
㌧
一
五
二
ド
ル
（
六
〇
㌔
一
一
二
〇
円
）
だ

っ
た
小
麦
は
一
八
三
ド
ル
（
同
一
三
五
〇
円
）、一
㌧
一
八
五

七
ド
ル
だ
っ
た
脱
脂
粉
乳
は
二
五
一
七
ド
ル
に
な
る
と
予
測

し
た
。�

ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り
七
〜
八
ド
ル
を
ト
ン
当
た
り
に
す
れ
ば
二

五
七
〜
二
九
四
ド
ル
に
な
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
予
測
を
は

る
か
に
上
廻
る
価
格
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
農

産
物
市
場
の
「
構
造
的
な
変
化
」
は
す
で
に
現
実
に
な
っ
て
い
る

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
格
昂
騰
ば
か
り
で
は
な
い
。
米
輸

出
大
国
の
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
は
輸
出
規
制
を
始
め
て
い
る
し
、

小
麦
に
つ
い
て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
輸

出
規
制
に
入
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
状
況
に
対
処
す
べ
く
、Ｅ
Ｕ
は�
穀
物
の
休
耕
廃
止
�

を
主
内
容
と
す
る
農
政
見
直
し
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
。
日
本
農

業
新
聞
の
記
事
を
も
う
一
度
借
り
る
こ
と
に
し
よ
う
。
〇
七
・
一

一
・
二
四
の
記
事
で
あ
る
（�

�
は
同
紙
の
見
出
し
）。

欧
州
委
員
会
は
二
三
日
ま
で
に
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

共
通
農
業
政
策（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）の
中
間
見
直
し
案
を
発
表
し
た
。

穀
物
需
給
の
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
を
受
け
て
休
耕
政
策
の
廃

止
を
打
ち
出
し
た
。
大
規
模
農
家
に
対
す
る
補
助
金
の
減
額

も
提
案
し
て
い
る
。
同
委
員
会
は
、
加
盟
各
国
で
の
協
議
を

基
に
二
〇
〇
八
年
春
に
正
式
の
改
正
案
を
提
示
し
、
同
年
中

の
合
意
を
目
指
す
。

背
景
に
穀
物
逼
迫

穀
物
の
休
耕
は
、
小
規
模
農
家
を
除
き
、
直
接
支
払
の
補

助
金
を
受
け
て
い
る
生
産
者
を
対
象
に
一
九
九
二
年
か
ら
義

務
付
け
た
。
過
剰
生
産
の
防
止
が
目
的
だ
っ
た
。
休
耕
面
積

は
現
行
で
、
補
助
金
対
象
農
地
面
積
の
一
割
だ
。

併
せ
て
、
生
乳
生
産
量
の
割
当
制
度
も
一
五
年
に
廃
止
す

る
こ
と
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
改
革
の
見
直
し

案
で
は
、
割
当
制
度
の
廃
止
に
向
け
て
酪
農
家
へ
の
割
当
量

を
増
や
す
こ
と
の
重
要
性
を
提
起
し
た
。

（
中
略
）

背
景
に
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
植
物
由
来
）
燃
料
や
発
展
途

上
国
な
ど
で
の
需
要
の
増
加
で
穀
物
需
給
が
世
界
的
に
逼
迫

し
て
い
る
こ
と
や
チ
ー
ズ
の
輸
出
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

で
過
剰
状
態
が
解
消
さ
れ
、
休
耕
政
策
の
廃
止
に
加
盟
国
の

理
解
を
得
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。（
後
略
）

フ
ラ
ン
ス
は
一
三
〇
％
、
低
い
イ
ギ
リ
ス
で
も
九
一
％
と
い
う

カ
ロ
リ
ー
自
給
率
を
保
持
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
が
、�
穀
物
需
給
が
世
界
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的
に
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
�
に
対
応
す
る
農
政
転
換
を
行
な
お
う

と
し
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ー
自
給
率
三
九
％
の
我
が
国
の
農
政
は
、

ど
う
す
べ
き
か
。
今
年
最
大
の
課
題
と
す
べ
き
と
私
な
ど
は
考
え

る
の
だ
が
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
）

世
界
の
穀
物
需
給
構
造
が
大
き
く
変
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
農
政
当
局
も
充
分
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
穀

物
価
格
の
昂
騰
は
一
昨
年
の
秋
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は

昨
年
の
農
業
白
書
も
注
目
し
、
か
な
り
丁
寧
な
記
述
を
行
な
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

白
書
は
世
界
の
穀
物
在
庫
率
が
�
世
界
的
な
異
常
気
象
に
よ
り

一
部
穀
物
の
輸
出
制
限
が
行
わ
れ
た
一
九
七
〇
年
代
前
半
と
同
様

の
低
水
準
�
に
あ
り
、�
小
麦
で
は
豪
州
の
干
ば
つ
に
よ
る
大
幅
な

減
産
、
と
う
も
ろ
こ
し
で
は
米
国
に
お
け
る
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
の

伸
び
か
ら
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
�
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、�
近

年
の
経
済
発
展
に
よ
り
中
国
等
で
農
産
物
輸
入
の
増
加
が
み
ら
れ

る
な
か
、
我
が
国
と
の
間
で
競
合
関
係
が
発
生
し
、
価
格
の
高
騰

や
必
要
量
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
�
こ
と

ま
で
書
い
て
い
た
。
低
い
期
末
在
庫
率
の
時
代
と
し
て
白
書
が
言

及
し
た
七
〇
年
代
前
半
の
一
九
七
三
年
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
食
卓

を
守
る
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
我
が
国
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
豆
の

禁
輸
措
置
を
受
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
大
騒
動
に
な

っ
た
が
、
そ
の
時
あ
わ
や
米
騒
動
に
な
り
か
け
た
こ
と
は
農
政
の

衝
に
当
た
っ
て
い
る
人
以
外
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
当
時
の
食
糧
庁
長
官
中
野
和
仁
氏
の
回
想
を
こ
の
際
紹
介
し

て
お
こ
う
。

中
野

…
…
私
は
食
管
制
度
と
い
う
の
は
、
需
給
が
ゆ
る

ん
で
い
る
と
き
に
は
空
気
み
た
い
な
も
の
で
だ
れ
も
感
じ
な

い
け
れ
ど
も
、
い
ざ
何
か
起
き
た
と
き
に
は
こ
れ
は
非
常
に

い
い
制
度
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
制
度
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
。
四
八
、
四
九
年
の
狂
乱
物
価
時
代
に
私
は

自
分
で
経
験
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
。

あ
あ
い
う
問
題
が
出
て
く
る
と
、
食
管
の
機
能
た
る

や
た
い
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
と
し
て
出
て
く
る

わ
け
で
す
か
。

中
野

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
と
い
う
の
は
、
在
庫
を
全
部

自
分
で
掌
握
し
て
い
ま
す
し
、
配
給
ル
ー
ト
の
ほ
う
も
ど
う

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
自
分
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
か

ら
。
で
す
か
ら
あ
の
と
き
も
、
大
阪
の
某
団
地
で
取
付
騒
ぎ

が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
筋
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
て
、
す
ぐ
大
阪
食
糧
事
務
所
に
い
つ
で
も
、
い
く
ら
で

も
米
を
放
出
す
る
よ
う
命
令
し
た
お
ぼ
え
が
あ
り
ま
す
。

あ
の
と
き
は
コ
メ
だ
け
で
な
く
て
、
麦
の
国
際
価
格
が
暴

騰
し
た
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
食
管
制
度
下
で
全
然
売
値
を
上

げ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
と
交
渉
し
て
一
年
分
は
確
保

し
た
。
普
段
な
ら
輸
入
食
糧
勘
定
と
い
う
の
は
数
百
億
円
の
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黒
字
で
す
が
、
あ
の
と
き
は
た
し
か
一
年
で
一
四
〇
〇
億
円

ぐ
ら
い
損
し
た
ん
で
す
ね
。

大
坂
の
団
地
で
取
付
騒
ぎ
が
あ
る
と
い
う
の
は
…

…
。中

野

石
け
ん
、
砂
糖
、
し
ょ
う
油
と
ワ
ー
ッ
と
値
上
が

り
し
物
が
な
く
な
っ
て
、
コ
メ
も
と
い
う
噂
が
と
び
ま
し

て
。
当
時
は
も
ち
ろ
ん
伏
せ
て
お
り
ま
し
た
。
が
、
今
い
っ

た
よ
う
な
こ
と
で
す
。（
御
茶
の
水
書
房
一
九
八
〇
年
刊
「
日

本
農
業
年
報
」
第
二
八
集

所
収
対
談
）。

そ
う
い
う
こ
と
を
や
れ
た
食
管
制
度
は
も
う
な
く
な
っ
た
。

が
、
今
の
農
政
当
局
も
�
国
民
が
最
低
限
度
必
要
と
す
る
食
料
は

凶
作
・
輸
入
の
途
絶
等
の
不
足
の
要
因
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
需

給
が
相
当
の
期
間
著
し
く
ひ
っ
迫
し
、
又
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
も
…
供
給
の
確
保
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
�
と
す
る
法
（
基
本
法
第
二
条
第
四
項
）
の
執
行
に
当
た
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
�
必
要
量
の
確
保
が
困
難
と
な

る
お
そ
れ
も
あ
る
�
と
白
書
で
書
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
で

は
、
そ
し
て
自
給
率
が
は
る
か
に
高
い
Ｅ
Ｕ
で
す
ら
、
そ
の
状
況

に
対
処
す
べ
く
農
政
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
い

る
か
ら
に
は
、
当
然
に
農
政
当
局
の
方
か
ら
自
給
率
引
き
上
げ
実

現
へ
向
け
て
の
農
政
転
換
の
動
き
が
出
て
き
て
い
い
と
こ
ろ
、
い

や
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
が
、
本
稿
執

筆
の
こ
の
時
点
ま
で
、
残
念
な
が
ら
農
政
当
局
の
そ
の
動
き
は
鈍

い
。

（
三
）

四
〇
％
の
カ
ロ
リ
ー
自
給
率
を
四
五
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を

立
て
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
な
り
に
施
策

は
打
た
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
一
向
に
上
が
る
気
配
は
な
か
っ

た
。
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
農
政
と
し
て
何
を
や

っ
て
い
た
ん
だ
と
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
〇
六
年
に
は
逆
に
三

九
％
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
給
率
引
上
げ
政
策
の
重
要
性
が

一
層
高
ま
っ
て
き
た
そ
の
時
期
に
、
逆
に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
硫
石
に
問
題
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
の
数
字
が
公
表
さ
れ

た
〇
七
・
八
・
一
三
、
当
時
は
兼
任
農
水
相
だ
っ
た
若
林
農
水
大

臣
は
�
自
給
率
の
向
上
は
、
全
て
の
関
係
者
が
一
致
団
結
し
、
国

家
と
し
て
の
長
期
展
望
・
戦
略
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課

題
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
農
林
水
産
省
と
し
て
、
引
き
続
き

危
機
感
を
持
っ
て
、
最
大
限
努
力
�
す
べ
き
こ
と
を
事
務
当
局
に

指
示
し
た
。

こ
の
大
臣
指
示
に
従
っ
て
、
〇
八
年
度
予
算
概
算
要
求
に
�
自

給
率
向
上
の
た
め
の
戦
略
的
取
組
�
と
銘
打
っ
た
予
算
が
組
ま
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
食
料
局
食
料
企
画
課
に
か

わ
る
食
料
安
全
保
障
課
を
大
臣
官
房
の
な
か
に
新
設
、
こ
の
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た
諸
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�
重
点
事
項
�
と
し
て
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た
、
戦
略
的
取
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表　自給率向上のための戦略的取組予算

０７年度
億円

０８年度
億円

（０）２０.０食糧自給率戦略広報推進事業

（０） １.２世界食料需給動向等総合調査・分析事業

（０）１３.０産地生産拡大プロジェクト支援事業

（０） ６.１粗飼料増産未利用資源活用促進計画事業

（０）１０.０エコフィード緊急増産対策事業

組
予
算
は
第
一
表
に

示
し
た
通
り
だ
が
、

こ
の
事
業
項
目
を
見

て
、�
国
際
的
な
農
産

物
市
場
の
構
造
的
変

化
��
食
料
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
競
合
�
時
代
と

い
う
低
自
給
率
国
に

と
っ
て
極
め
て
き
び

し
い
局
面
に
、�
危
機

感
を
持
っ
て
�
対
応

し
た
�
長
期
的
展
望

・
戦
略
を
持
っ
た
�

予
算
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。

と
て
も
そ
う
し
た

評
価
に
堪
え
ら
れ
る

新
規
予
算
と
は
言
え

そ
う
に
な
い
と
私
は

思
う
。

む
ろ
ん
、
自
給
率

引
上
げ
に
関
係
す
る

予
算
は
、
こ
の
項
目

に
示
さ
れ
た
新
規
予
算
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
水
田
農
業

�
産
地
つ
く
り
対
策
�
に
〇
八
年
度
は
一
七
四
七
億
円
が
組
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
の
対
策
自
体
�
自
給
率
向
上
に
資
す
る
�
麦
・
大

豆
に
重
点
を
か
け
て
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
し
、
粗
飼

料
増
産
に
し
て
も
、
第
一
表
に
示
し
た
六
億
円
の
新
規
事
業
の
ほ

か
に
、
公
共
事
業
で
あ
る
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
一
七
七
億
円

を
含
め
て
総
額
三
七
二
億
円
の
�
国
産
飼
料
生
産
拡
大
・
利
用
促

進
対
策
�
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。
〇
七
年
度
が
二
六
〇
億
円
だ

っ
た
か
ら
、
自
給
率
向
上
へ
の
意
欲
は
概
算
要
求
に
は
そ
れ
な
り

に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

し
か
し
、�
産
地
づ
く
り
対
策
�
に
も
こ
れ
ま
で
と
特
に
変
っ
た

と
こ
ろ
は
な
い
し
、
政
策
的
配
慮
を
多
分
に
加
え
た
と
見
ら
れ
る

国
産
飼
料
生
産
拡
大
・
利
用
増
進
対
策
に
し
て
も
、
こ
の
予
算
で

�
生
産
拡
大
・
利
用
増
進
�
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
国
産
飼
料

は
、
も
っ
ぱ
ら
粗
飼
料
で
あ
り
、
濃
厚
飼
料
と
し
て
は
僅
か
に
エ

コ
フ
ィ
ー
ド
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
い

え
ば
、
本
当
に
�
長
期
的
展
望
・
戦
略
を
持
っ
た
�
予
算
と
は
言

え
な
い
と
私
は
判
断
す
る
。
自
給
率
に
大
き
く
影
響
し
、
一
番
問

題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
今
、
価
格
昂
騰
で
畜
産
農
家

を
苦
し
め
て
い
る
と
う
も
ろ
こ
し
等
飼
料
穀
物
で
あ
る
の
に
、
そ

し
て
飼
料
穀
物
の
国
際
需
給
こ
そ
も
っ
と
も
逼
迫
が
確
実
と
予
測

さ
れ
て
い
る
の
に
、
飼
料
穀
物
の
国
内
生
産
は
、
全
く
問
題
に
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
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七
〇
年
代
前
半
の
世
界
的
食
料
危
機
が
言
わ
れ
た
と
き
、
三
木

内
閣
が
開
催
し
た
国
民
食
料
会
議
（
一
九
七
五
年
）
に
、
わ
れ
わ

れ
は
政
策
の
如
何
で
は
当
時
四
〇
％
だ
っ
た
穀
物
自
給
率
を
六
〇

％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
提
言
を
行
な
っ
た
が
、

そ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト
も
飼
料
穀
物
の
国
内
生
産
だ
っ
た
。

�
飼
料
穀
物
の
国
内
で
の
栽
培
普
及
が
政
策
的
に
は
全
く
問
題

に
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
の
中
で
、
し
た
が
っ
て
飼
料
穀
物
栽
培
技

術
の
研
究
が
冷
遇
さ
れ
て
き
た
な
か
で
、
我
が
国
の
試
験
研
究
者

が
、
と
う
も
ろ
こ
し
あ
る
い
は
マ
イ
ロ
の
栽
培
試
験
に
取
り
組

み
、
一
〇
ａ
当
た
り
一
ト
ン
の
試
験
成
績
を
あ
げ
、
少
な
く
と
も

一
〇
ａ
当
た
り
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
㎏
の
普
及
技
術
を
す
で
に
確
立

し
て
い
る
こ
と
�（
農
林
統
計
協
会
一
九
七
六
年
刊
農
林
行
政
を
考

え
る
会
編
「
食
糧
自
給
力
の
技
術
的
展
望
」
二
六
ペ
ー
ジ
）
に
着

目
し
て
の
提
言
だ
っ
た
。

今
日
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
飼
料
米
生
産
給
与
が
実
績
を
あ
げ
て

い
る
実
践
例
も
す
で
に
あ
る
。�
不
測
の
事
態
�
へ
の
備
え
と
し
て

は
最
も
重
要
な
水
田
機
能
の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
保
全
も
念
頭

に
、
米
の
生
産
調
整
の
主
作
物
と
し
て
、
麦
・
大
豆
と
な
ら
ん
で

飼
料
米
を
位
置
づ
け
る
こ
と
く
ら
い
は
、
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。（

四
）

昨
年
の
参
院
選
を
民
主
党
の
圧
勝
に
終
ら
せ
た
の
は
、
構
造
改

革
農
政
に
Ｎ
Ｏ
を
表
明
し
た
農
村
票
だ
っ
た
。
公
示
直
前
の
日
本

農
業
新
聞
の
同
紙
モ
ニ
タ
ー
農
政
ア
ン
ケ
ー
ト
に
そ
れ
は
明
示
さ

れ
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
い
。
政
党
支
持
率
と
し
て
は
自
民
党
は

な
お
五
〇
％
を
保
持
、
民
主
党
支
持
率
は
一
七
％
で
し
か
な
か
っ

た
の
に
、�
担
い
手
に
集
中
し
た
品
目
横
断
的
な
経
営
安
定
策
�
支

持
二
二
・
八
％
、「
全
販
売
農
家
対
象
の
戸
別
所
得
補
償
」
支
持
五

三
・
八
％
だ
っ
た
こ
と
に
そ
れ
は
端
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
自
民

党
支
持
者
も
、
政
策
は
自
民
党
の
そ
れ
で
は
な
く
民
主
党
の
政
策

を
支
持
し
た
の
だ
。
民
主
党
の
圧
勝
に
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

民
主
党
を
圧
勝
さ
せ
た
「
全
販
売
農
家
対
象
の
戸
別
所
得
補

償
」
政
策
は
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
法
案
と
し
て
、
民
主
党
か

ら
参
議
院
に
提
案
さ
れ
、
昨
年
の
一
一
月
九
日
、
自
民
・
公
明
の

反
対
を
民
主
、
共
産
、
社
民
、
国
民
新
党
、
新
党
日
本
な
ど
全
野

党
の
賛
成
で
押
し
切
り
、
参
議
院
を
通
過
し
た
。

こ
れ
か
ら
衆
議
院
の
審
議
に
な
る
が
、
法
案
に
反
対
の
自
民
・

公
明
が
支
配
す
る
衆
院
通
過
は
お
そ
ら
く
期
待
で
き
な
い
だ
ろ

う
。し

か
し
、�
食
料
自
給
率
の
向
上
並
び
に
地
域
社
会
の
維
持
及
び

活
性
化
そ
の
他
の
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
確
保
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
�（
法
案
第
一
条
）
こ
の
法
案
、
現
行
の
米
政

策
や
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
と
は
対
照
的
な
、
ま
さ
に
�
食

料
自
給
率
の
向
上
�
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
重
視
す
べ
き
重
要

な
論
点
を
含
ん
で
い
る
。

�
生
産
数
量
の
目
標
に
従
っ
て
主
要
農
産
物
を
生
産
す
る
販
売

���������������������年頭所感
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農
業
者
…
に
対
し
、
そ
の
所
得
を
補
償
す
る
た
め
の
交
付
金
を
交

付
す
る
�（
法
案
第
四
条
）
の
が
こ
の
法
案
の
最
大
の
狙
い
だ
が
、

第
一
に
米
も
含
む
主
要
農
産
物
の
�
生
産
数
量
の
目
標
�
設
定
は

�
国
・
都
道
府
県
、
市
町
村
は
…
設
定
す
る
も
の
と
す
る
�（
法
案

第
三
条
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。�
米
穀

の
生
産
者
ま
た
は
出
荷
の
事
業
を
行
う
者
の
組
織
す
る
団
体
は
…

米
穀
の
生
産
調
整
に
関
す
る
方
針
を
作
成
�（
食
料
法
第
五
条
）
す

る
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
交
付
金
の
交
付
対
象
に
な
る
�
販
売

農
業
者
�
は
�
一
〇
ア
ー
ル
以
上
、
そ
し
て
特
に
市
町
村
が
販
売

し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
認
め
る
農
家
�（
一
一
・
一
参
院
農
水
委

で
の
民
主
党
平
野
議
員
の
答
弁
）
で
あ
っ
て
、
都
府
県
四
�
以
上

と
い
う
よ
う
な
一
定
規
模
以
上
に
限
定
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

品
目
横
断
的
経
営
所
得
安
定
対
策
の
い
わ
ゆ
る
ゲ
タ
対
策
は
、

米
を
対
象
に
は
し
て
い
な
い
し
、
米
も
入
る
ナ
ラ
シ
対
策
に
は
、

肝
心
の
価
格
低
下
ピ
ン
留
め
施
策
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
施
策
対

象
に
な
る
い
わ
ゆ
る
担
い
手
農
業
者
も
含
め
て
、
米
政
策
や
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
対
す
る
大
方
の
不
満
は
こ
こ
に
集
中
し

て
い
る
の
だ
が
、
民
主
党
の
こ
の
法
案
は
そ
の
不
満
に
こ
た
え
る

こ
と
が
主
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。

た
と
え
ば
Ｊ
Ａ
新
潟
中
央
会
と
同
県
農
対
本
部
が
一
〇
万
人
目

標
で
集
め
て
い
た
米
政
策
・
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
見
直

し
を
求
め
る
県
民
署
名
は
、
目
標
の
二
倍
を
超
え
る
二
二
万
四
七

〇
九
人
の
署
名
を
集
め
、
昨
年
の
一
一
月
一
五
日
、
若
林
農
水
相

に
要
請
文
と
と
も
に
届
け
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
要
請
文
の
眞

先
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、

１
、
米
の
需
給
調
整
は
、
国
の
責
任
の
も
と
で
確
実
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
メ
リ
ッ
ト
措
置
の
拡
充
な
ど
参
加
者
に
不
利
益
が

生
じ
な
い
仕
組
み
を
実
現
す
る
等
、
生
産
調
整
の
実
効
性
が
確
保

で
き
る
よ
う
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

だ
っ
た
し
、「
要
請
の
考
え
方
」
の
１
の
（
４
）
に
は

（
４
）、生
産
調
整
の
確
実
な
達
成
に
は
、
実
施
者
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
再
生
産
可
能
な
稲
作
収
入
の
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
米
政
策
及
び
関
連
対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し

に
よ
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
た
。
若
林
農
水
相
が
こ
の
要
請
に
ど
う
応
え
る
の

か
、
現
時
点
で
は
定
か
で
は
な
い
が
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
法

案
は
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
と

し
て
い
い
。

昨
年
暮
れ
の
自
民
党
農
業
基
本
政
策
小
委
員
会
決
定
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
た
政
府
へ
の
自
民
党
農
林
幹
部
の
「
米
政
策
及
び
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
見
直
し
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
の
な
か

に
も
、�
自
民
党
の
農
業
政
策
は
…
売
上
で
コ
ス
ト
を
吸
収
で
き
る

「
産
業
と
し
て
の
農
業
」
を
目
指
す
�
と
か
、�
経
営
規
模
の
大
き

い
農
業
者
は
も
と
よ
り
、
小
規
模
・
高
齢
者
を
含
め
て
多
数
の
農

業
者
の
経
営
安
定
と
地
域
農
業
・
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

����������������������年頭所感
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い
く
必
要
が
あ
る
�
と
い
う
表
現
、
更
に
は
�
水
田
に
お
い
て
自

給
率
向
上
が
必
要
な
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、
非
主
食
用
米
の
生

産
が
着
実
に
定
着
す
る
よ
う
、
生
産
調
整
実
施
者
に
対
し
十
分
な

支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
�
と
い
う
文
章
が
入
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ａ

新
潟
中
央
会
二
二
万
五
千
人
署
名
要
請
が
示
す
民
意
、
そ
の
民
意

に
応
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
戸
別
所
得
補
償
法
案
の
実
質
を
、

自
民
党
も
否
定
し
難
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今

年
が
農
政
転
換
の
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

校
正
中
に
〇
八
年
度
予
算
案
及
び
〇
七
年
度
補
正
予
算
が

発
表
さ
れ
、
飼
料
米
が
生
産
調
整
政
策
の
な
か
で
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
参
院
選
の
大

敗
で
、
農
村
票
の
離
反
に
危
機
感
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で
の
構

造
改
革
農
政
の
見
直
し
を
始
め
た
自
民
党
の
強
い
要
請
に
よ

る
と
い
う
。

飼
料
米
生
産
が
政
策
軌
道
に
乗
る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ

と
だ
が
、�
生
産
調
整
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
、
飼
料
米
…
の

低
コ
ス
ト
生
産
技
術
（
多
収
品
種
・
直
播
栽
培
・
二
期
作
・

麦
と
非
食
用
米
の
年
２
作
等
）
の
確
立
試
験
に
三
年
間
取
り

組
む
�
た
め
の
�
踏
切
料
�
一
〇
ａ
当
た
り
五
万
円
を
交
付

す
る
こ
と
し
か
言
わ
な
い
の
で
は
本
格
的
展
開
は
望
め
な
い

の
で
は
な
い
か
。

�
踏
切
料
�
は
一
回
だ
け
で
あ
る
。
飼
料
穀
物
な
み
の
価

格
で
採
算
が
合
う
は
ず
は
な
く
、
助
成
が
必
要
だ
が
、
そ
れ

は
産
地
づ
く
り
交
付
金
か
ら
の
交
付
に
な
る
の
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
総
額
は
〇
七
〜
〇
九
年
固
定
さ
れ

て
い
る
。
飼
料
米
へ
の
助
成
が
ふ
く
ら
め
ば
当
然
、
他
の
転

作
物
生
産
に
影
響
す
る
。
米
消
費
減
が
要
生
産
調
整
面
積
を

三
万
ｈ
ａ
増
加
さ
せ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
も
、
産
地
づ
く

り
交
付
金
総
額
の
三
年
固
定
は
や
め
る
の
が
当
然
の
は
ず
だ

が
、
そ
の
点
を
ど
う
す
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
〇
七
年
未

達
成
分
七
万
ｈ
ａ
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
〇
八
年
は
〇
七
年
よ
り

一
〇
万
ｈ
ａ
多
い
生
産
調
整
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

ひ
と
こ
ろ
、
耕
畜
連
携
の
醗
酵
飼
料
用
水
稲
作
付
に
は
一

〇
ａ
七
・
五
万
円
の
奨
励
金
が
つ
い
た
。
飼
料
米
生
産
を
本

格
的
に
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、
そ
こ
ま
で
と
い
わ
な
い
に
し

て
も
、
飼
料
米
作
付
に
意
欲
を
持
た
せ
る
に
足
る
所
得
補
て

ん
策
を
施
策
化
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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特
集

穀
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
需
給
構
造
の
変
化

〇
六
年
秋
以
降
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－

穀
物
価
格
は
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。

シ
カ
ゴ
取
引
所
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
は
、
〇
七
二
月
に
四
・
一
一
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
（
一
ド
ル＝

一
二

〇
円
と
し
て
、
ト
ン
一
万
九
四
〇
〇
円
）
に
急
上
昇
し
、
〇
五
年
の
同
二
・
一
ド
ル
（
ト
ン
九
九
二
〇
円
）
の
二
倍
以

上
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

こ
の
高
価
格
に
対
応
し
て
〇
七
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
が
急
拡
大
し
（
昨
年
比
二
〇
％

増
）、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
シ
カ
ゴ
価
格
は
一
旦
は
三
ド
ル
台
に
下
が
っ
た
が
、
最
近
再
び
四
ド
ル
台
を
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
上
昇
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
大
豆
価
格
・
小
麦
価
格
も
上
昇
し
、
そ
こ
か
ら
、
日
本
に
お
け

る
飼
料
価
格
の
高
騰
、
世
界
的
な
食
料
価
格
の
上
昇
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
高
騰
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
使
用
の
拡
大

と
い
う
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
構
造
の
変
化
を
基
礎
に
し
て
お
り
、
そ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
は
原
油
価
格
の
上
昇

を
背
景
に
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
ま
ず
、
丸
紅
経
済
研
究
所
・
柴
田
所
長
に
原
油
を
中
心
と
す
る
「
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
の
現
状
と
展
望
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
く
。
次
い
で
、「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
急
拡
大

と
穀
物
需
給
構
造
の
変
化
」
を
具
体
的
に
示
す
。
そ
し
て
、
農
林
水
産
省
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
バ
イ
オ
マ
ス
推
進

室
・
下
村
室
長
の
「
日
本
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
生
産
・
拡
大
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
。
さ
ら

に
矢
坂
東
京
大
学
准
教
授
が
「
家
畜
排
泄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
現
状
と
課
題
」
を
示
す
、
と
い
う
構
成
を
と
っ
て

い
る
。

（
文
責
服
部
信
司
）
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���������������
は
じ
め
に

こ
こ
数
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
価
格
が
歴
史
的
な
高
値
圏
で
推

移
し
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
原
油
に
代
表

さ
れ
る
近
年
の
資
源
価
格
の
高
騰
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、

「
安
い
資
源
時
代
」
か
ら
「
高
い
資
源
時
代
」
へ
の
「
均
衡
点
の

変
化
」
と
い
え
よ
う
。
こ
の
背
景
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

新
興
国
の
急
速
か
つ
持
続
的
な
経
済
成
長
が
あ
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
今
後
、
中
長
期
的
に
み
た
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
は
、

次
の
傾
向
が
強
ま
ろ
う
。

①
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
が
世
界
の
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
を
牽
引
す
る
、
②
熱
源
別
で
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ

ス
な
ど
化
石
燃
料
へ
の
依
存
が
続
く
、
③
需
要
部
門
別
で
は
、
産

業
向
け
の
割
合
が
高
い
も
の
の
、
電
力
部
門
、
輸
送
部
門
の
割
合

が
高
ま
る
、
④
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
石
油
の
域
内
供
給
不
足（
そ

の
結
果
、
石
油
輸
入
拡
大
）
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
石
炭
の
重
要

性
が
高
ま
る
（
特
に
中
国
）
⑤
し
か
し
、
石
炭
へ
の
依
存
の
高
ま

り
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
（G

H
G
:G
reen

H
ou
se
G
as

）
の
発

生
な
ど
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
、
日
本
企
業
に
と
っ

て
大
幅
な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
で
あ
り
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
。
し

か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
は
石
油
・
ガ
ス
資
源
の
効
率
的

探
査
・
開
発
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
、
高
い
資
源
に
対
応
し
た
環
境
配
慮
的
な
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
、
様
々
な
投
資
機
会
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、

日
本
経
済
を
長
期
発
展
軌
道
に
乗
せ
る
好
機
で
も
あ
る
。

１
、
１
９
７
０
年
代
と
類
似
す
る

２１
世
紀
初
頭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

原
油
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
指
標
と
な
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
価
格
（
期
近
）
は
、
〇
七
年
一
一
月
二
〇
日

の
時
間
外
取
引
で
一
時
一
バ
レ
ル
九
九
・
二
九
ド
ル
の
史
上
最
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界
需
給

現
状
と
展
望

丸
紅
経
済
研
究
所

所
長

柴
田

明
夫
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値
を
付
け
た
後
、
石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
増
産
観
測

を
契
機
に
急
落
し
た
。
し
か
し
、
依
然
九
〇
ド
ル
台
の
歴
史
的
高

値
圏
に
あ
る
こ
と
に
変
り
が
な
い
。
九
〇
年
代
を
通
じ
て
二
〇
ド

ル
弱
で
推
移
し
て
い
た
こ
と
を
想
う
と
、
約
五
倍
の
上
昇
で
あ
る

（
図
表
１
）。世
界
経
済
は
「
原
油
一
〇
〇
ド
ル
時
代
」
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
数
年
の
原
油
相
場
急
騰
の
背
景
に
は
、
①
慢
性
的
な
供
給

不
安
、
②
油
質
お
よ
び
製
油
所
能
力
の
不
足
、
③
産
油
国
に
お
け

る
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
拡
大
や
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
、

な
ど
を
材
料
に
投
機
マ
ネ
ー
が
流
入
し
、
原
油
が
こ
れ
ま
で
の
市

況
商
品
か
ら
戦
略
商
品
・
金
融
商
品
化
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
特
に
、
九
〇
年
代
を
通
じ
て
安
い
原
油
時
代
が
続
い
た
こ
と

で
開
発
が
抑
制
さ
れ
る
一
方
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
ｓ
１
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
チ
ャ
イ
ナ
）
な
ど
世
界

人
口
の
四
割
を
超
え
る
諸
国
の
本
格
的
な
工
業
化
に
入
っ
た
要
因

が
大
き
い
。
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
新
興
国

の
持
続
的
高
成
長
に
よ
り
、
世
界
の
石
油
需
要
が
急
増
し
て
い
る

た
め
だ
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
〇
八

年
の
世
界
石
油
需
要
は
日
量
八
、
七
七
〇
万
バ
レ
ル
で
、
前
年
比

二
〇
〇
万
バ
レ
ル
拡
大
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
内
の
八
〇
万

バ
レ
ル
が
中
国
の
需
要
増
だ
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

に
共
通
す
る
も
の
は
、
人
口
・
経
済
・
資
源
大
国

で
潜
在
成
長
力
と
市
場
性
に
富
み
、
し
か
も
、
そ
の
高
い
成
長
ポ

図表１ ＷＴＩ原油価格（期近）の推移

（資料）ＮＹＭＥＸより筆者作成
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テ
ン
シ
ャ
ル
を
現
実
の
も
の
と
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ

る
。す
で
に
、そ
の
潜
在
成
長
力
の
高
さ
は
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
ｓ
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
年
平
均
六
％
の
高
成
長
を
持
続

し
た
。
こ
れ
は
、
九
〇
年
代
後
半
の
通
貨
危
機
後
、
成
長
率
が
半

減
し
た
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
持
続
的
高
成
長

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

に
お
け
る
改
革
の
進
展
に
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
財
政
規
律
の
強
化
や
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
最
優
先

す
る
金
融
政
策
、②
従
来
の「
国
内
産
業
保
護
・
輸
入
代
替
政
策
」

か
ら
「
輸
出
指
向
・
開
放
経
済
・
競
争
促
進
」
へ
の
政
策
転
換
、

③
経
済
自
由
化
・
外
資
導
入
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
い
ま

や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

経
済
は
、
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
の
報
告
（
二
〇
〇
七
年
四
月
）
に

よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
の
世
界
経
済
予
測
五
・
二
％
成
長
の
う

ち
、
日
米
欧
の
先
進
国
は
一
・
三
％
で
、
三
・
九
％
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
を
中
心
と
す
る
新
興
国
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

新
興
国
は
、
購
買
力
平
価
２
を
ベ
ー
ス
に
し
た
構
成
比
で
も
、
す

で
に
過
半
を
超
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
も
は
や
世
界
経
済
を
牽

引
し
て
い
る
の
は
人
口
八
億
人
弱
の
先
進
国
で
は
な
く
、
人
口
約

三
〇
億
人
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

の
経
済
発
展
で
あ
る
と
い
え
る
。
成
熟

化
し
、
ソ
フ
ト
化
し
た
先
進
国
経
済
が
い
く
ら
成
長
し
て
も
、
一

次
産
品
の
需
要
に
は
直
結
し
な
い
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

の
成

図表２ 世界経済成長率

（出所）OECD“TheWorld Economy"他
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長
の
特
徴
は
、
自
動
車
や
家
電
な
ど
の
「
モ
ノ
作
り
」
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
球
規
模
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
多
消
費
型
の
経
済
発
展
で
あ
り
、「
需
要
シ
ョ
ッ

ク
」
と
い
っ
た
形
で
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
急
増
に
直
結
す

る
。長

期
的
に
み
た
場
合
で
も
、
世
界
経
済
成
長
の
重
心
が
シ
フ
ト

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
と
世
界
経
済
は
一

九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
平
均
五
％
台
で
成
長
し
た
後
、
七
〇
年
代

の
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
三
％
台
に
下
方
屈
折
し
、

以
後
二
〇
〇
〇
年
初
め
ま
で
同
水
準
の
成
長
が
続
い
た
。
下
方
屈

折
の
原
因
は
、
日
・
米
・
欧
経
済
の
産
業
構
造
の
変
化
と
無
関
係

で
は
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
世
界
経
済
は
、
日
・
欧
・
米

と
い
う
先
進
国
の
重
厚
長
大
型
経
済
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
、
年
率

五
％
台
の
成
長
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
こ
れ
ら
経
済
の
産
業
構
造
が
高
度
化
し
、
省
エ
ネ
・
省

資
源
化
が
進
ん
だ
結
果
、
世
界
経
済
成
長
は
三
％
台
に
低
下
し
た

の
で
あ
る
（
図
表
２
）。

注
目
す
べ
き
は
、
六
〇
年
代
ま
で
の
重
厚
長
大
型
成
長
は
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
需
給
を
逼
迫
さ
せ
、
そ
の
累
積
効
果
が

七
〇
年
代
の
原
油
や
非
鉄
、
穀
物
相
場
の
急
騰＝

「
均
衡
点
の
変

化
」
と
な
っ
て
顕
在
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
八
〇
〜
九
〇

年
代
は
、
先
進
国
経
済
が
高
度
化
、
成
熟
化
し
た
こ
と
で
、
経
済

が
三
％
台
の
成
長
を
し
て
も
資
源
需
要
に
は
直
結
し
な
い
時
代
が

続
い
た
。
こ
の
た
め
、
資
源
市
場
で
は
需
給
が
緩
和
し
、
価
格
は

上
昇
の
余
地
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
環
境
が
大
き
く
転
換

す
る
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

な
ど
の
人
口
大
国
が
、
本
格
的
な
工
業
化
の

過
程
に
突
入
し
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
先
進
諸
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
を
進
め
始
め
た
た
め
だ
。
世
界
経
済
も
再
び
五
％
前
後
の
成
長

軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
で
、
経
済
成
長
が
資
源
需
要
に
直
結
す
る
時

代
が
再
度
到
来
し
た
。
原
油
や
原
料
炭
（
コ
ー
ク
ス
を
作
る
鉄
の

副
原
料
）、鉄
、
資
源
価
格
は
、
逸
早
く
こ
の
動
き
に
反
応
し
て
、

一
九
九
〇
年
代
の
平
均
価
格
か
ら
三
倍
、
四
倍
に
上
昇
し
た
）。

こ
う
し
て
み
る
と
、
二
一
世
紀
初
頭
の
資
源
を
め
ぐ
る
環
境

は
、
資
源
価
格
が
「
安
い
時
代
」
か
ら
「
高
い
時
代
」
へ
と
「
均

衡
点
の
変
化
」
が
生
じ
た
一
九
七
〇
年
代
を
一
段
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
た
形
で
よ
く
似
て
い
る
。
図
表
３
は
、
資
源
価
格
が
高
騰
し

た
一
九
七
〇
年
前
後
と
、
現
在
と
の
類
似
点
を
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
ル
不
安
、
米
国
の
国
際
収
支
赤
字
問
題
、

金
や
ド
ル
な
ど
の
国
際
的
な
資
金
シ
フ
ト
、
米
国
の
中
東
政
策
、

モ
ノ
作
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
興
工
業
国
の
台
頭
、
一
次
産
品
輸

入
大
国
の
登
場
、
世
界
的
な
食
糧
需
給
ひ
っ
迫
、
米
株
価
の
調
整

局
面
入
り
、
環
境
問
題
の
深
刻
化
な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一

九
七
〇
年
代
に
お
け
る
資
源
価
格
急
騰
の
要
因
と
し
て
当
時
指
摘

さ
れ
た
の
は
、
①
可
耕
地
の
限
界
な
ど
を
反
映
し
た
農
業
生
産
の

伸
び
悩
み
、
②
発
展
途
上
国
の
経
済
成
長
に
伴
う
所
得
向
上
と
人
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図表３ 商品市況環境をめぐる時代比較

（資料）Ｉ筆者作成

図表４ 原油および穀物価格の推移

（資料）ＩＭＦ－ＩＦＳ（１９５０－２００６年）、２００７年はＣＢＯＴ、ＮＹＭＥＸより作成
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口
増
加
率
の
上
昇
（
所
得
爆
発
と
人
口
爆
発
）、③
異
常
気
象
に
よ

る
食
糧
需
給
の
ひ
っ
迫
、
④
採
鉱
条
件
の
悪
化
や
、
公
害
問
題
に

よ
る
非
鉄
生
産
の
頭
打
ち
、
⑤
日
本
や
旧
西
ド
イ
ツ
な
ど
の
急
速

な
重
化
学
工
業
化
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
需
要
の
増
大
、

⑥
旧
ソ
連
に
よ
る
穀
物
の
大
量
買
付
け
、
⑦
国
際
通
貨
の
変
動
に

伴
う
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、

い
く
つ
か
キ
ー
ワ
ー
ド
を
置
き
換
え
る
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
現
在

に
当
て
は
ま
る
点
が
多
い
。

こ
の
た
め
筆
者
は
、
最
近
の
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
決
し
て
一

時
的
で
は
な
く
、
一
九
七
〇
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
の
よ
う

に
、「
安
い
原
油
価
格
時
代
」
か
ら
「
新
た
な
原
油
価
格
」
を
模
索

し
た
「
均
衡
点
の
変
化
」
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
で
は
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ど
の
よ
う
に

拡
大
変
化
し
、
中
長
期
的
に
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
う
の
で

あ
ろ
う
か
。

２
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
拡
大
す
る
世
界
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要

世
界
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
３
需
要
（
以
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

と
表
記
す
る
）
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
拡
大
基
調
に
あ
り
、
特
に

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
そ
の
伸
び
は
加
速
し
て
い
る
。

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
に
よ
る
と
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
は
、
一
九
七
一
年
の
四
八
億
九
、
一
〇
〇
万
ト
ン
（
石
油
換

算
ト
ン
４
、
以
下
同
じ
）
か
ら
一
九
九
〇
年
の
七
八
億
二
、
四
〇

〇
万
ト
ン
へ
年
率
二
・
五
％
で
拡
大
し
た
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
は

九
〇
億
三
、
三
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
。
た
だ
、
一
九
九
〇
年
代

の
拡
大
ペ
ー
ス
は
年
率
一
・
四
％
に
鈍
化
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九

九
七
年
七
月
の
タ
イ
・
バ
ー
ツ
危
機
を
発
端
と
す
る
ア
ジ
ア
通
貨

・
経
済
危
機
が
、
一
九
九
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
か
け
て
深
刻

化
し
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び
が
鈍
化
し
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
入
る
と
ア
ジ
ア
諸
国
は
い
ず
れ
も

急
速
な
回
復
を
み
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
再
び

拡
大
に
向
か
い
、
二
〇
〇
四
年
の
需
要
は
一
〇
〇
億
七
、
四
〇
〇

万
ト
ン
で
年
率
二
・
八
％
増
と
加
速
し
た
（
図
表
５
）。

地
域
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び
を
一
九
九
〇
年
〜
二
〇
〇

四
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
世
界
全
体
の
伸
び
が
年
率
一
・
八
二
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ジ
ア
は
同
四
・
四
三
％
と
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
な
か
で
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
７
が
同
六
・
四
一
％
、
中
国
が

同
五
・
三
九
％
と
需
要
の
伸
び
が
高
い
。
こ
れ
に
伴
い
、
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
占
め
る
ア
ジ
ア
シ
ェ
ア
も
、
一
九
九
〇
年
の

二
一
・
三
％
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
は
三
〇
・
四
％
に
上
昇
し
て
い

る
。な

お
、
世
界
の
長
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
つ
い
て
は
、
幾
つ

か
の
機
関
が
独
自
の
見
通
し
を
発
表
し
て
い
る
。例
え
ば
、国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関
（IE

A
:In
tern
ation

al
E
n
erg
y
A
g
en
cy

５
）
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が
、
二
〇
〇
四
年
に
発
表
し
た「W

orld

E
n
erg
y
O
u
tlook

2
0
0
4

」
に
よ
れ

ば
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
二

〇
〇
二
年
の
一
〇
億
三
、
四
五
〇
万
ト

ン
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
一
二
億
一
、
九

四
〇
万
ト
ン
、
二
〇
二
〇
年
一
四
億

四
、
〇
四
〇
万
ト
ン
と
拡
大
し
、
二
〇

三
〇
年
に
は
一
六
億
四
、
八
七
〇
万
ト

ン
と
二
〇
〇
二
年
比
約
六
〇
％
増
加
す

る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
約
四

六
％
は
ア
ジ
ア
地
域
の
伸
び
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
に
占
め
る
ア
ジ
ア
地
域
の
重

み
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

一
方
、
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局

（

E
IA
:
E
n
erg
y

In
form

ation

A
d
m
in
istration

）
が
二
〇
〇
六
年
六

月

に

発

表

し

た
「In

tern
ation

al

E
n
erg
y
O
u
tlook

2
0
0
6

」で
は
、世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
二
〇
一
〇

年
一
二
億
八
、
五
二
〇
万
ト
ン
、
二
〇

二
〇
年
一
五
億
四
、
四
七
〇
万
ト
ン
、

図表５ 世界の一次エネルギー需要 （石油換算百万トン）

２００４／９０年率％９０年世界シェア％０４年世界シェア％

図表６ 世界の一人当たり一次エネルギー需要 （石油換算トン／人）

（資料）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」２００７年より作成
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二
〇
三
〇
年
一
八
億
二
、
一
九
〇
万
ト
ン
と
、
最
近
の
中
国
な
ど

新
興
国
の
需
要
拡
大
を
映
し
た
予
測
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｅ

Ｉ
Ａ
の
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
拡
大
見
通
し
に
対
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
間

で
、
石
炭
が
二
四
％
↓
二
七
％
、
石
油
が
三
九
％
↓
三
三
％
、
天

然
ガ
ス
が
二
四
％
↓
二
七
％
と
、
化
石
燃
料
が
供
給
全
体
の
九
〇

％
↓
八
七
％
と
太
宗
を
占
め
続
け
る
見
通
し
で
あ
る
。
原
子
力
、

水
力
・
そ
の
他
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
供
給
は
伸
び
る

も
の
の
、
比
率
は
各
六
％
↓
五
％
、
八
％
↓
九
％
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
三
〇
年
に
お
い
て
も
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
は
、
基
本
的
に
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
化
石
燃

料
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
構
造
に
あ
る
と
い
え
る
。
特
に
、
中

国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
二
〇
三
〇
年
に
お
け

る
石
炭
の
構
成
比
が
三
九
％
、
石
油
三
二
％
に
対
し
て
天
然
ガ
ス

が
一
二
％
と
著
し
く
低
く
、
そ
の
分
石
炭
の
構
成
比
が
高
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
石
炭
が
極
め
て

重
要
な
位
置
付
け
を
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え
る
。

ア
ジ
ア
が
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
牽
引
し
て
い
る
も
の

の
、
世
界
の
一
人
当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
み
る
と
、
二
〇
〇

四
年
で
は
世
界
平
均
の
一
・
五
九
ト
ン
に
対
し
、
ア
ジ
ア
は
〇
・

八
八
ト
ン
と
二
分
の
一
弱
に
止
ま
っ
て
い
る
（
図
表
６
）。こ
の
う

ち
、
中
国
は
一
・
〇
七
ト
ン
で
、
ア
メ
リ
カ
の
七
・
九
二
ト
ン
の

約
八
分
の
一
、
日
本
の
四
・
一
七
ト
ン
の
四
分
の
一
で
あ
る
。
た

図表７ 世界のＧＤＰ当たり一次エネルギー需要

（資料）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」２００７年より作成
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だ
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
一
人
当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び

率
で
み
る
と
、
世
界
平
均
が
年
率
〇
・
四
二
％
増
と
極
め
て
緩
や

か
な
伸
び
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
７
は
同
四

・
七
五
％
、
中
国
は
同
四
・
三
八
％
と
高
い
伸
び
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
図
表
７
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
〇
〇
万
ド
ル
増
加
当
た

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
（
石
油
換
算
ト
ン
）、す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
原
単
位
の
値
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
世

界
全
体
で
は
、
一
九
七
一
年
の
三
八
〇
ト
ン
か
ら
一
九
九
〇
年
三

二
二
ト
ン
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
に
は
二
八
〇
ト
ン
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
で
経
済
活

動
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
年
率
〇
・
九
九
％
ず
つ
改
善
し

て
い
る
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
は
、
一
九
七
一
年
の
各
四
一

四
ト
ン
、
四
五
五
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
四
年
二
一
六
ト
ン
、
二
九
〇

ト
ン
と
五
〇
％
近
く
減
少
。
ま
た
、
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改

善
の
著
し
い
の
は
中
国
で
、「
改
革
開
放
」
直
後
の
一
九
八
〇
年
の

二
、
二
八
八
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
七
五
八
ト
ン
と
約
三
分

の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
八
一
〇
ト
ン
と
や
や

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
の
一
、
四
九
八
ト
ン
か
ら

は
年
率
四
・
三
％
の
高
い
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
一
〇
〇
万
ド
ル
当
り
の
絶
対
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
比
較

し
た
場
合
に
は
、
二
〇
〇
四
年
時
点
で
も
中
国
は
世
界
平
均
の
三

倍
弱
、
日
本
（
一
〇
八
万
ト
ン
）
の
八
倍
弱
と
依
然
と
し
て
高
い

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
悪
い
）。特
徴
的
な
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
７

図表８ 世界最終エネルギー消費 （石油換算百万トン）

（資料）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」２００７年より作成

図表９ 中国の最終エネルギー消費 （石油換算百万トン）

（資料）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」２００７年より作成
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の
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
、
一
九
七
一
年
の
三
五
一
ト
ン
か
ら
一

九
九
〇
年
四
一
七
ト
ン
、
二
〇
〇
四
年
五
〇
七
ト
ン
と
一
貫
し
て

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
経
済
活
動
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
の
非
効
率
的
な
拡
大
を
招
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

旧
ソ
連
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
〇
〇
万
ド
ル
当
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
一
、

九
七
九
ト
ン
と
他
の
諸
国
を
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

二
〇
〇
〇
年
の
二
、
三
九
五
ト
ン
か
ら
は
改
善
の
方
向
に
あ
る
。

世
界
の
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

拡
大
を
続
け
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
特
に
ア
ジ
ア
地

域
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
関
す
る
様
々
な
問
題
の
発
生
も
懸

念
さ
れ
る
。
図
表
８
は
、
世
界
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
６
消
費
を
部

門
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
時
点

で
、
世
界
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
割
合
は
、
産
業
部

門
三
五
・
八
％
、
民
生
・
農
業
部
門
三
一
・
六
％
、
交
通
部
門
二

九
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
産
業
部
門
の
重
み
が
大
き
い
。
し
か

し
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
傾
向
を
み
る
と
、
産
業
部
門
の
比
率
は

徐
々
に
低
下
し
、
代
わ
っ
て
電
力
部
門
と
交
通
部
門
の
比
率
が
、

各
一
五
・
三
％
↓
一
八
・
四
％
、
二
六
・
五
％
↓
二
九
・
三
％
へ

と
高
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
中
国
に
お
い
て
顕

著
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
中
国
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
一
九
九
〇
年
の

四
億
八
、
二
〇
〇
万
ト
ン
（
石
油
換
算
ト
ン
）
か
ら
二
〇
〇
四
年

八
億
一
、
九
〇
〇
万
ト
ン
と
一
四
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
（
年
率
三
・

八
六
％
増
）
し
て
い
る
（
図
表
９
）。こ
の
間
、
産
業
部
門
の
比
率

は
、
五
六
・
四
％
↓
五
七
・
三
％
と
圧
倒
的
に
高
い
。
こ
れ
は
、

工
業
化
が
進
む
と
鉄
鋼
や
石
油
化
学
、
ア
ル
ミ
製
錬
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
消
費
型
産
業
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
ま
っ
て
く
る
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
近
年
の
急
速
な
経
済
発
展
に
伴
う
電
力
化
と
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、
電
力
部
門
と
交
通
部
門
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
が
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
で
各
年
率
九
・
六

％
、
七
・
四
六
％
と
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
世
界
の
電
力

部
門
、
交
通
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び
の
三
〜
四
倍
の
ス

ピ
ー
ド
で
あ
る
。
特
に
、
中
国
に
お
い
て
今
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
急
速
な
進
展
に
伴
っ
て
予
想
さ
れ
る
の
は
、
ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
を
中
心
と
し
た
石
油
製
品
需
要
の
急
拡
大
と
白
油
化
で
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
国
家
戦
略

に
つ
い
て
眺
め
て
み
る
。

３
、
急
拡
大
す
る
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
と
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
複
雑
で
あ
る
。
同
国
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
需
要
お
よ
び
供
給
は
、
一
九
七
八
年
の
「
改
革
開
放
」

以
来
、
右
肩
上
が
り
で
拡
大
し
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
、
一
九
九
六
年
〜
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
や
国
内
三
大
改
革
（
行
政
・
金
融
・
国
有
企
業
改
革
）
の

影
響
か
ら
一
時
的
な
落
ち
込
み
を
み
せ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
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年
一
二
月
に
悲
願
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
加
盟
し
た
の

を
契
機
に
経
済
成
長
が
加
速
す
る
と
と
も
に
、
中
国
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
も
再
び
力
強
く
拡
大
し
、
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
二
位

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
大
国
と
な
っ
た
。
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、

標
準
炭
換
算
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
量
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
一

〇
億
六
、
九
八
八
万
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
四
年
一
八
兆
四
、
六
〇
〇

万
ト
ン
年
率
一
四
・
六
％
で
拡
大
し
た
。
一
方
、
同
消
費
量
は
、

一
三
兆
二
九
七
万
ト
ン
か
ら
一
九
兆
七
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
へ
と
同

一
〇
・
九
％
で
拡
大
し
て
い
る
。
生
産
・
消
費
量
と
も
に
過
去
最

高
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
工
業
化
の
過
程
に
入
っ
た
中
国

で
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
製
錬
、
セ
メ

ン
ト
、
石
油
化
学
、
自
動
車
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
産
業
の

急
速
な
発
展
が
あ
る
。
こ
れ
を
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
に
み
る

と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
七
割
強
を
占

め
る
石
炭
は
じ
め
、
石
油
、
電
力
と
も
に
需
給
が
一
段
と
タ
イ
ト

化
し
、
持
続
的
な
経
済
発
展
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
か
ね
な
い

点
で
あ
る
。

中
国
は
世
界
最
大
の
石
炭
生
産
国
で
あ
る
が
、
石
炭
生
産
量

は
、
一
九
九
三
年
の
一
四
億
ト
ン
弱
を
ピ
ー
ク
に
一
貫
し
て
減
少

し
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
〇
億
ト
ン
を
割
り
込
ん
だ
。
こ
の
原
因

は
、
一
九
九
八
年
よ
り
、
国
有
企
業
改
革
を
進
め
る
な
か
で
、
採

算
性
の
劣
る
小
型
炭
鉱
（
そ
の
多
く
が
郷
鎮
炭
鉱
）
の
強
制
閉
鎖

を
行
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
国
に
は
北
部
を

中
心
に
三
万
を
超
え
る
石
炭
業
者
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、

そ
の
大
半
が
年
産
五
万
ト
ン
に
満
た
な
い
業
者
で
、
〇
二
時
点
で

国
有
重
点
炭
鉱
で
あ
る
神
華
グ
ル
ー
プ
、
山
西
集
媒
集
団
な
ど
大

手
四
社
の
シ
ェ
ア
は
一
〇
％
未
満
に
止
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

中
国
政
府
は
、
第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
（
二
〇
〇
一
〜
〇
五
年
）

で
、
従
来
の
補
助
金
に
よ
る
国
有
重
点
炭
鉱
へ
の
支
援
を
改
革

し
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
す
る
な
か
で
、
年
産
一
億
ト
ン
の

グ
ル
ー
プ
を
一
〜
二
社
、
年
産
五
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
以
上
を
五
〜

六
社
育
成
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
中
国
で
は
二
〇
〇
一
年
以
降
、
投
資
主
導
の

経
済
発
展
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
急
増
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
石
油
、
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
中
、
供
給
増
が
可
能
な
の

は
石
炭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
有
重
点
炭
鉱
は
改
革
が
遅
れ
柔

軟
な
対
応
が
で
き
ず
、
い
っ
た
ん
閉
鎖
し
た
は
ず
の
小
規
模
の
郷

鎮
炭
鉱
が
よ
み
が
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
央
政
府
も
、
こ
れ
ら

郷
鎮
炭
鉱
が
生
産
を
再
開
す
る
の
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
の
結
果
、
石
炭
生
産
量
は
、
二
〇
〇
一
年
に
一
一
億
六
、

〇
〇
〇
万
ト
ン
と
再
び
一
〇
億
ト
ン
台
を
回
復
し
、
二
〇
〇
三
年

に
は
一
六
億
七
、〇
〇
〇
万
ト
ン
と
過
去
最
高
を
記
録
。さ
ら
に
、

二
〇
〇
五
年
の
石
炭
生
産
量
は
二
〇
億
ト
ン
に
達
し
、
世
界
の
石

炭
生
産
量
の
過
半
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
長
期

的
視
点
に
立
っ
た
場
合
、
中
国
の
石
炭
増
産
に
お
け
る
小
規
模
な
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国家物資 
備蓄部門 

石油集団 
CNPC

石油集団 
SINOPEC

海洋石油 
CNOOC

郷
鎮
炭
鉱
の
復
活
は
、
資
源
回
収
率
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
炭

鉱
事
故
等
の
安
全
性
な
ど
の
面
で
、
は
た
し
て
持
続
的
な
生
産
拡

大
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、
結
局
、
今

後
拡
大
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
対
し
て
は
石
油
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
た
だ
、
中
国
で
は
大

慶
、
遼
河
、
勝
利
の
三
大
油
田
が
老
朽
化
し
生
産
は
日
量
三
六
〇

万
バ
レ
ル
前
後
で
頭
打
ち
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
不
足
分
を
補
う
か

た
ち
で
原
油
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
石
油
不
足
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
原
油
輸
入

拡
大
と
い
う
か
た
ち
で
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

深
刻
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
問
題
に
対
し
て
中
国
政
府
は
、

二
〇
〇
五
年
六
月
、「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
導
小
組
」（
戦
略
会
議
）

を
正
式
に
発
足
さ
せ
た
。
組
長
の
温
家
宝
首
相
以
下
、
黄
菊
、
ソ

ウ
倍
炎
両
副
首
相
な
ど
の
華
麗
な
メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
て
い
る

こ
と
か
ら
、
如
何
に
中
国
政
府
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
「
経
済
発

展
、
社
会
安
定
お
よ
び
国
家
安
全
に
関
わ
る
重
大
な
戦
略
問
題
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
か
が
伺
え
る
。
ち
な
み
に
、
国
際
経
営
学
者

の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、「
戦
略
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
点
、
中
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
戦
略
と
は
、
①
海
外
に
お
け
る
石
油
・
天
然
ガ

ス
資
源
の
確
保
、
②
国
内
石
油
・
天
然
ガ
ス
生
産
量
の
拡
大
、
③

省
エ
ネ
お
よ
び
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
④
石
油
・
天
然

ガ
ス
輸
入
先
の
多
元
化
、
⑤
石
油
の
戦
略
的
備
蓄
シ
ス
テ
ム
の
確

図表１０ 中国エネルギー安全保障戦略

（出所）横井陽一著「中国の石油戦略」「化学工業日報社。P１４９絵を参考に作成
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立
な
ど
、
五
つ
の
手
段
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
石
油
の
安
定
供
給
を
、
政
府
行
政
部
門

や
関
連
企
業
の
行
動
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
と

言
え
よ
う
（
図
表
１０
）。こ
の
う
ち
、
海
外
の
石

油
・
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
利
用
に
つ
い
て

は
、
最
近
の
中
国
海
洋
石
油
（
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）

に
よ
る
、
米
石
油
大
手
ユ
ノ
カ
ル
の
買
収
劇
に

み
る
よ
う
に
、
潤
沢
な
外
貨
準
備
を
活
用
し
た

「
走
出
去
（
企
業
の
海
外
進
出
・
投
資
）」
を

国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
盛
り
込
み
、
海
外
有

望
資
源
・
企
業
の
確
保
を
積
極
化
さ
せ
て
い
る
。

特
に
、
中
国
で
は
二
〇
〇
六
年
後
半
か
ら
の

原
油
急
落
を
受
け
て
、
石
油
備
蓄
の
充
填
を
急

い
で
い
る
。米
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
の
中
国
の
石
油
需
要

は
日
量
七
九
〇
万
バ
レ
ル
で
、
二
〇
〇
六
年
の

七
四
〇
万
バ
レ
ル
か
ら
同
五
〇
万
バ
レ
ル
拡
大

す
る
見
通
し
だ
。
二
〇
〇
六
年
の
原
油
輸
入
量

も
日
量
二
九
〇
万
バ
レ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
深
刻
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
問
題
に
対

し
て
、
中
国
政
府
は
、
す
で
に
二
〇
〇
三
年
に

戦
略
石
油
備
蓄
（SPR

:
Strategic

Petroleum

R
eserve

）
制
度
を
制
定
し
、
沿
海
地
域
の
四
ヵ

図表１１ 世界のCO２の排出量

（資料）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」２００７年より作成

図表１２ 世界の一人当たりのCO２の排出量

（資料）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」２００７年より作成
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所
（
大
連
、
青
島
、
舟
山
、
鎮
海
）
で
施
設
の
建
設
を
進
め
て
き

た
。
こ
の
う
ち
、
二
〇
〇
五
年
九
月
末
に
、
浙
江
省
の
臨
海
都
市

鎮
海
に
戦
略
備
蓄
一
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
ン
ク
が
建
設
さ
れ
た

も
の
の
、
昨
年
は
国
際
原
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
タ
ン
ク
へ
充
填
が
見
送
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
国
は
二

〇
〇
五
年
一
二
月
に
は
、
原
油
安
に
乗
じ
る
形
で
日
量
一
、
二
四

〇
万
バ
レ
ル
の
戦
略
備
蓄
用
原
油
を
輸
入
し
た
。
中
国
は
将
来
的

に
は
、
現
行
の
米
国
の
Ｓ
Ｐ
Ｒ
規
模
は
約
７
億
バ
レ
ル
を
目
指
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
今
後
本
格
化
す
る
中
国
の
国
家
原
油
備
蓄

は
、
輸
入
拡
大
を
通
じ
て
世
界
の
原
油
市
場
の
需
給
タ
イ
ト
化
を

促
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

４
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
石
炭
利
用
の
拡
大
と
問
題
点

本
章
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
拡

大
に
伴
う
問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
お
け
る
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
へ
の
依
存
が
続
く
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
の
発
生
な
ど
か
ら
地
球
温
暖
化
問
題
が
深
刻
化
す

る
だ
け
で
な
く
、
大
気
汚
染
や
酸
性
雨
な
ど
に
も
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
（
炭
素
換
算
ト
ン
７
）
は
、

一
九
七
一
年
の
三
九
億
一
、
五
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
四
年
七

二
億
三
、
五
〇
〇
万
ト
ン
に
図
表
１１
）。こ
の
う
ち
、
二
〇
〇
四
年

時
点
で
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
の
比
率
が
四
八
％
と
高
い
も
の
の
、
ア

ジ
ア
の
比
率
が
一
九
九
〇
年
の
二
四
・
四
％
か
ら
三
四
・
九
％
へ

と
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
ア
ジ
ア
の

石
炭
需
要
の
七
割
を
占
め
る
中
国
に
お
い
て
は
、
電
力
化
と
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も
一
九
九
〇
年
の

六
億
六
、
一
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
四
年
一
三
億
三
、
一
一
〇

万
ト
ン
へ
と
倍
増
（
年
率
五
％
増
）
し
、
ア
ジ
ア
全
体
の
過
半
を

占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
当
た
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
で
は
、
中
国

は
一
・
〇
一
ト
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
五
・
四
五
ト
ン
、
日
本
の
二
・

七
三
ト
ン
と
比
べ
て
も
は
る
か
に
少
な
い
（
図
表
１２
）。こ
の
こ
と

は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
国
民
一
人
一
人
が
、
先
進

国
並
み
の
生
活
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
猛
烈
な
勢
い
で
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
資
源
の
供
給
不
足
を
背
景
と
し
た
価
格
の
上
昇
と
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
増
加
が
併
行
す
る
形
で
、
一
段
と
加
速
し
て
い
く
こ
と
を

暗
示
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
価
格
の
高
騰
は
、

世
界
経
済
に
と
っ
て
は
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
で
あ
り
リ

ス
ク
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
は
石
油

・
ガ
ス
資
源
の
効
率
的
探
査
・
開
発
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど

の
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
高
い
資
源
に
対
応
し
た
環
境

配
慮
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
様
々
な
投
資
機
会
を
も

た
ら
す
も
の
で
も
あ
る
。
特
に
、
日
本
は
、
ク
ル
ー
ン
・
コ
ー
ル

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
（
例
え
ば
、
石
炭
の
液
化
・
ガ
ス
化
、
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煤
塵
防
止
技
術
、
Ｃ
Ｏ
２
抑
制
技
術
、
省
エ
ネ
な
ど
）を
通
じ
て
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

ろ
う
。

１

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
は
、ブ
ラ
ジ
ル（B

razil

）、ロ
シ
ア（R

u
ssia

）、イ

ン
ド
（
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
）、中
国
（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
）
の
頭
文
字
を
と

っ
た
造
語
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
投
資
銀
行
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
（
Ｇ
Ｓ
）
が
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
顧
客
向
け
に

発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
夢
見
る
？
二
〇
五
〇
年

へ

の

道
（D

ream
in
g
w
ith

B
R
IC
s
:
T
h
e
P
ath

to

二
〇
五
〇
）」
で
、
初
め
て
登
場
し
た
も
の
。
そ
の
後
、
中
国

を
筆
頭
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
各
国
の
景
気
が
上
向
き
、
有
望
な
投
資

先
と
し
て
注
目
が
集
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
と
相
ま
っ
て
、
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
い
う
言
葉
が
広
く
浸
透
し
た
。

２

同
一
商
品
で
あ
れ
ば
世
界
中
ど
の
国
で
も
同
じ
か
価
格
に
な
る

は
ず
で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
商
品
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
あ
る
選

ば
れ
た
商
品
が
入
っ
た
篭
）
の
国
外
と
国
内
の
値
段
を
比
較
し

て
求
め
た
外
国
通
貨
の
価
値
。

３

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
潜
在
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
し
か
つ

自
然
産
物
と
し
て
得
ら
れ
る
状
態
に
あ
る
物
質
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
な
ど
を
主

体
に
、
水
力
、
原
子
力
、
風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。

４

石
油
換
算
１
�＝

１
０
、０
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

５

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
の
に
対
し
て
、
消
費
国

の
立
場
か
ら
一
九
七
四
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
枠
内
に
お
い
て
設
立

さ
れ
た
。
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
統
計
資
料
作
成
、
石
油

の
安
全
備
蓄
の
協
調
体
制
、
各
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
分
析
や

提
言
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

６

一
般
に
、
産
業
部
門
、
交
通
部
門
、
民
生
・
農
業
部
門
な
ど
の

最
終
消
費
者
が
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
大
半
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加
工
（
精

製
、
乾
留
、
発
電
な
ど
）
し
て
作
り
出
さ
れ
た
二
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
。

７

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
か
ら
石
油
化
学
用
／
非
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

を
差
し
引
き
、
係
数
を
乗
じ
て
算
出
。
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���������������
１
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－

穀
物
価
格
の
急
上
昇

〇
六
年
秋
以
降
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－
穀
物
価
格
は
上
昇
に
転
じ

て
い
る
。

穀
物
取
引
の
国
際
的
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
シ
カ
ゴ
取
引
所
に

お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
期
近
価
格
（
最
も
近
い
月
の
先
物
価
格
）

は
、
今
年
二
月
に
四
・
一
一
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
（
一
ド
ル＝

一

二
〇
円
と
し
て
、
ト
ン
一
万
九
四
〇
〇
円
）
に
急
上
昇
し
、
〇
五

年
の
同
二
・
一
ド
ル
（
ト
ン
九
九
二
〇
円
）
の
二
倍
以
上
に
跳
ね

上
が
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
場
価
格
（
生
産
者
の
販

売
価
格
）
も
、
二
〇
〇
五
年
の
二
・
〇
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
（
ト

ン
九
四
五
〇
円
）
か
ら
二
月
に
は
三
・
四
四
ド
ル
（
ト
ン
一
万
六

二
五
〇
円
）へ
と
一
・
七
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
の
で
あ
る（
表
１
）。

こ
の
高
価
格
に
対
応
し
て
〇
七
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
が
急
拡
大
し
（
〇
六
年
比
二
〇
％
増
）、八
月

時
点
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
場
価
格
は
三
・
二
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル

に
下
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
二
〇
〇
五
年
の
農
場
価
格
二

・
〇
ド
ル
の
水
準
に
比
べ
れ
ば
極
め
て
高
い
。
ま
た
、
こ
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
価
格
上
昇
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
豆
農

場
価
格
（
〇
五
年
五
・
六
〇
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル→

〇
七
年
八
月

七
・
四
九
ド
ル
、
三
七
％
増
）
と
小
麦
価
格
（
三
・
四
二
ド
ル
／

ブ
ッ
シ
エ
ル→

五
・
八
五
ド
ル
、
七
一
％
増
）
も
上
昇
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
高
騰
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら

始
ま
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
使
用
の
拡
大
と
い

う
新
た
な
需
要
要
因
の
発
生－

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
構
造
の
変
化

を
基
礎
に
、
〇
六
年
秋
の
収
穫
期
に
お
い
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
急
拡
大

と
穀
物
需
給
構
造
の
変
化

高
騰
す
る
穀
物
価
格
と
主
要
国
・
日
本
の
対
応

東
洋
大
学
教
授

服
部

信
司

農村と都市をむすぶ２００８．１
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穫
量
が
予
想
を
下
回
る
と
い
う
短
期
の
需
給
変
動
が
重
な
っ
て
生

じ
た
と
い
っ
て
い
い
。

２
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
の
エ
タ

ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大：

実
態
と
背
景
・
今
後

�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
急
増

二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
（
〇
四
年
一
〇
月→

〇
五
年
九
月
）、す

な
わ
ち
、
二
〇
〇
四
年
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用

量
は
三
一
二
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
〇
五
／
〇
六
年
度
（
二
〇

〇
五
年
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
使
用
量
は
四
〇

六
〇
万
ト
ン
に
増
大
し
、〇
六
／
〇
七
年
度（
昨
二
〇
〇
六
年
産
）

は
五
四
六
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
（
表
２
）。〇
五
／
〇
六
年
度
は
、

前
年
度
比
三
〇
％
増
、
〇
六
／
〇
七
年
度
は
同
三
五
％
増
の
急
増

で
あ
る
。

二
〇
〇
六
／
〇
七
年
の
エ
タ
ノ
ー
ル
用
途
五
四
六
〇
万
ト
ン

は
、
〇
六
年
の
生
産
量
二
億
六
八
〇
〇
万
ト
ン
の
二
〇
％
に
あ
た

る
。
そ
れ
は
、
輸
出
量
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
二
〇
〇
七
年
産（
〇

七
／
〇
八
年
度
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
量
は
実

に
八
一
三
〇
万
ト
ン
、
前
年
度
の
四
九
％
増
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
史
上
初
め
て
輸
出
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。

�

エ
タ
ノ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
増
設

こ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
急
増
の
背
景
に

表１ アメリカ：主要穀物の農場価格

資料：USDA, Agricultural Outlook Statistics,Oct・２００７ 他。

表２ トウモロコシのエタノール向け使用（０４／０５－０６／０７）

資料：USDA, World Agricultural Supply and Demand Estimates, Nov１２，２００７
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は
、
急
速
に
進
む
エ
タ
ノ

ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
建
設

が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一

月
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

エ
タ
ノ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト

は
七
二
、
そ
の
生
産
能
力

は
三
一
億
ガ
ロ
ン
（
一
ガ

ロ
ン＝

三
・
八
リ
ッ
ト

ル
）で
あ
っ
た
が
、
昨（
〇

七
）
年
五
月
に
は
、
プ
ラ

ン
ト
数
一
三
四
（
〇
四
年

一
月
の
八
六
％
増
）、生
産

能
力
七
二
・
三
億
ガ
ロ
ン

（
同
一
三
三
％
増
）
に
増

大
し
た
の
で
あ
る
（
表

３
）。こ

う
し
た
エ
タ
ノ
ー
ル

・
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
が
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
の
エ
タ

ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
を
も

た
ら
し
（
二
〇
〇
四
年
三

四
億
ガ
ロ
ン→

〇
五
年
三

九
億
ガ
ロ
ン→

〇
六
年
四

表３ エタノール・プラント（各年１月）

注１） 計画中のものを含む
資料：RFAホームペイジ、２００７年１２月１０日

表４ アメリカ：エタノール生産量

資料：RFA(Renewable Fuel Association)ホームペイジ、２００７年、５月６日
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表５ 再生燃料使用基準量（１）(RFS)

注１） 各年において、この量をガソリンに混合して用いることを義務化。
資料：RFAホームペイジ

表６ トウモロコシ需給：０５／０６年度（１）と０７／０８・１６／１７年度の予測

注１）トウモロコシ年度：１０月→翌年９月
注２）１バレル＝３１．５ガロン＝１２０リットル。１ガロン＝約４リットル
注３）１ドル＝１２０円
注４）国内業者取得価格
注５）２００５年価格
注６）NA：利用し得ず
資料：USDA, World Supply and Demand Estimates,Nov．９，２００７，
USDA,Agricultural Baseline Projection to ２０１６／１７，

�������������トウモロコシのエタノール使用の急拡大と穀物需給構造の変化
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九
億
ガ
ロ
ン：

表
４
）、そ
れ
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル

消
費
の
増
大
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
（
〇
七
年
一
二
月
）
建
設
中
の
エ
タ
ノ
ー
ル
・
プ

ラ
ン
ト
は
七
七
に
お
よ
び
、
そ
の
生
産
能
力
は
六
六
億
ガ
ロ
ン
に

達
す
る
（
前
掲
表
３
）。合
計
す
る
と
プ
ラ
ン
ト
数
二
一
一
、
生
産

能
力
一
三
九
億
ガ
ロ
ン
と
な
り
、
〇
七
年
五
月
の
生
産
能
力
の
一

・
九
倍
と
な
る
。

�

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
拡
大
の
背
景
①

原
油
価
格
の
上
昇

こ
の
よ
う
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
が
急
拡

大
し
て
い
る
基
礎
的
な
背
景
に
は
、
原
油
価
格
の
上
昇
と
ア
メ
リ

カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
化
政
策
が
あ
る
。

原
油
価
格
（
ア
メ
リ
カ
国
内
取
得
価
格
）
は
、
一
九
八
〇
年
代

後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
を
通
し
た
一
五
年
間
、
一
バ
レ
ル
（
約

一
二
〇
リ
ッ
ト
ル
）
一
〇
ド
ル
台
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
二
〇
〇

〇－

〇
三
年
に
は
二
〇
ド
ル
台
に
な
り
、
〇
四
年
に
三
七
ド
ル
、

〇
五
年
五
〇
ド
ル
、
そ
し
て
〇
六
年
七
〇
ド
ル
台
へ
と
上
昇
し
て

き
た
の
で
あ
る
（
１
）
。こ
の
原
油
価
格
の
上
昇
は
、
中
国
を
中
心
と

す
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
）

の
経
済
成
長
に
よ
る
石
油
需
要
の
拡
大
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
こ

の
原
油－

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
が
エ
タ
ノ
ー
ル
価
格
の
上
昇
を

も
た
ら
し
、
エ
タ
ノ
ー
ル
価
格
の
上
昇
が
エ
タ
ノ
ー
ル
・
プ
ラ
ン

ト
の
増
設→

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

�

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
の
背
景
②

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
化

政
策

こ
う
し
た
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
安
全
保
障
上
の
観
点
か
ら

中
東
〜
海
外
へ
の
原
油－

エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
を
引
き
下
げ
る
た
め

に
、
国
内
で
再
生
燃
料
の
生
産
を
拡
大
す
る
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
化
政
策
の
要
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
法
」を
成
立
さ
せ
た
。そ
こ
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
の
が
、「
再

生

燃

料

使

用

基

準

量
」（R

en
ew
ab
le
F
u
els

S
tan
d
ard
：

R
F
S

）
で
あ
る
。

こ
の
「
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
」（
Ｒ
Ｆ
Ｓ
）
と
い
う
の
は
、
二

〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
至
る
毎
年
、
一
定
量
の
再
生
（
バ

イ
オ
）
燃
料
を
ガ
ソ
リ
ン
に
混
合
し
て
用
い
る
こ
と
を
、
ガ
ソ
リ

ン
流
通
業
者＝

給
油
会
社
（
ブ
レ
ン
ダ
ー
）
に
義
務
づ
け
た
も
の

で
あ
る
。そ
れ
は
、二
〇
〇
六
年
の
四
〇
億
ガ
ロ
ン
か
ら
始
ま
り
、

二
〇
一
二
年
に
七
五
億
ガ
ロ
ン
に
至
る
（
表
５
）。

こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
量

は
、
そ
の
消
費
が
政
府
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
い
わ
ば
、
需
要
の
一
定
量
が
政
府
保
証
さ
れ
た
わ
け
で
あ

り
、
エ
タ
ノ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
が
Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
範
囲
に
あ
る

な
ら
ば
、投
資
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。こ
う
し
て
、

エ
タ
ノ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
へ
の
投
資
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
政
策
支
援
に
は
、
税
免
除

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
対
し
一
ガ
ロ
ン
あ
た
り

五
四
セ
ン
ト
の
連
邦
物
品
税
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
そ
の
五
四
セ
ン
ト
の
う
ち
、
五
一
セ
ン
ト
が
免
除

さ
れ
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
に
課
せ
ら
れ
る
連
邦
物
品
税
は
ガ
ロ
ン
あ

た
り
三
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
能
力

は
ガ
ソ
リ
ン
の
七
〇
％
く
ら
い
と
さ
れ
る
の
で
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、

ガ
ソ
リ
ン
に
対
し
て
ガ
ロ
ン
三
〇
〜
三
五
セ
ン
ト
有
利
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。
仮
に
、
エ
タ
ノ
ー
ル
価
格
が
ガ
ロ
ン
二
ド
ル
と
す
れ

ば
、
三
五
セ
ン
ト
は
、
そ
の
五
分
の
一
に
近
い
。
そ
れ
は
、
エ
タ

ノ
ー
ル
へ
の
補
助
金
と
言
っ
て
い
い
。
こ
の
減
免
措
置
は
、
今
年

の
一
二
月
が
期
限
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
エ
タ
ノ
ー
ル
に
は
、
一
ガ
ロ
ン
あ
た
り
五
二
セ
ン
ト
の

追
加
関
税
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
、
こ
の
関
税
の
期
限
が
来

た
が
、
議
会
・
政
府
は
、
一
致
し
て
、
こ
れ
を
継
続
さ
せ
た
。
こ

の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
追
加
関
税
と
税
の
減
免
措
置
が
、
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
を
軸
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
化
政
策
の

脇
を
固
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
構
造
の
変
化

去
る
（
〇
七
年
）
一
一
月
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
、
〇
七
／
〇

八
年
度
（
〇
七
年
産
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
予
測
を
次
の
よ
う

に
示
し
た
。

①

〇
七
／
〇
八
年
度
の
エ
タ
ノ
ー
ル
用
途
は
、
八
一
三
〇
万

ト
ン
に
な
る
。
こ
れ
は
、
〇
五
／
〇
六
年
度
四
〇
四
〇
万
ト

ン
の
二
・
一
倍
で
あ
り
、
輸
出
用
五
九
七
〇
万
ト
ン
の
一
・

四
倍
、
飼
料
需
要
一
億
四
八
五
〇
万
ト
ン
の
五
五
％
に
当
た

る
（
表
６
）。

②

こ
の
背
後
に
は
、エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
一
〇
〇
億
ガ
ロ
ン（
〇

五
／
〇
六
年
度
四
九
億
ガ
ロ
ン
の
二
・
一
倍
）
が
あ
る
。

③

今
年
（
〇
七
年
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
三
七
四
〇

万
ｈ
ａ
は
、
〇
五
／
〇
六
年
三
二
七
〇
万
ｈ
ａ
を
一
四
％＝

四
五
〇
万
ｈ
ａ
（
日
本
の
耕
地
面
積
に
ほ
ぼ
等
し
い
）
上
回

る
史
上
最
大
の
作
付
面
積
と
な
り
、
生
産
量
は
三
億
三
四
〇

〇
万
ト
ン
（
〇
五
／
〇
六
年
二
億
八
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
一
九

％
増
）
に
な
る
。

④

そ
の
結
果
、
価
格
は
、
三
・
二－

三
・
八
ド
ル
／
ブ
ッ
シ

エ
ル
の
範
囲
と
な
る
。
そ
の
平
均
三
・
五
ド
ル
は
、
〇
五
／

〇
六
年
度
二
ド
ル
の
一
・
八
倍
、
目
標
価
格
（
２
）
二
・
六
三

ド
ル
の
一
・
三
倍
に
当
た
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
（
〇
七
／
〇
八
）
年
度
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
量
は
、
史
上
空
前
の
三
億
三
四
〇
〇
万
ト
ン
が
予
想

さ
れ
な
が
ら
、エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
の
拡
大
に
よ
り
、価
格
は
、

三
ド
ル
台
半
ば
の
高
水
準
を
続
け
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
穀
物
の
中
心
を
し
め
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

需
給
構
造
が
、
〇
六
年
秋
か
ら
の
一
年
間
を
通
し
て
、
次
の

よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

①

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
が
巨
大
化
し
、
飼
料

需
要
に
次
ぐ
位
置
に
立
っ
て
い
る
。

②

生
産
水
準
が
、
三
億
ト
ン
を
超
す
高
水
準
に
達
す
る
。

③

価
格
水
準
が
、
九
〇
年
代－

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
二
ド

ル
前
後
か
ら
三
ド
ル
台
半
ば
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ
を
、
一
言
で

言
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル

高
需
要
に
基
づ
く
、

高
生
産
・
高
価
格
の

時
代
に
入
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら

の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

は
、
今
後
も
、
拡
大

を
続
け
て
い
く
と
見

ら
れ
る
。
中
国－

Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国
の
工

業
化
の
進
展
を
背
景

に
世
界
の
石
油
需
要

は
増
加
を
続
け
、
バ

レ
ル
六
〇
ド
ル
前
後

の
高
水
準
の
原
油
価

表７ エタノール生産量・トウモロコシ使用量の見通し

注１）国内業者確保価格
２）CARD : アイオワ州立大学農業・農村開発センター
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格
は
続
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
石
油
自
給
化
政
策
は
、
政
権
を
問
わ

ず
維
持
さ
れ
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
環
境
保
全＝

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
へ
の
要

請
は
、
強
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
弱
ま
る
こ
と
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。

４
、
穀
物
需
給：
今
後
の
展
望

�

ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
二
〇
一
六－

一
七
年
度
予
測

ア
メ
リ
カ
の
農
務
省
は
、
毎
年
二
月
に
、
今
後
一
〇
年
間
の
需

給
見
通
し
を
発
表
し
て
い
る
。
昨（
〇
七
）年
二
月
、
農
務
省
は
、

一
〇
年
後＝

二
〇
一
六
／
一
七
年
度
に
至
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－

穀

物
需
給
の
見
通
し
を
発
表
し
た
（
前
掲
表
６
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
／
一
七
年
度
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か

ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
は
一
二
〇
億
ガ
ロ
ン
、
そ
れ
に
用
い
ら

れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
一
億
九
六
〇
万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

生
産
量
三
億
五
七
五
〇
万
ト
ン
、
予
測
農
場
価
格
三
・
三
ド
ル
／

ブ
ッ
シ
エ
ル
で
あ
る
。

〇
七
／
〇
八
年
度
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
予
測
量
一
〇
〇
億
ガ
ロ

ン
に
比
べ
れ
ば
、
一
〇
年
後
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
一
二
〇
億
ガ

ロ
ン
は
、
極
め
て
控
え
め
な
数
字
で
あ
る
。
同
時
期
の
予
測
農
場

価
格
三
・
三
ド
ル
は
〇
七
／
〇
八
年
度
の
価
格
三
・
二
ド
ル
と
す

で
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
総
じ
て
、
農
務
省
の
一
六
／
一
七
年
度

予
測
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
と
そ
の
影
響
を
控
え
め
、
か

つ
慎
重
に
見
た
も
の
と
い
え
る
。

�

ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
の
予
測

昨
（
〇
七
）
年
五
月
、
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
農
業
・
農
村
開
発

セ
ン
タ
ー
は
、「
台
頭
す
る
バ
イ
オ
燃
料－

ア
メ
リ
カ
の
穀
物
、
油

糧
種
子
、
畜
産
市
場
へ
の
影
響
の
見
通
し－

」
と
す
る
報
告
書
を

発
表
し
た
（
表
７
）。

報
告
書
は
、
ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
代
の
初
め
〜
前
半
に
原
油
価

格
が
現
行
（
〇
七
年
五
月
時
）
に
近
い
予
測
価
格
（
一
バ
レ
ル
五

四－

五
八
ド
ル
）
の
時
に
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
は
一
四
八
億

ガ
ロ
ン
、
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
量
は
一
億
二
七
〇
〇

万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
場
価
格
は
三
・
四
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ

ル
と
し
た
。
農
務
省
が
二
〇
一
六
／
一
七
年
度
に
つ
い
て
予
測
し

た
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
お
よ
び
エ
タ
ノ
ー
ル
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
使

用
量
を
約
二
〇
％
上
回
る
が
、
予
測
農
場
価
格
三
・
四
ド
ル
は
一

六
／
一
七
年
度
の
場
合
三
・
三
ド
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
農
務

省
一
六
／
一
七
年
度
の
予
測
値
が
五
年
早
く
到
来
す
る
と
い
う
見

通
し
と
い
っ
て
い
い
。

同
報
告
は
、
も
う
一
つ
別
の
見
通
し
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
原
油
価
格
が
現
行
（
〇
七
年
五
月
時
点
）
よ
り
も
一
バ
レ
ル

一
〇
ド
ル
上
昇
し
た
場
合
（
バ
レ
ル
六
四－

六
八
ド
ル
）
の
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、

①

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
は
三
〇
〇
億
ガ
ロ
ン
（
〇
六
年：

四
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九
億
ガ
ロ
ン
の
六
倍
）、使
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
二
億
二
七
〇

〇
万
ト
ン
（
〇
六
／
〇
七
年
度：

五
五
〇
〇
万
ト
ン
の
五

倍
）
に
激
増
す
る
。

②
）

そ
の
結
果
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
場
価
格
は
ブ
ッ
シ
エ
ル

四
・
四
ド
ル
（
〇
五
／
〇
六
年
度：

二
ド
ル
の
二
・
二
倍
）

に
上
昇
し
、
輸
出
量
は
二
三
〇
〇
万
ト
ン
に
減
少
す
る
（
現

行
〇
五
／
〇
六
年
度：

五
四
〇
〇
万
ト
ン
）、と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

こ
の
予
測
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
を
極
端
に
多
め
に
見
た

も
の
と
決
め
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
直
近
〇
七
年
一
二
月
の
原
油
価
格
は
バ
レ
ル
九
〇

ド
ル
を
上
回
っ
て
お
り
、
原
油
価
格
上
昇
の
基
礎
的
な
背
景

で
あ
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国
の
経
済
拡
大
は
引
き
続
く
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
化
政
策
に
は
、
民
主
・
共
和
両
党
の
党

派
を
超
え
た
支
持
が
あ
る
か
ら
、
今
後
も
推
し
進
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
は
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

同
報
告
書
が
提
起
す
る
問
題
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
場
価
格
が

四
・
四
ド
ル
（
〇
五－

〇
六
年
度
二
ド
ル
の
二
・
二
倍
）
に
跳
ね

上
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
飼
料
価
格
の
上
昇→

畜

産
物
・
食
料
価
格
の
大
幅
上
昇
を
招
く
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
量
の
激
減
（
〇
五
／
〇
六
年
度
五
四
一
〇

万
ト
ン→

そ
の
半
分
以
下
の
二
三
〇
〇
万
ト
ン
へ
）
を
招
く
。

そ
の
場
合
に
は
、
国
内
飼
料
の
大
部
分
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
（
一
六
〇
〇
万
ト
ン
）
に
依
存
し
て
い
る
日
本

が
最
も
大
き
な
影
響
（
価
格
高
騰
の
影
響
と
輸
入
先
の
確
保
）
を

受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

５
、
穀
価
上
昇
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
る
輸
入
国：

高
騰
す
る
飼
料
価
格

ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
が
二
〇
一
〇
年
代
初
め
に
予
測
し
た
原
油

価
格
が
高
騰
し
た
場
合
の
事
態
に
近
い
状
態
が
、
現
在
の
日
本
に

お
い
て
発
生
し
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
高
騰
に
よ
る
飼

料
価
格
の
上
昇
で
あ
る
。

わ
が
国
の
飼
料
自
給
率
は
二
五
％
で
極
め
て
低
い
。
牧
草
を
中

心
と
す
る
粗
飼
料
の
自
給
率
は
七
六
％
と
比
較
的
高
い
が
、
飼
料

の
中
心
を
な
す
濃
厚
飼
料
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心
と
し
た
飼
料

で
、
主
と
し
て
牛
・
豚
・
鶏
な
ど
に
肉
を
つ
け
る
肥
育
の
た
め
に

用
い
ら
れ
る
）
の
自
給
率
は
、
わ
ず
か
一
一
％
に
過
ぎ
な
い
。

国
内
で
主
と
し
て
飼
料
に
使
用
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
六
〇
〇

万
ト
ン
の
全
量
を
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
海
外
諸
国
か
ら
の

輸
入
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心
と
す
る
穀
物
の
国
際
価
格
の

変
動
－
上
昇
は
、
国
内
飼
料
価
格
の
変
動－

上
昇
に
直
結
す
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
国
内
の
配
合
飼
料
価
格
（
家
畜
に
給
餌
す
る

飼
料
と
し
て
、
そ
の
用
途
に
合
わ
せ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心
に
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他
の
飼
料
な
ど
を
配
合
し
た
飼
料
）
の
平
均
価
格
は
、
昨
年
七－

九
月
期
の
ト
ン
四
万
二
五
六
〇
円
（
一
〇
〇
）
か
ら
、
今
年
一－

三
月
期
四
万
九
七

六

〇

円
（
一

一

七
）、四－

六
月
期

五
万
二
九
九
〇
円

（
一
二
五
）、七－

九
月
期
は
五
四
、

一
九
〇
円
（
一
二

七
）
へ
と
急
上
昇

し

て

き

た
（
表

８
）。畜

産－

特
に
、

食
肉
生
産－

は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－

飼
料
穀
物
を
肉
に

変
換
す
る
過
程
で

あ
る
か
ら
、
大
量

の
飼
料
を
用
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、

畜
産
の
生
産
費
に

占
め
る
飼
料
費
の

割
合
は
極
め
て
高

い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
六
六
％
、
採
卵
鶏
六
三
％
、
肥
育
豚
六
三
％
、

肥
育
牛
四
二
％
、
牛
乳
四
三
％
で
あ
る
（
３
）
。飼
料
費
の
高
騰
は
、

畜
産
経
営
を
直
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

６
、
主
要
国
の
対
応
と
日
本
の
課
題

現
在
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－

穀
物
価
格
が
、
す
で
に
、
ア
メ
リ
カ

農
務
省
が
一
〇
年
後
に
予
測
し
た
高
価
格
に
達
し
て
い
る
と
い
う

事
態
は
、
こ
の
ま
ま
の
趨
勢
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使

用
が
進
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格－

食
料
供
給
の
う
え

で
、
重
大
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
再
生
燃
料
を
用
い
る
こ
と
、
そ
こ
に
お
い
て
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
用
い
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
使
用

が
、
こ
れ
ま
で
の
趨
勢
で
拡
大
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
観
点
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
中
国
の
対
応
で
あ
る
。

中
国
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
よ
る
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
を
開
始
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
量
は
、
二

〇
〇
五
年
二
九
〇
万
ト
ン
、
二
〇
〇
六
年
四
二
〇
万
ト
ン
に
達
し

た
（
４
）
。だ
が
、
国
内
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
が
上
昇
す
る
と
い
う
事

態
を
前
に
、中
国
政
府
は
、エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
の
増
設
を
禁
止
し
、

現
存
の
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
に
お
い
て
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
以
外
の
原

料
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
行
う
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
方
針
と

言
わ
れ
る
。
人
口
が
一
三
億
人
を
超
え
る
人
口
大
国
に
お
い
て
必

表８ 配合飼料価格（平成１８年－１９年）

資料：農水省・畜産部「配合飼料の価格上昇に対応した家畜の生産性向上等
について」２００７年４月ほか
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要
な
方
針
転
換
と
い
え
よ
う
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
以
外
の
主
な
エ
タ

ノ
ー
ル
原
料
は
、
ス
イ
ー
ト
・
ソ
ル
ガ
ム
（
ソ
ル
ガ
ム
の
茎
）
で

あ
る
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
以
外
の
セ
ル
ロ
ー
ス

系
（
ス
イ
ッ
チ
・
グ
ラ
ス
な
ど
）
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
向

け
て
の
研
究
開
発
に
本
格
的
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
へ
の
研

究
開
発
に
五
年
間
で
三
億
七
五
〇
万
ド
ル
（
一
ド
ル＝

一
二
〇
円

と
し
て
、
四
六
〇
億
円
）
の
費
用
を
投
じ
て
、
テ
ネ
シ
ー
、
ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
三
カ
所
に
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
を
設
け
、
地
元
三
大
学
と
の
連
携
の
も
と
に
、
研
究
開
発
を
進

め
る
計
画
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
二
〇
〇
七
年
度
予
算
に
お
い
て
、
セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら

の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
つ
い
て
の
技
術
開
発
と
資
源
作
物
の
開
発

を
中
心
に
二
一
億
円
の
予
算
が
つ
け
ら
れ
た
。
政
府
の
工
程
表
で

は
、「
稲
わ
ら
等
の
草
本
類
、
製
材
工
場
等
の
残
材
」
が
「
今
後
五

年
間
で
技
術
開
発
す
る
作
物
」
と
さ
れ
、「
林
地
残
材
、
資
源
作
物

（
ゲ
ノ
ム
情
報
を
利
用
し
た
多
収
品
種
）」
は
「
今
後
一
〇
年
間

で
技
術
開
発
す
る
作
物
」
と
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。

今
後
五
年
間
程
度
で
、
稲
わ
ら
・
製
材
残
材
な
ど
の
エ
タ
ノ
ー

ル
転
換
技
術
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
、
我
が
国
に
お
け
る
本

格
的
な
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
技
術
的
な
起
点
と
な
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
本
格
的
に
拡
大
す
る
に

は
、
わ
が
国
に
も
大
量
に
存
在
す
る
「
稲
わ
ら
、
建
設
残
材
、
林

地
残
材
（
間
伐
材
）」
に
つ
い
て
技
術
開
発
を
進
め
、
そ
の
技
術

を
確
立
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
（
中
長
期
的
な
課

題
）
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
セ
ル
ロ
ー
ス
系
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生

産
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、�
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ－

食
料

か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
�
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
流
れ
に
代
わ
る

新
た
な
再
生
燃
料
の
世
界
的
な
流
れ
を
作
り
だ
す
こ
と
に
も
貢
献

し
う
る
の
で
あ
る
。

注
１
）

E
n
erg
y
In
form

ation
A
d
m
in
istration

,
A
n
n
u
al
E
n
erg
y

R
ev
iew

二
〇
〇
五

注
２
）

目
標
価
格：

生
産
費
に
基
づ
く
。
生
産
者
に
と
っ
て
好
ま
し
い
価

格
。
一
九
九
〇
年
以
降
は
、
農
業
法
に
よ
り
決
定
。
詳
し
く
は
、
服
部

信
司
『
ア
メ
リ
カ
二
〇
〇
二
年
農
業
法
』（
農
林
統
計
協
会
、
二
〇
〇
五

年
）
第
一
章
を
見
ら
れ
た
い
。

注
３
）

農
林
水
産
省
『
配
合
飼
料
の
価
格
上
昇
に
対
応
し
た
家
畜
生
産
の

生
産
性
の
向
上
等
に
つ
い
て
』
二
〇
〇
七
年
四
月

注
４
）

U
S
D
A
,
G
A
IN

R
ep
ort

Ju
n
e

一
、

2
0
0
7

、

注
５
）

バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
推
進
会
議
『
国
産
バ
イ
オ
燃

料
の
大
幅
な
生
産
拡
大
』

（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
二
日
）
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���������������
下
村
室
長

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
下
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大

臣
官
房
の
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
バ
イ
オ
マ

ス
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。
き
ょ
う
は
私
ど
も
が
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
拡
大
の
取
り
組
み
、
そ
れ
か

ら
そ
れ
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
―
三
つ
の
観
点
―

ま
ず
こ
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
拡
大
、
導
入
の
推
進
に
当

た
っ
て
の
考
え
方
と
い
う
も
の
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
ど
も
こ
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
三
つ
の

観
点
と
い
う
も
の
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
図
１
の
下
に
書

い
て
ご
ざ
い
ま
す
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
環
境
」、「
食
料
・
農
業
」
と

い
っ
た
こ
の
三
つ
の
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点

ま
ず
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
ご
承
知
の
と

お
り
、
最
近
原
油
が
大
変
高
騰
し
て
お
り
ま
し
て
、
間
も
な
く
一

バ
ー
レ
ル
当
た
り
一
〇
〇
ド
ル
を
超
そ
う
か
と
い
う
よ
う
な
勢
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
背
景
に
は
フ
ァ
ン
ド
資
金
が
流
入
し
て

い
る
と
い
っ
た
話
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
第
二
次

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と

国
産
バ
イ
オ
燃
料
生
産
拡
大
へ
の
取
り
組
み

「
穀
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
需
給
構
造
の
変
化
」
と
い
う
特
集
を
組
む
に
あ
た
り
、
日

本
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
大
臣
官
房
環
境
バ
イ

オ
マ
ス
政
策
課
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
室
の
下
村
室
長
か
ら
お
話
し
を
伺
っ
た
。

本
章
は
そ
れ
に
基
い
て
い
る
。

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
室
長

下
村

聡

農村と都市をむすぶ２００８．１
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図１　国産バイオ燃料の導入の更なる拡大に向けて 

○我が国の人口は減少局面に。高 
　齢者の割合の増加もあいまって、 
　今後は食料の消費も減少へ。 

○耕作放棄地の発生や里地里山の荒廃 
　等は国土・環境保全上も大きな課題。 

・農業の国際競争力の強化 
　　・ＧＤＰに占める農業生産の割合は１５年で半減 
・食料供給力の維持・向上 
  （食料安全保障）・耕地面積は１５年で約１割減 
　　　　　　　　   ・１８年度の食料自給率は３９％ 

・京都議定書の目標達成への貢献 
・ポスト議定書をにらんだ対応 
　・第１約束期間（２００８～２０１２年）に基準年から温室 
　　効果ガス△６％の約束に対し、２００５年は７．８％増 

・原油価格高騰への対応 
　・原油先物価格は１１月２０日に９８．０３ドル／ 
　　バレルと過去最高値を更新（１１月２１日現在） 

・エネルギー利用の多様化 
　（エネルギー安全保障） 
　　・輸送用燃料における石油依存度は約１００％ 

・農地を農地として最大限活用するとともに、耕作放棄地など日本の国土
に総力を挙げて作物等を作付け 
・バイオ燃料等の原料として利用するとともに、いざというときには食料供給
基地として作付け農地を活用 
・稲わらや間伐材の利用やエタノールを大量に生産できる作物の開発等を
行い、食料供給と競合しない日本型の国産バイオエタノールの大幅な生
産拡大策を実施 

国産バイオ燃料等バイオマスの利用の加速化が農林水
産業の新たな領域の開拓や食料安全保障につながる 

食料・農業 環境 

現状 

〔農耕地〕 

食料 食料 

飼料 飼料 
必要に応じて 
融通 

エネルギー・ 
マテリアル原料 
（木質含む） 〔耕作放棄地　など〕 

耕作放棄地の拡大 耕作放棄地の解消 

これから 

エネルギー 

日本の将来人口 

耕作放棄地の発生状況 

総人口 

６５歳以上の人口の割合 

食
料
生
産
の
枠
を 

超
え
た
対
応 

食料・農業問題・環境問題
、エネルギー問題を同時に扱うことから、

関係省庁が協力して政府全体で取り組む必要

2000

耕作放棄地面積（千ｈａ） 

耕作放棄地率（％） 

2005

386343

9.78.1

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
一
バ
ー
レ
ル
当
た
り
二
〇
ド
ル
、
三
〇

ド
ル
で
長
い
間
推
移
し
て
き
た
の
が
こ
こ
ま
で
上
が
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
状
況
は
今
後
早
々
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
か
ら
石
油
が
あ
と
何
年
、
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
っ
た
形
で
採

掘
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
あ
と
四
〇
年
と
か

五
〇
年
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て

伸
び
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ス
ト
は
上

が
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
石
油
そ
の
も
の
が
有
限
な

資
源
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
と
い
う
も
の

が
求
め
ら
れ
て
い
て
、そ
の
一
つ
の
答
え
と
し
て「
バ
イ
オ
燃
料
」

と
い
う
も
の
は
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様
化
と
い
っ
た
場
合
に
も
う

一
つ
重
要
な
の
は
、
ど
の
よ
う
に
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
が
利
用
し
て
い
る
石
油

の
九
割
が
中
東
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
東
の
政
治
情
勢
に

よ
っ
て
そ
の
辺
が
非
常
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。
実
は
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
こ
ろ
は
一
時
七
〇
％
ぐ
ら
い
ま
で
下
が
っ
た
わ
け
で

す
が
、
ま
た
上
が
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
て
、
採
算
に
合
う
よ
う

な
形
で
手
当
て
す
る
と
な
る
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
と
い
う
か
、
多
様
化
の
一
つ
と
し
て
バ
イ

オ
燃
料
に
取
り
組
む
ん
だ
と
い
っ
た
と
き
に
世
界
を
見
回
し
て
み

ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
あ
た
り
が
エ
タ
ノ
ー

���������������バイオエネルギーをめぐる国際情勢と国産バイオ燃料生産拡大への取り組み
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ル
生
産
に
非
常
に
力
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
は
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
、
こ
の
辺
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
細
に
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
輸
出
余
力
が
あ
る
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
対
外
的
な
輸
出
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
体
制
を
整
え
て

お
り
ま
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
日
本
国
内
で
の
生
産
体
制

を
早
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
、
結
局
石
油
と
同
じ
よ
う
な
供
給
構

造
、
つ
ま
り
す
べ
て
海
外
に
依
存
す
る
と
い
う
構
図
が
固
定
し
て

し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
と
か
国
産
で
一
定
量

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
国
内
で
の
一
定
割
合
の
自
給
と
い
う
こ
と

も
進
め
て
い
く
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
の
観
点

次
に
「
環
境
」
と
い
う
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
承
知

の
と
お
り
、
今
年
は
特
に
こ
の
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
国
際
的
な
議
論
が
な
さ
れ
、
認
識
が
高
ま
っ
て
き
た
年
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
番
権
威
の
あ
る
と
い
い
ま
す

か
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
連
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
）」
に
世
界
各
国
の
学
者
を
集
め
て
、
各
国
の
気
候
変
動
の
地

球
温
暖
化
の
原
因
分
析
・
対
応
策
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
議
論
し
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
作
業
が
ま

と
ま
り
ま
し
て
「
報
告
書
」
と
い
う
形
で
随
時
出
て
き
て
お
り
ま

す
。そ

の
中
で
は
現
在
の
気
候
変
動
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
も
の
は

産
業
革
命
以
来
の
人
間
の
社
会
経
済
活
動
が
原
因
で
あ
る
こ
と
に

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
う
結
論
が
下
さ
れ
、
各
国
政
府
は
こ
れ
を

前
提
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
来
年
日
本

で
行
わ
れ
ま
す
洞
爺
湖
で
の
先
進
国
サ
ミ
ッ
ト
で
も
こ
の
地
球
温

暖
化
問
題
と
い
う
も
の
が
中
心
課
題
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
し
た
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
や
は
り

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
が
こ
の
「
バ
イ
オ
燃
料
」
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
は
後
ほ
ど
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
し
、
皆
さ
ん

も
既
に
ご
承
知
か
と
も
思
い
ま
す
が
、「
バ
イ
オ
燃
料
」
と
い
う
も

の
は
気
候
変
動
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
観
点
か
ら
非
常
に
優
れ
た

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
特
性
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
特
性
を
も
っ
て
い
る
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
を
進
め
、
こ
れ
を
活

用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
環
境
問
題
、
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の

対
応
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

食
料
・
農
業
の
観
点

そ
し
て
三
つ
目
の
「
食
料
・
農
業
」
の
観
点
で
す
が
、
ま
さ
に

私
ど
も
農
林
水
産
省
が
メ
イ
ン
と
し
て
い
る
部
分
で
ご
ざ
い
ま
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す
。
図
１
左
上
に
こ
の
農
業
の
部
分
に
つ
い
て
若
干
詳
し
く
書
い

て
ご
ざ
い
ま
す
。

一
つ
は
、
我
が
国
の
人
口
と
い
う
の
は
一
昨
年
か
ら
減
少
局
面

に
入
っ
て
い
て
、
今
後
と
も
こ
の
ト
レ
ン
ド
自
体
は
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
と
。
一
方
で
高
齢
化
も
進
ん
で
い
く
。
そ
う
し
ま
す
と
食

料
市
場
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
口
数
は
減
る
し
、
一
人
当

た
り
の
食
べ
る
量
も
減
る
と
い
う
中
で
市
場
は
縮
小
し
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
。
一
方
で
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
う
よ
う
な
状

況
が
進
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
農
水
省
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
こ

れ
か
ら
「
耕
作
放
棄
地
の
解
消
」
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
む
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
こ
の
三
九
万
ｈ
ａ
、
ほ
ぼ
埼
玉
県
の
面

積
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
農
地
と
い
う
も
の
は
一
た
ん
荒
れ
て
し
ま

う
と
ま
た
作
物
を
植
え
よ
う
と
し
て
も
簡
単
に
は
で
き
な
い
。
特

に
田
ん
ぼ
な
ど
永
年
性
の
雑
木
が
生
え
て
し
ま
っ
た
ら
水
管
理
も

ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
せ
っ
か
く
の
社

会
資
本
で
あ
り
ま
す
農
地
を
き
ち
ん
と
し
た
形
で
守
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
に
立
ち
ま
す
と
新
し
い
展
開

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
「
現
状
」、「
こ
れ
か
ら
」
と
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
ま
で
日
本
の
農
業
と
い
う
も
の
は
主
と
し
て
食

料
生
産
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
餌
の
生

産
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
だ
け
で
は
使
い
切
れ
な
い
、
使
わ
れ
て
い
な
い
農

地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
作

物
の
栽
培
と
い
う
も
の
に
使
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
そ
う
い
っ
た
農
地
、
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
作
物
を
作
付
け
て
維
持
し
て
い
た
農
地
を
食
料
生
産
に
優
先
的

に
回
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
い
う

使
い
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
の
、
今
ま
で
の
よ
う
に

高
品
質
な
も
の
を
つ
く
る
と
い
う
方
向
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
の
で
す

が
、
逆
に
粗
放
的
に
量
を
つ
く
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
も
目
指
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

優
先
順
位
の
問
題

そ
の
際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
と
い
う
の
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
優
先
順
位
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、

農
地
の
利
用
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
い
え
ば
、
ま
ず
「
人
の
口
に

入
る
」と
い
う
も
の
が
一
番
優
先
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
次
に「
家

畜
の
餌
」、そ
し
て
最
後
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
」と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
順
番
を
よ
く
考
え
た
上
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
砂
糖
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
は
起

こ
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
我
々
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
方
向
と
し
て
は
、
こ
の
枠
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囲
み
の
中
の
三
つ
目
の
「
・
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
稲
わ
ら
や
間

伐
材
と
い
っ
た
人
の
食
べ
な
い
も
の
、「
セ
ル
ロ
ー
ス
系
バ
イ
オ
マ

ス
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
使
っ

て
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
取
り
組
み
と
い
う
も
の
を
進
め
て
い
く
。

我
々
「
日
本
型
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
」
と
い
っ
て
お
り
ま

す
が
、こ
う
い
っ
た
方
向
で
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
ま
し
た
が
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
環

境
」、「
食
料
・
農
業
」
と
い
っ
た
こ
の
三
つ
の
観
点
か
ら
我
々
農

林
水
産
省
だ
け
で
は
な
く
て
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が
ら
国

産
バ
イ
オ
燃
料
の
導
入
の
推
進
と
い
う
も
の
に
努
め
て
い
る
と
い

う
前
語
り
、
導
入
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、「
枯
渇
し
な
い
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

次
に
基
礎
的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ
」
と
「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
の
造
語
で
英
語
と
し

て
立
派
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
生
物
資
源
量
」、

資
源
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
使
え
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
も
と
も
と
の
由
来
と
い
い
ま
す
か
、
原
料
の
も
と
に
な
っ
た

の
は
「
生
物
」、生
物
由
来
の
有
機
性
資
源
で
す
。
た
だ
し
、
化
石

資
源
、
石
油
と
か
石
炭
の
よ
う
な
も
の
は
除
く
。

そ
の
特
徴
と
し
て
は
二
つ
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
ず
一
つ
は
「
枯

渇
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
の
は
太
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
生
物
が
作
り
出
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
命
と
太
陽
が
あ
る
限
り
は
な
く
な
ら
な
い
。
再
生
可
能
、
枯

渇
し
な
い
資
源
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
焼
却
し
て
も
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を

増
加
さ
せ
な
い「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」と
い
う
こ
と
で
す
。

若
干
詳
し
い
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
の
は
必
ず
し
も
二
酸
化
炭
素
だ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
、
家
畜
の
げ
っ
ぷ
で
あ
る
メ
タ
ン
だ
と
か
、
一
酸
化

二
窒
素
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
す
が
、
発
生
量
で
み
ま
す
と
約

九
四
％
が
二
酸
化
炭
素
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
何
と
か
す
る
こ

と
が
や
は
り
地
球
温
暖
化
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
次
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
種
類
」
で
す
。
ま
ず
は
「
廃
棄

物
系
バ
イ
オ
マ
ス
」。「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
い
う
と
非
常
に
格
好
よ

く
聞
こ
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
「
ご
み
」
と
い
わ
れ
て
い
た

も
の
で
、
こ
れ
は
処
理
費
用
を
か
け
て
ま
で
何
ら
か
の
処
理
を
し

て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
資
源
に
変
え
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
れ
が
資
源
と
し
て
利
用
で
き
た
場
合
に
は
処
理
費
用

が
節
約
で
き
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
資
源
と
し
て
使
え
る
と
い
う
こ

と
で
二
度
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
感
の

多
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
「
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
必
ず
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バイオマス利用型の社会 
～これから～ 

バイオマスエネルギー 

バイオマス製品 

地球温暖化防止・持続的循環型 

化石資源に代え、バイオマスを利用することで大気率のCO2の増加を抑制 

し
も
処
理
し
な
い
と
邪
魔
に
な
る
と
か
、
困
る
、
不
具
合
が
生
じ

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
稲
わ
ら
で
あ
り
ま
す
と
か
、
間
伐
材
の
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。こ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
わ
な
い
で
い
る
の
は
も
っ
た
な
い
と
。

そ
し
て
「
資
源
作
物
」、こ
れ
は
そ
も
そ
も
人
が
食
べ
た
り
、
家

畜
が
食
べ
た
り
す
る
目
的
で
は
な
く
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と

か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
す
る
と
い
っ
た
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
栽
培
さ
れ
る
も
の
。
日
本
で
は
こ
れ
に
該
当

す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ア
メ
リ
カ
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
り
ま
す
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
砂
糖
と
い
う
も
の

は
こ
の
範
疇
に
半
分
以
上
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
今
後
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
と
い
う
も
の
は
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

以
上
が
私
ど
も
が
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
分
類
」
と
い
う
こ
と
で
使

用
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

図
２
の
左
側
に
化
石
資
源
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
も
と
も
と
は

石
炭
と
か
石
油
と
い
う
も
の
の
も
と
と
な
っ
た
の
は
古
代
の
生
物

で
す
。
藻
だ
と
か
微
生
物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た
も

の
が
原
料
で
あ
り
ま
し
て
、
生
物
由
来
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
二
億
年
、
三
億
年
も
昔
に
地
中
深
く
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
頃
と
は
現
在
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
な
ど
も
違
っ
て
お
り
ま
す
。

図２ カーボンニュートラルとは
���������������バイオエネルギーをめぐる国際情勢と国産バイオ燃料生産拡大への取り組み

４４



そ
れ
が
掘
り
出
さ
れ
て
燃
や
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
ま
で
大

気
中
に
な
か
っ
た
も
の
が
ふ
え
て
き
て
し
ま
う
。
そ
う
し
ま
す
と

当
然
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
増
し
ま
し
て
、
温
室
効
果
と

い
う
も
の
が
高
ま
り
地
球
の
温
暖
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
バ
イ
オ
燃
料
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ
く
「
バ
イ
オ
燃
料
を

燃
や
し
て
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
だ
か
ら
二
酸
化
炭
素
が
出

な
い
ん
で
し
ょ
う
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
、
燃
や
し
ま
す
と
化
石
燃
料
と
同
じ
よ
う
に
二
酸
化
炭

素
は
発
生
い
た
し
ま
す
。

ま
た
バ
イ
オ
燃
料
を
つ
く
る
と
き
に
も
発
酵
さ
せ
ま
す
の
で
、

そ
こ
で
も
二
酸
化
炭
素
は
発
生
い
た
し
ま
す
。
た
だ
こ
の
二
酸
化

炭
素
と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
植
物
が

光
合
成
を
行
っ
て
固
定
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は

植
物
が
固
定
し
た
も
の
を
そ
こ
で
吐
き
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
る
だ
け
で
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
を
ふ
や
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
化
石
資
源
の
利
用
を
抑
え
て
バ
イ
オ
燃
料

を
使
え
ば
そ
の
分
だ
け
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
が
増
加
す
る
こ
と

を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
仕
組
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
イ
オ
燃
料
の
種
類
と
利
用
方
法

次
に
、「
バ
イ
オ
燃
料
の
種
類
と
利
用
方
法
」
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、「
バ
イ
オ
燃
料
」
と
い
っ
た
場
合
、「
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
」、「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
」
以
外
に
も
バ
イ
オ
ガ
ス
と
か
い

ろ
い
ろ
と
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
輸
送
燃
料
用
の

一
般
的
な
普
及
技
術
と
し
て
当
面
使
え
る
と
思
え
る
も
の
は
こ
の

二
つ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
う
と
い
う
こ
と
は

現
在
の
日
本
で
は
で
き
ま
せ
ん
で
、
ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
る
と
い
う

こ
と
で
使
っ
て
お
り
ま
す
。「
ガ
ソ
リ
ン
代
替
」
と
い
え
る
か
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
軽
油
に
混
ぜ
る
、
あ
る
い
は
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
一
〇
〇
％
で
も
使
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
詳
し
く
ご

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
と
い
う
の
は
エ
タ
ノ
ー
ル
で
す
か
ら
、
結
局
お
酒
を
つ
く
る
の

と
同
じ
プ
ロ
セ
ス
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
日
本
酒
な
ど
の
場
合
は

ど
う
や
っ
て
う
ま
み
を
出
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
数
週
間
か
ら
長

い
も
の
で
は
一
ヵ
月
以
上
か
け
て
丁
寧
に
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
燃
料
用
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
味
は
関
係
ご
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ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
や
っ
て
短
時
間
で
安
上
が
り
に
つ
く
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
辺
が
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

原
料
と
し
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
三
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ

が
「
糖
質
原
料
」、こ
れ
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ビ
ー
ト
（
て
ん
菜
）
等

か
ら
つ
く
る
パ
タ
ー
ン
。
そ
れ
か
ら
「
で
ん
ぷ
ん
質
原
料
」
と
い

う
こ
と
で
、
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。
日
本
酒
な
ど
が
こ
の
プ
ロ
セ

ス
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の
で
つ
く
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
「
セ
ル
ロ
ー
ス
系
原
料
」
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
稲
わ
ら
、
建
築
廃
材
、
間
伐
材
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
前
の
二
つ
、
糖
質
原
料
、
で
ん
ぷ
ん
質
原
料
を
使
っ

た
方
法
と
い
う
の
は
技
術
的
に
も
も
う
確
立
し
て
お
り
ま
し
て
普

通
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
世
界
各
国
、
先
進
国
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
は
こ
の
技
術
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。

エ
タ
ノ
ー
ル
発
酵
と
い
う
の
は
糖
を
酵
母
が
食
べ
て
発
酵
す
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
糖
質
原
料
の
場
合
を
例
に
と
り
ま
す

と
、
酵
母
を
発
酵
さ
せ
ま
す
と
大
体
一
〇
％
ぐ
ら
い
の
濃
度
の
エ

タ
ノ
ー
ル
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
ま
だ
使
え
ま
せ
ん
の

で
、
蒸
留
を
し
て
、
最
後
は
脱
水
と
。
こ
こ
で
例
え
ば
膜
技
術
を

使
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
技
術
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と

を
し
て
最
後
は
エ
タ
ノ
ー
ル
濃
度
を
九
九
・
五
％
以
上
の
無
水
エ

タ
ノ
ー
ル
と
い
う
状
態
ま
で
も
っ
て
い
っ
て
、
こ
れ
を
燃
料
と
す

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
ん
ぷ
ん
質
の
場
合
は
、
で
ん
ぷ
ん
を
糖
に
す
る
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
入
り
ま
す
。「
糖
化
」
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ア

ミ
ラ
ー
ゼ
な
ど
を
使
っ
て
糖
化
を
し
発
酵
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
技
術
と
い
う
も
の
は
既
に
普
通
に
使
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
我
々
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系
原
料
の
部
分
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
、
取
り
組
み
が
必
要
な
セ
ル
ロ
ー
ス
系
原
料

植
物
体
は
こ
の
セ
ル
ロ
ー
ス
、
そ
れ
か
ら
木
材
の
場
合
は
リ
グ

ニ
ン
と
い
う
に
か
わ
成
分
も
多
く
入
っ
て
お
り
ま
す
が
こ
う
し
た

も
の
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ル
ロ
ー
ス
と
い
う
の
は
糖
の
分

子
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
し
て
、
た
だ
そ
の
結
晶
構
造
が
非
常
に

強
固
な
の
で
、
糖
の
状
態
に
す
る
の
が
簡
単
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
は
、
硫
酸
を
使
っ
て
こ
れ
を
糖
ま

で
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
内
で
の
実

際
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
大
阪
の
堺
市
に
廃
木
材
を
使
っ
た
プ

ラ
ン
ト
が
動
い
て
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
で
は
硫
酸
法
と
い
う
こ
と

で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
こ
れ
は
非
常
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
方

法
で
す
。
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ま
ず
一
つ
は
、
こ
れ
は
硫
酸
で
す
の
で
糖
化
す
る
タ
ン
ク
に
ス

テ
ン
レ
ス
の
よ
う
な
腐
食
耐
性
の
あ
る
も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ス
テ
ン
レ
ス
の
値
段
は
非
常
に
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
糖
化
に
使
っ
た
硫
酸
、
こ
れ
の

処
理
が
ま
た
一
苦
労
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
通
常
石
灰
を
入
れ
て
中

和
し
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
石
膏
に
な
り
ま
す
。
石
膏
が
た
く
さ

ん
で
き
て
も
こ
れ
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
処
理
、
活
用
方

法
と
い
う
も
の
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
阪
の
堺
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ

だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
廃
木
材
の
引
き
取
り

費
用
、
処
理
費
用
を
と
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
の
方
を
主
た

る
収
入
と
し
て
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
回
し
て
い
ま
す
。
エ
タ
ノ

ー
ル
の
生
産
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
だ
け
を
み
ま
す
と
、
商
業
的
に
成

り
立
つ
た
め
に
は
技
術
的
取
り
組
み
が
さ
ら
に
必
要
で
す
。

私
ど
も
が
考
え
て
お
り
ま
す
の
は
、
こ
う
い
っ
た
硫
酸
を
使
う

方
法
と
い
う
も
の
も
一
つ
の
方
法
と
し
て
は
あ
る
ん
で
す
が
、
生

物
学
的
手
法
。「
セ
ル
ラ
ー
ゼ
」
と
い
う
酵
素
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
う
い
っ
た
酵
素
を
使
っ
て
、
酸
を
使
わ
な
い
形
で
こ
れ

を
糖
の
状
態
ま
で
も
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
も
う
少
し
効

率
的
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。
た
だ
現
在
の
技
術
レ
ベ
ル
だ

と
非
常
に
糖
化
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
辺
が
難

し
い
。
ま
た
酵
素
の
値
段
も
高
い
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
糖
化
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
っ
た
生
物
学
的
な
手

図３ バイオエタノールの生産コスト
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法
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
臨
界
」
と
い
わ
れ
て
い
る
技
術
、
こ
れ

は
水
を
高
温
・
高
圧
の
状
態
に
ま
で
も
っ
て
い
き
ま
す
と
気
体
で

も
液
体
で
も
な
い
状
態
に
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
そ
こ
に
こ
う
い
っ
た
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
原
料
を
入
れ
る
と
あ

っ
と
い
う
間
に
糖
ま
で
分
解
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
技
術
も

ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
そ
れ
が
実
用
化
技
術
に
な
る
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
研
究

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
我
々
は

探
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
世
界
も
非
常
に
切
り
開
け
る
の
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

や
は
り
国
内
で
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
す
る
上
で
の
最
大
の
課
題

に
な
り
ま
す
の
は
生
産
コ
ス
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上

げ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
コ
ス
ト
の
考
え
方
で
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン

に
混
ぜ
て
使
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
混
ぜ
る
先
の
ガ
ソ

リ
ン
の
値
段
、
こ
れ
に
比
べ
て
高
い
か
安
い
か
と
い
う
の
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
の
値
段
は
最
近
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
卸

値
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
一
二
五
円
。
小
売
価
格
で
は
今
は
も
う
一

五
〇
円
、
セ
ル
フ
で
も
私
先
週
の
土
曜
日
、
車
に
入
れ
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
セ
ル
フ
で
も
リ
ッ
タ
ー
一
四
九
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
と
そ
れ
な
り
に
競
合
で
き
る
価
格
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
。
そ
う
し
ま
す
と
、
一
番
右
端
に
食
用
米
を
使
っ
た
場
合
の
試

算
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
二
〇
〇
円
ぐ
ら
い
の
食
用
米
を
使
っ
た
場
合
で
す
。
と
て

も
ガ
ソ
リ
ン
と
競
合
で
き
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
、
四
か
ら
五
倍
ぐ
ら
い
の
値
段
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
使
っ
て

は
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
内
の
原
料
を
使
っ
て
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
場
合
、
現
実
味

の
あ
る
の
は
そ
こ
に
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
一
つ
は
規
格

外
の
農
産
物
。
例
と
し
て
規
格
外
小
麦
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
試
算
し
た
と
き
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
大

体
二
二
円
と
い
う
こ
と
で
食
用
の
八
分
の
一
ぐ
ら
い
の
価
格
で
す

か
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
使
い
ま
す
と
一
五
二
円
で
ガ
ソ
リ
ン
よ

り
も
若
干
高
い
か
と
い
う
ぐ
ら
い
。

そ
し
て
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
ま
す
の
は
副
産
物
で
す
。
こ
れ
は

糖
蜜
の
例
で
す
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
汁
を
搾
っ
て
砂
糖
を
二
〜
三
回

取
り
出
し
た
後
、
最
後
に
残
る
ミ
ネ
ラ
ル
分
た
っ
ぷ
り
の
ド
ロ
ッ

と
し
た
黒
い
液
体
状
の
も
の
で
す
。
こ
れ
で
す
と
、
こ
れ
は
通
常

肥
料
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
ト
ン
当
た
り
二
、
〇

〇
〇
円
と
い
っ
た
安
い
値
段
で
取
り
引
き
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
使
う
こ
と
で
こ
れ
く
ら
い
の
値
段
に
な

る
の
か
と
。
そ
う
し
ま
す
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
タ
ノ
ー
ル
と
も
そ
ん

な
に
遜
色
な
い
も
の
に
で
き
ま
す
。

米
を
原
料
に
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
場
合
は
、
や
は
り
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
二
〇
円
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
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上
げ
て
お
り
ま
す
。

大
体
コ
ス
ト
構
造
は
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
あ

と
こ
こ
で
も
う
一
点
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
棒

グ
ラ
フ
の
一
番
上
に
乗
っ
て
い
る
「
ガ
ソ
リ
ン
税
」
で
す
が
、
五

三
・
八
円
／
Ｌ
。
こ
れ
を
除
い
て
く
れ
る
と
ガ
ソ
リ
ン
と
比
べ
て

グ
ッ
と
有
利
に
な
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
何
と
か
で
き
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
も
資
料
が
後
ほ
ど
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

は
税
制
改
正
要
綱
で
昨
年
に
引
き
続
き
こ
れ
を
除
い
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
現
状

次
に
現
時
点
で
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
状
況
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

全
国
七
ヵ
所
ご
ざ
い
ま
す
。
規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、
非
常
に

中
身
は
多
様
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
。
北
海
道
は

規
格
外
小
麦
を
使
っ
て
お
り
ま
す
し
、
大
阪
、
岡
山
で
は
木
材
を

使
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
沖
縄
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
糖
蜜
。

北
九
州
で
は
、
こ
れ
は
規
模
が
非
常
に
小
さ
い
ん
で
す
が
、
生
ご

み
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
と
い
う
よ
う
な
取
り
組
み
も
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
体
を
合
わ
せ
て
も
大
体
三
〇
Ｋ
Ｌ
と
。
こ
れ
は
ど
ん
な
量
か

と
申
し
ま
す
と
、
普
通
乗
用
車
が
一
年
間
に
使
う
ガ
ソ
リ
ン
の
量

が
一
Ｋ
Ｌ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
車
三
〇
台
。
厳
密
に
い

う
と
エ
タ
ノ
ー
ル
と
ガ
ソ
リ
ン
は
熱
量
が
違
い
ま
す
が
、
お
お
よ

そ
の
目
安
と
し
て
い
え
ば
車
を
三
〇
台
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ぐ
ら
い
の
量
し
か
ま
だ
国
内
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
は
行

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
ガ
ソ
リ
ン
と
混
ぜ
て
使
う
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
や
り

方
が
あ
り
ま
し
て
、
ど
ち
ら
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
議
論
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
法
律
上
、「
品
確
法
（
揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
）」
と
い
う
、
こ
れ
は
経
済
産
業
省
が
所
管
し
て
い
る
法

律
で
す
が
、
こ
れ
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
る

場
合
に
は
三
％
ま
で
混
ぜ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
混
ぜ
た
ら
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。

そ
の
混
ぜ
方
が
二
通
り
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
直

接
混
合
」
と
い
う
の
は
ガ
ソ
リ
ン
に
直
接
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を

入
れ
て
混
ぜ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
三
％
の
場
合
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル

三
％
で
「
Ｅ
３
」
と
、
一
〇
％
な
ら
「
Ｅ
１
０
」
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。
外
国
で
は
Ｅ
８
５
と
か
Ｅ
１
０
０
と
い
う
も
の
も

ご
ざ
い
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
ア
メ
リ
カ
、
こ
の
辺
が
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の

生
産
利
用
の
大
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は

直
接
混
合
方
式
で
、
し
か
も
混
合
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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一
方
、「
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
方
式
」
と
い
う
の
が
も
う
一
つ
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
一
た
ん
添
加
剤
の
形
に
変
え

ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
石
油
を
精
製
す

る
と
途
中
で
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一

つ
に
イ
ソ
ブ
テ
ン
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
イ
ソ
ブ
テ

ン
と
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ

と
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
実
は
エ
タ
ノ
ー

ル
と
い
う
の
は
水
と
非
常
に
仲
が
い
い
と
い
う
か
、「
親
和
性
が
高

い
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
直
接
混
合
の
よ
う
な
形
で
や
っ
た

場
合
、
そ
こ
に
水
が
も
し
入
れ
ば
、
本
当
に
入
る
か
ど
う
か
と
い

う
の
は
あ
り
ま
す
が
、
入
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
エ
タ
ノ
ー
ル
は

ガ
ソ
リ
ン
か
ら
離
れ
て
水
の
方
に
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
ま
す

と
排
気
ガ
ス
を
悪
く
し
た
り
と
か
、
内
燃
機
関
を
傷
め
た
り
と
い

っ
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
ん
だ
と
。
こ
れ
は
石
油
業
界
の
説

明
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
点
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
と
い
う
の
は
非
常
に
性
状
が
安
定
し
て
い
る

の
で
、
水
が
分
離
す
る
「
相
分
離
」
と
い
い
ま
す
が
、
水
と
エ
タ

ノ
ー
ル
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
の

で
、
こ
ち
ら
の
方
が
供
給
者
責
任
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
安
心

だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
を
つ
く
る
た
め

に
は
巨
大
な
製
造
施
設
が
必
要
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
日
本
で
整

備
可
能
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
四
ヵ
所
程
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

た
だ
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
直
接
混
合
方
式
、
Ｅ

Ｔ
Ｂ
Ｅ
方
式
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
こ
の
混
合
方
式
に
つ
い
て
は
も
う
し
ば
ら
く
議
論
が
続

い
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
と
私
ど
も
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

エ
タ
ノ
ー
ル
の
話
を
ず
っ
と
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
次
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
利
用
現
状

エ
タ
ノ
ー
ル
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
規
模
に
展
開
す
る
と
い

う
方
向
で
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
い

う
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
域
地
域
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
展
開
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

原
料
は
我
が
国
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
廃
食
油
を
使
っ
て
い
る
。

そ
の
取
り
組
み
の
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
比
較
的
広
域
的
な
取

り
組
み
、
そ
れ
と
自
治
会
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
行
っ
て
い
る
市
民
活

動
に
よ
る
小
規
模
な
取
り
組
み
。

こ
の
自
治
体
の
取
り
組
み
の
代
表
例
は
京
都
市
で
ご
ざ
い
ま

す
。京
都
市
は
地
球
温
暖
化
に
関
す
る「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
」

に
基
づ
く
京
都
議
定
書
が
締
結
さ
れ
た
所
で
す
が
、
そ
れ
を
契
機
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に
環
境
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
を
さ
れ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

の
が
こ
れ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
廃
食
油
の
収
集
拠
点
と
い

う
も
の
を
設
け
ま
し
て
、
市
民
の
協
力
を
得
て
廃
食
油
を
集
め
て

い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
事
業
系
の
廃
食
油
も
買
っ
て
お

り
ま
す
が
、こ
う
い
っ
た
も
の
を
原
料
と
し
て
年
間
一
、五
〇
〇
Ｋ

Ｌ
程
度
製
造
し
て
お
り
ま
す
。こ
う
い
う
の
を
み
ま
す
と
今
の
時

点
で
は
、バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
よ
り
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
方

が
国
内
で
の
生
産
量
は
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
京
都
市
の
場
合
に
は
何
に
使
っ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す

と
、
ご
み
収
集
車
二
二
〇
台
に
Ｂ
１
０
０
、
こ
れ
は
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
一
〇
〇
％
を
入
れ
て
使
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
と
は
京

都
市
の
市
バ
ス
に
、
こ
れ
は
Ｂ
２
０
と
い
う
こ
と
で
軽
油
八
〇
％

に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
二
〇
％
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
そ
の
上
に
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
う
な
市
町
村
、

そ
れ
か
ら
東
京
都
も
最
近
で
は
ま
た
こ
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
し
、
札
幌
市
な
ど
も
や
っ
て
お
り
ま
し

て
、
各
地
域
の
自
治
体
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
が
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
滋
賀
県
の
愛
東
町
、
今
は
東
近
江

市
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
こ
れ
は
ま
ず
菜
の
花
を
植
え
て
、
菜
種
を
収
穫
し
て
そ
れ

を
絞
る
。
絞
っ
た
油
を
そ
の
ま
ま
燃
料
に
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
の
で
、
こ
れ
を
食
用
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
回
収
す

る
。
そ
の
ま
ま
で
す
と
ド
ロ
ッ
と
し
て
い
ま
す
の
で
軽
油
の
か
わ

り
に
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
こ
れ
を
処
理
を
し
て
軽
油
の
よ
う

な
状
態
に
し
て
燃
料
に
す
る
。

そ
の
過
程
で
は
菜
の
花
を
植
え
て
、
そ
こ
で
養
蜂
家
と
連
携
す

る
と
か
、
菜
の
花
を
観
光
資
源
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
す
る
。
あ
る
い
は
こ
の
絞
っ
た
菜
種
か
す
を
肥
料
と

か
飼
料
に
す
る
と
か
、
地
域
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
し
て

い
っ
て
も
ら
う
。
環
境
教
育
に
も
役
立
て
る
と
い
う
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
採
算
ベ
ー
ス
を
考
え
ま
す
と
な
か
な
か
難
し

い
ん
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
多
面
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
取
り
組
み
で
す
が
、
こ
の
一
年
ほ

ど
の
間
に
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
こ
と
し
の

三
月
に
農
水
省
の
関
連
公
益
法
人
で
（
社
）
日
本
有
機
資
源
協
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
が
事
務

局
に
な
り
ま
し
て
、「
全
国
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
利
用
推
進
協

議
会
」
と
い
う
こ
と
で
各
地
域
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
生
産
・

利
用
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
こ
う
い
う

協
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
会
長
は
京
都
市
の
市
長
さ
ん
に
な
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
協
議
会
で
は
、
現
状
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
使
っ
て
い
る
の
で
品
質
が
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
っ
た
り
、
使
い
方
が
い
ま
一
つ
で
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
そ
こ
を
改
善
す
る
た
め
関
係
者
で
自
家
利
用
を
前
提
と

し
た
規
格
の
制
定
だ
と
か
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
名
誉
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
い
た
の
が
元
Ｆ
１
レ
ー
サ
ー
の
片
山
右
京
さ
ん
。
片
山
右
京
さ

ん
も
そ
う
で
す
が
、
こ
う
い
う
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
系
の
方
と
い

う
の
は
今
ま
で
た
く
さ
ん
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ
て
走
っ
て
こ
ら
れ
た

せ
い
か
、
こ
う
い
っ
た
バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て
の
ご
理
解
や
関
心

が
非
常
に
強
い
方
が
多
く
て
、
こ
の
方
も
そ
の
お
一
人
で
あ
り
ま

す
。
片
山
さ
ん
は
何
と
廃
天
ぷ
ら
油
一
〇
〇
％
か
ら
つ
く
り
ま
し

た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
で
パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
、
一
月

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
か
ら
ダ
カ
ー
ル
ま

で
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
横
切
っ
て
一
万
二
、
〇
〇
〇
㎞
走
る
過
酷
な
レ

ー
ス
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
を
そ
の
バ
イ
オ
燃
料
一
〇
〇
％
で

天
ぷ
ら
の
匂
い
を
さ
せ
な
が
ら
走
ら
れ
て
見
事
完
走
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

京
都
市
は
ま
た
な
か
な
か
た
く
ま
し
く
て
、
そ
の
と
き
の
デ
ー

タ
を
し
っ
か
り
も
ら
い
ま
し
て
、
安
全
走
行
に
ま
た
役
立
て
た
い

と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
分
析
研
究
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

図４ 世界のバイオエタノール導入への取組
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バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
世
界
の
動
き

次
に
ち
ょ
っ
と
ま
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
方
に
戻
っ
て
い
た

だ
い
て
、
今
度
は
世
界
の
動
き
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
と
い
う

の
が
加
速
し
て
き
ま
し
た
の
は
つ
い
最
近
、
こ
こ
五
〜
六
年
の
間

で
ご
ざ
い
ま
す
。
生
産
量
は
、
二
〇
〇
一
年
に
世
界
全
部
合
わ
せ

て
三
、
〇
〇
〇
万
Ｋ
Ｌ
だ
っ
た
の
が
二
〇
〇
六
年
で
は
五
、
〇
〇

〇
万
Ｋ
Ｌ
、
二
〇
〇
七
年
の
見
込
み
で
は
も
っ
と
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
六
年
間
で
一
・
六
倍
と
、
も
う
二
倍
近
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
と
も
と
は
ブ
ラ
ジ
ル
が
非
常
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
が
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
下
で
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
の
取
り
組
み
を
加
速
化
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
遂
に
二

〇
〇
五
年
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
か
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
世
界
一
の
生

産
国
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
差
を
広
げ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
図
４
の
表
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
世
界
の
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
取
り
組
み
が
概
観
で
き
る
資
料
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
沿
っ
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
燃
料
と
し
て
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
で
の
取
り
組
み

が
熱
心
だ
っ
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
そ
れ
ま
で
外
国
か
ら
の
石
油
輸
入
に
依
存

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
経
済
的
に
大
変
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
積
極
的
に
燃
料
に
使
お
う
と
い
う

「
プ
ロ
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策
」
と
い
う
も
の
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
ず
っ
と
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
世
界
一
の
座
を
保
っ
て

き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

原
料
で
す
が
、
こ
こ
は
世
界
一
の
砂
糖
生
産
国
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
タ
ノ
ー
ル
工

場
と
い
う
の
は
お
も
し
ろ
く
て
、
大
体
こ
う
い
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ

畑
の
中
に
あ
り
ま
し
て
、
多
く
の
工
場
が
砂
糖
工
場
と
併
設
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
工
場
経
営
者
は
そ
の
砂
糖
と
エ
タ
ノ
ー
ル
の

値
段
を
み
な
が
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
ど
ち
ら
に
ど
れ
だ
け
振
り
分
け

る
か
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

混
合
率
が
二
〇
〜
二
五
％
、
日
本
は
三
％
ま
で
混
ぜ
て
い
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
義
務
で
す
か
ら
、
最
低
こ
れ
だ

け
混
ぜ
な
さ
い
と
。
こ
れ
は
政
府
が
決
め
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ

は
七
月
の
時
点
で
政
府
か
ら
の
告
示
が
出
て
、
現
在
二
五
％
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｅ
１
０
０
と
い
う
も
の
も
導
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
で
税
制
優
遇
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

次
に
ア
メ
リ
カ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
も
と
も
と
は
地
球
温
暖
化
の
問
題
で
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は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
農
業
の
振
興
と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、

も
と
も
と
は
大
気
汚
染
対
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
酸
素
を
含
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
入
れ
ま
す
と
よ
く

燃
え
る
と
い
う
か
、
Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化
炭
素
）
の
発
生
が
少
な
く
な

っ
て
、
酸
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
二
酸
化
炭
素
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
大
気
汚
染
の
観
点
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
と
い
う
も
の
を
進
め
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
ご
承
知
の
と
お
り
、
農
業
政
策
、
特
に
コ
ー
ン
ベ
ル
ト

地
帯
の
州
な
ど
で
は
こ
の
農
業
政
策
の
観
点
か
ら
も
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
し
、
最
近
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
だ
と

か
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
そ
れ
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
は

世
界
一
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
拡
大
に
熱
心
な
国
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

原
料
は
、
世
界
最
大
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
国
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ
て
い
る
と
。
現
在
で
は
生
産
の
約
四

分
の
一
が
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
用
に
向
け
ら
れ
て
、
輸
出
の
割
合
を

上
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

連
邦
レ
ベ
ル
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
州
レ
ベ
ル
で
は
エ
タ
ノ
ー

ル
の
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
混
合
義
務
化
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

政
策
的
に
は
二
〇
〇
五
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
法
等
で
「
再
生

可
能
燃
料
基
準
」
と
い
う
、
こ
れ
は
燃
料
販
売
業
者
が
一
定
量
バ

イ
オ
燃
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
義
務
づ
け
を
行
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、こ
う
い
っ
た
も
の
で
後
押
し
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
大
統
領
の
一
般
教
書
演
説
の
中
で
も
二
年
に
わ
た

っ
て
バ
イ
オ
燃
料
を
進
め
る
と
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ガ
ソ
リ
ン
車
と
い
う
よ
り
も
現
在
は
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
主
体
に
移
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
取
り
組
み
と
し
て

は
エ
タ
ノ
ー
ル
の
量
は
非
常
に
少
な
い
。
原
料
と
し
て
は
小
麦
が

中
心
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
ど
の
国
も
ご
ら
ん
い
た
だ
き
ま
す
と
、

主
要
な
と
こ
ろ
は
税
制
優
遇
措
置
と
い
う
政
策
的
な
措
置
が
と
ら

れ
て
お
り
ま
し
て
、
日
本
の
と
こ
ろ
に
は
傍
線
で
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
日
本
に
は
そ
の
よ
う
に
ま
だ
な
い
と
、
何
と
か
し
て
く
れ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
我
々
は
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
世
界
の
動
き

次
に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
申
し
上

げ
ま
し
た
と
お
り
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
方
が
盛
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
全
世
界
の
生
産
量
の
約
八
割
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
菜
種
で
あ
り
ま
す

と
か
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
直
接
絞
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
う
。
日
本

の
場
合
は
コ
ス
ト
を
考
え
ま
す
と
、
一
度
食
用
に
使
っ
た
も
の
を

使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方

も
非
常
に
伸
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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Ｅ
Ｕ
は
「
Ｅ
Ｕ
指
令
」
と
い
う
も
の
が
出
ま
し
て
、
こ
れ
は
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
は
輸
送
用
燃
料
の
二
〇
％
を
こ
の
再
生
可
能
燃

料
、
バ
イ
オ
燃
料
に
し
ろ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
各
国
に
対
し
て

指
令
と
い
う
形
で
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

た
だ
一
方
で
Ｅ
Ｕ
国
内
だ
け
で
は
そ
れ
は
賄
え
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
の
燃
料
産
業
は
東
南
ア
ジ
ア
で
Ｂ
Ｄ

Ｆ
の
原
料
に
な
る
よ
う
な
パ
ー
ム
オ
イ
ル
だ
と
か
い
っ
た
も
の
の

確
保
に
走
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
森
林
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
環
境
団
体
か
ら
非
難
を
さ
れ
て

い
る
と
い
う
状
況
も
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
少
し
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
一
般
教
書
演

説
、
こ
れ
は
毎
年
一
月
に
上
院
・
下
院
の
両
議
員
に
対
し
大
統
領

が
政
府
と
し
て
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
行
う
演
説
で
す
が
、
そ
こ

で
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
と
し
て
の
、
政
策
と
し
て

の
重
要
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
バ
イ
オ
燃
料

に
つ
い
て
今
ま
で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
が
二
〇
〇
六

年
、
二
〇
〇
七
年
と
二
年
続
け
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
重

要
な
施
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
日
本
型
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
は
セ
ル
ロ
ー
ス

中
心
で
行
き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
わ
け
で
す
が
、
ア

メ
リ
カ
も
、
一
般
教
書
演
説
の
中
で
言
っ
て
お
り
ま
し
て
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
だ
け
で
は
な
く
て
、
木
片
や
植
物
の
茎
、
ス
イ
ッ
チ
グ

ラ
ス
と
い
っ
た
も
の
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
す
る
方
法
を
研
究

し
て
六
年
以
内
に
実
用
的
で
競
争
力
の
あ
る
新
し
い
エ
タ
ノ
ー
ル

を
製
造
す
る
ん
だ
と
。
こ
れ
は
逆
に
い
う
と
ま
だ
実
用
化
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
と
し
の
一
月
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
演
説
の
中
で
、
再
生

可
能
燃
料
や
代
替
燃
料
な
ど
の
使
用
量
を
二
〇
一
七
年
ま
で
に
三

五
〇
億
ガ
ロ
ン
、
こ
れ
は
一
億
三
、
三
〇
〇
万
Ｋ
Ｌ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
こ
ま
で
ふ
や
す
と
。
こ
れ
は
大
体
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の

ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
の
四
分
の
一
ぐ
ら
い
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ぐ
ら
い
ま
で
ふ
や
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
に
ま
た
が
る
動
き
を
紹
介
し
ま

す
と
、「
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
有
名
な
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
Ｆ
１
と
並
ぶ
世
界
的

に
有
名
な
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
一
九
〇
〇
年
代
初
め
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、

丸
い
サ
ー
キ
ッ
ト
を
四
〇
〇
㎞
を
超
え
る
よ
う
な
超
高
速
で
走
る

と
い
う
こ
と
で
非
常
に
人
気
が
あ
る
と
。
こ
の
一
部
の
レ
ー
ス
が

日
本
の
栃
木
県
茂
木
町
で
「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
」
と
い
う
こ

と
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
こ
と
し
か
ら
エ
タ
ノ

ー
ル
一
〇
〇
％
の
燃
料
で
走
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
う
い
う
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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自
動
車
側
の
対
応

次
に
こ
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
だ
け
つ
く
っ
て
も
使

う
側
、
自
動
車
側
の
対
応
が
進
ま
な
い
と
使
っ
て
も
ら
え
な
い
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
自
動
車
側
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
Ｅ
３
」、三
％
混
ぜ
る
も
の
に
つ
い
て
は
図
５
の
左
側
の

と
こ
ろ
に
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
品

確
法
（
揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
）
で
三
％
ま

で
混
ぜ
る
の
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ガ
ソ
リ
ン
と
全

く
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
は
こ
と
し
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
か
ら
日
本
の
石
油
業

界
が
「
バ
イ
オ
ガ
ソ
リ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
首
都
圏
五
〇
ヵ
所
で

エ
タ
ノ
ー
ル
が
三
％
入
っ
た
も
の
、
こ
れ
は
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
方
式
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
を
輸
入
し
て
混
ぜ
て

売
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で「
バ
イ
オ
ガ
ソ
リ
ン
」と
い
う
旗
が
立
っ
て
売
ら
れ
て
お
り
ま

す
。入
れ
て
走
っ
て
も
別
に
普
通
の
と
全
く
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
三
％
を
超
え
て
一
〇
％
に
い
き
ま
す
と
、
エ
タ
ノ
ー
ル

の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
く
と
い
ろ
い
ろ
問
題
を
生
じ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
金
属
を
腐
食
さ
せ
た
り
、
ゴ
ム
を
も
ろ
く
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
北
米
な
ど
海
外
に
輸

図５ 自動車側の対応
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出
す
る
車
と
同
じ
仕
様
の
も
の
を
国
内
で
も
販
売
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
大
体
普
通
乗
用
車
で
あ
れ
ば
こ
の
Ｅ
１
０
ま
で
は
耐
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
も
う
既
に
発
売
さ
れ
て
い
る
、
昔
発
売
さ
れ
た
車
と
い
う

の
は
ま
だ
走
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
軽
自
動
車
の
よ
う
な

海
外
へ
輸
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
は
こ
う
い
っ
た
対
応
は

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
時
点
で
は
ま
だ
Ｅ
１
０
は
今

後
議
論
し
て
い
く
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
Ｅ
１
０
０
」、一
〇
〇
％
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
し

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
こ
の
Ｅ
１
０
０
は
も
う
走
っ
て
お
り
ま
す
。

エ
タ
ノ
ー
ル
一
〇
〇
％
ま
で
対
応
可
能
な
Ｆ
Ｆ
Ｖ
（
フ
レ
ッ
ク
ス

・
フ
ュ
ー
エ
ル
車
）
と
い
う
も
の
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
売
ら
れ
て
お

り
ま
し
て
、
こ
の
車
は
エ
タ
ノ
ー
ル
と
ガ
ソ
リ
ン
の
濃
度
を
自
由

自
在
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
行
っ
て
そ
の
日
の
ガ
ソ
リ
ン
と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
値
段
を
見

比
べ
て
、
き
ょ
う
は
ガ
ソ
リ
ン
に
し
て
お
く
か
と
か
、
き
ょ
う
は

エ
タ
ノ
ー
ル
に
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
で
入
れ
て
も
全
く
問
題
な

く
走
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
新
車
販
売
の
八
割
が
も
う
こ
の
Ｆ
Ｆ
Ｖ
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
技
術
的
に
難
し
い
の
か
ど
う
か
と

い
い
ま
す
と
、
実
は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
既
に
こ

う
い
っ
た
も
の
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
自
動
車
側
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
着
実

に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
取
り
組
み

次
に
私
ど
も
の
政
策
の
動
き
と
い
う
こ
と
で
以
下
ご
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
の
出
発
点
は
、
こ

れ
は
バ
イ
オ
燃
料
に
限
ら
ず
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

と
い
う
も
の
は
各
省
と
も
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
一
つ
の
政
府
と
し
て
の
戦
略
の
下
に
取
り

組
も
う
と
い
う
こ
と
で
、平
成
一
四
年
に「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
」
と
い
う
も
の
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
各
省
い
ろ
い
ろ
と
施
策
を
調
整
し
な
が
ら
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
そ
の
後
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
た
り
と
か
、世
界
各
国
で
バ

イ
オ
燃
料
の
取
り
組
み
が
加
速
化
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
昨

年
三
月
こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
見
直
し
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
柱
が
二
つ
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
一
つ
が
「
輸
送
用

バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
促
進
」
と
い
う
こ
と
で
、
政
府
と
し
て
こ
の

輸
送
用
バ
イ
オ
燃
料
の
施
策
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
が
打
ち
出
さ

れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
産
バ
イ
オ
燃
料
生
産
拡
大
の
工
程
表

さ
ら
に
こ
れ
を
加
速
化
い
た
し
ま
し
た
の
が
昨
年
一
一
月
、
安

倍
総
理
か
ら
「
我
が
国
も
国
産
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
大
幅
生
産
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拡
大
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め

に
は
関
係
省
庁
で
よ
く
話
し
合
っ
て
ど
う
進
め
て
い
っ
た
ら
い
い

の
か
、
工
程
表
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
に
」。と
い
う
ご
指
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
会
議
」
を
構
成

し
て
お
り
ま
す
一
府
六
省
、
こ
の
中
に
は
経
済
産
業
省
と
か
環
境

省
、
国
土
交
通
省
と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
入
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
の
関
係
局
長
レ
ベ
ル
の
会
合
を
開
き
ま
し
て
、
国

産
バ
イ
オ
燃
料
を
大
幅
に
生
産
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
、
工
程
表
を
取
り
ま
と
め
て
こ
と
し
の
二
月
に
総

理
に
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
図
６
に
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
下
の
矢
印

を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
今
後

国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
大
幅
な
拡
大
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
三
〇
Ｋ
Ｌ
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
を
農
林
水
産
省
が
中
心
と
な
っ
て
二
〇
一
一
年
ま
で
に
五
万
Ｋ

Ｌ
、
そ
れ
を
ど
う
や
る
か
と
い
う
の
は
後
ほ
ど
事
業
の
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
現
時
点
で
技
術
的
に
確
立
し
て
い
ま
す
糖
質
原
料
と

か
、
で
ん
ぷ
ん
質
原
料
を
使
っ
た
取
り
組
み
で
五
万
Ｋ
Ｌ
ま
で
行

く
と
。
た
だ
そ
の
際
、
食
料
と
競
合
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

て
、
も
ち
ろ
ん
コ
ス
ト
と
い
う
面
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
あ

る
ん
で
す
が
、
こ
の
食
料
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
規
格
外
の
農
産
物

図６ 国産バイオ燃料の大幅な生産拡大に向けて
―総理報告（工程表）のポイント―
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で
あ
り
ま
す
と
か
、
副
産
物
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
使
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
ん
だ
と
。

ポ
イ
ン
ト
を
な
す
技
術
開
発

た
だ
そ
れ
は
結
果
的
に
発
生
す
る
原
料
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ

れ
だ
け
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
た
め
に
こ
れ
だ
け
原
料
を
確
保

し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
量
的
に
は
限

度
が
あ
る
。
そ
う
し
ま
す
と
、
当
面
の
目
標
と
し
て
は
五
万
Ｋ
Ｌ

と
い
う
の
が
い
い
と
こ
ろ
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
そ
れ
か
ら
先
に
大
幅
な
生
産
拡
大
を
し
て
い
く
と
な
る

と
、
そ
の
際
に
は
先
ほ
ど
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
稲
わ
ら
、
間

伐
材
と
い
っ
た
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
原
料
で
す
と
か
、
も
と
も
と
食

用
を
目
的
と
し
な
い
資
源
作
物
と
い
っ
た
も
の
を
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
産
拡
大
が
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
訳
で
す
。
現
在
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
が
年
間
六
、
〇
〇
〇
万
Ｋ
Ｌ

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
一
割
の
六
〇
〇
万
Ｋ
Ｌ
ぐ
ら
い
は
国
内
で

バ
イ
オ
燃
料
、
ほ
と
ん
ど
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
で
す
が
、
そ
れ

を
生
産
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

た
だ
こ
れ
は
放
っ
て
お
い
て
も
な
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
、
重
要
な
の
は
技
術
開
発
で
す
。
そ
れ
に
は
三
点
ポ
イ
ン
ト
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
ず
一
つ
は
、
こ
う
い
っ
た
稲
わ
ら
と
か
間
伐

材
と
い
う
も
の
が
な
ぜ
使
わ
れ
な
い
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
や
は

り
収
集
・
運
搬
の
コ
ス
ト
が
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
分

を
何
と
か
し
な
い
こ
と
に
は
原
料
と
し
て
利
用
可
能
性
と
い
う
の

は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
収
集
・
運
搬
コ
ス
ト

の
低
減
」。山
か
ら
木
を
安
く
下
ろ
す
と
か
、
稲
わ
ら
を
例
え
ば
圧

縮
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
に
す
る
と
か
、
こ
う
い
っ
た
機
械
や
効

率
よ
く
集
め
る
社
会
的
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
と
い
う
こ
と
が
ま

ず
一
つ
重
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
「
資
源
作
物
の
開
発
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
今
ま

で
日
本
の
農
産
物
の
開
発
方
向
と
い
う
の
は
高
品
質
で
お
い
し
い

も
の
を
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
逆
の
と
に
か
く
手
を
抜
い
て
大
量
に
生

産
で
き
る
も
の
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
、
例
え
ば
こ
れ
は
飼
料
稲

と
か
い
っ
た
技
術
と
い
う
の
は
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
応
用
で
き

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
資
源
作
物
の
開
発
方
向
。

こ
の
際
に
は
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
と
い
っ
た
も
の
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造

技
術
の
開
発
」
で
す
。
商
業
的
に
生
産
で
き
る
よ
う
な
変
換
技
術

と
い
う
よ
う
な
も
の
の
技
術
開
発
が
進
め
ば
大
幅
な
生
産
拡
大
と

い
う
も
の
が
で
き
る
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
技
術
的
な
取
り
組
み
だ

け
で
は
な
く
て
、
税
制
あ
る
い
は
流
通
段
階
で
の
い
ろ
い
ろ
な
品

質
確
認
と
い
っ
た
取
り
組
み
、
こ
う
い
っ
た
も
の
の
制
度
も
整
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
資
源
作
物
と
し
て
の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
「
多
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収
穫
米
」
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
北
陸
農
試
が
開
発
い
た

し
ま
し
た
「
北
陸
一
九
三
号
」
と
い
う
も
の
で
、
い
い
と
き
は
大

体
単
収
八
八
〇
�
で
す
か
ら
、
通
常
の
倍
近
く
の
米
が
獲
れ
ま

す
。
通
常
は
単
収
五
〇
〇
�
と
い
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
倍
ぐ
ら

い
と
れ
る
と
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
使
っ
て
い
け
ば
コ
ス
ト
も
相

当
安
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
だ
け
で
は
コ
ス
ト
は
ま
だ

ま
だ
埋
ま
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
さ
ら
に
稲
わ
ら
を
使
っ
て
と

か
、
栽
培
方
法
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
す
る
こ
と
で
将
来
の
可
能
性
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
九
年
度
の
予
算
措
置

次
に
一
九
年
度
、
本
年
度
の
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
つ
は
今
ま
で
実
証
レ
ベ

ル
し
か
な
か
っ
た
バ
イ
オ
燃
料
生
産
を
本
格
的
な
取
り
組
み
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
全
国
三

ヵ
所
で
商
業
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
そ

の
事
業
を
補
助
す
る
。
そ
こ
で
八
五
億
円
。

も
う
一
つ
は
、
先
ほ
ど
も
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
大
幅
な
生
産
拡

大
を
す
る
た
め
に
技
術
開
発
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
資
源
作
物
の
開
発
で
す

と
か
、
バ
イ
オ
資
源
を
低
コ
ス
ト
で
収
集
・
運
搬
す
る
技
術
開
発

と
か
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
変
換
技
術
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
研
究

開
発
す
る
た
め
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
一
五
億
円
を
確
保
い
た
し

ま
し
て
、こ
れ
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
八
五
億
円
の
事
業
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業
採
択
地
区
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
本
年
度
公
募
事
業
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
商
業
的
な
取

り
組
み
を
す
る
も
の
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
公
募

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
地
区
か
ら
公
募
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

第
三
者
委
員
会
、
有
識
者
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
三
地
区
が
採
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
北
海
道
二
地
区
、
新
潟
が
一
地
区
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
、
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
株
式
会
社
で
す

が
、
こ
れ
は
農
協
系
統
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
十
勝
清

水
の
製
糖
工
場
内
、
こ
れ
は
原
料
と
し
て
て
ん
菜
を
一
部
使
い
ま

す
の
で
、
こ
の
工
場
敷
地
内
に
つ
く
る
。
年
産
一
・
五
万
Ｋ
Ｌ
の

工
場
、
国
内
最
大
規
模
に
な
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
つ

く
っ
て
お
り
ま
す
。
原
料
と
し
て
は
余
剰
の
て
ん
菜
と
か
規
格
外

の
小
麦
を
使
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
一
つ
が
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
。
こ
れ

は
合
同
酒
精
で
す
。
こ
こ
が
古
米
を
使
っ
て
つ
く
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
新
潟
は
全
農
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は

若
干
規
模
が
小
さ
く
て
一
、
〇
〇
〇
Ｋ
Ｌ
、
多
収
穫
米
、
飼
料
米

を
使
っ
て
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
「
北
陸
一
九
三
号
」

を
使
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
の
取
り
組
み
と
い
う
の
は
、
我
々
非
常
に
重
要
視
し
て
お
り

ま
し
て
、
期
待
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
数
々
の
農
政
を
進
め
る
上
で
の
可
能
性
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
。
例
え
ば
こ
の
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
株

式
会
社
で
す
と
、
こ
こ
に
は
こ
の
農
協
系
統
だ
け
で
は
な
く
て
、

三
菱
グ
ル
ー
プ
が
出
資
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
三

菱
商
事
、
キ
リ
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
入
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ

れ
か
ら
こ
の
地
域
の
取
り
組
み
に
は
石
油
連
盟
と
い
っ
た
流
通
サ

イ
ド
の
と
こ
ろ
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

農
外
と
の
連
携
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
過
程
で
発
酵
し
た
後
の
残

渣
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
飼
料
、「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
」
と
い

っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
活
用
す
る
。
ア
メ
リ
カ
な
ど

で
は
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
収
入
の
三
分
の
一
が
こ
の
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
販

売
で
賄
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
の
廃
液
を
メ
タ
ン

発
酵
さ
せ
て
そ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
を
す
る
。

発
酵
さ
せ
る
原
料
を
煮
た
り
す
る
の
に
そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
う
。
最
大
限
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
よ
く
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
全
農
の
場
合
は
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た

「
北
陸
一
九
三
号
」
を
使
っ
て
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
し
、

そ
の
栽
培
方
法
も
普
通
の
米
の
栽
培
方
法
で
は
な
く
て
、
直
播
と

か
施
肥
と
か
防
除
も
い
ろ
い
ろ
低
コ
ス
ト
化
を
検
討
す
る
。

そ
れ
か
ら
も
み
殻
に
つ
い
て
は
ガ
ス
化
し
て
燃
料
に
す
る
と

か
、
非
常
に
い
ろ
い
ろ
な
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
と
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
い
ろ
い
ろ
な
展
開
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
合
わ
せ
ま
し
た
三
・
一
万
Ｋ
Ｌ
、
現
在
三
〇
Ｋ
Ｌ
で
す

か
ら
一
、
〇
〇
〇
倍
以
上
も
一
気
に
膨
れ
上
が
る
。
こ
れ
で
よ
う

や
く
日
本
も
本
格
的
な
バ
イ
オ
燃
料
、
で
す
か
ら
「
国
際
バ
イ
オ

燃
料
元
年
」
と
、
こ
と
し
は
私
ど
も
は
そ
う
い
う
意
識
で
ご
ざ
い

ま
す
。

来
年
度
、
二
〇
年
度
予
算
と
し
て
私
ど
も
が
考
え
て
お
り
ま
す

こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
ま
ず
、
通
常
の
糖
質
系
原
料
、
で
ん
ぷ

ん
質
系
原
料
の
取
り
組
み
と
い
う
の
は
、
今
後
五
年
間
か
け
て
先

ほ
ど
の
三
地
区
で
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
や
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
と
し
て
進
め
て
い
く
。

セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
向
け
た
技
術
開
発

同
時
に
ま
た
実
用
レ
ベ
ル
に
ま
で
は
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
日
本
は
た
だ
で
さ
え
自
給
率
が
低
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
食
料
と
競
合
し
な
い
稲
わ
ら
等
を
使
っ
た
取
り
組

み
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
稲
わ
ら
等
は
柔
ら
か
い
の

で
「
ソ
フ
ト
セ
ル
ロ
ー
ス
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
木
材
は
「
ハ
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ー
ド
セ
ル
ロ
ー
ス
」
で
す
。

ソ
フ
ト
セ
ル
ロ
ー
ス
を
使
っ
て
バ
イ
オ
燃
料
を
生
産
す
る
ま
で

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
て
み
る
。
原
料
を
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク

に
集
め
て
、
こ
れ
を
収
集
・
運
搬
し
て
エ
タ
ノ
ー
ル
に
変
換
し
て

実
際
に
利
用
す
る
。
こ
う
い
う
実
験
的
な
取
り
組
み
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
来
年
度
の
予
算
で
や

っ
て
み
よ
う
か
と
。

ア
メ
リ
カ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
が
二
〇
一
〇
年
ご
ろ

に
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
、
こ
れ
は
「
デ
モ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ト
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
や
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
そ
の
前
に
日
本
と
し
て
世
界
初
の
取
り
組
み
に
着
手

し
た
い
。
特
に
そ
の
技
術
開
発
は
実
験
室
レ
ベ
ル
で
も
で
き
る
ん

で
す
が
、
原
料
の
稲
わ
ら
を
ど
う
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
集
め
て
く

る
か
と
い
う
の
は
や
は
り
現
場
で
や
っ
て
み
な
い
と
、「
そ
う
い
う

体
制
を
す
ぐ
つ
く
れ
」と
い
っ
て
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
来
年
度
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

エ
タ
ノ
ー
ル
へ
の
減
税

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
税
金
の
話
で
ご
ざ
い
ま

す
。
税
制
要
望
を
幾
つ
か
し
て
お
り
ま
し
て
、
ま
ず
一
つ
が
バ
イ

オ
燃
料
税
制
。
エ
タ
ノ
ー
ル
ガ
ソ
リ
ン
と
一
た
ん
混
ぜ
ま
す
と
ガ

ソ
リ
ン
と
同
じ
よ
う
に
リ
ッ
タ
ー
当
た
り
五
三
・
八
円
の
税
金
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
除
け
ら
れ
る
と
、
非
常
に
経
済

的
に
優
位
性
を
も
ち
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
免
除
し
て
く
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
昨
年
は
私
ど
も
農
水
省
と
環
境
省
だ
け
が
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
経
済
産
業
省
、
石
油
業
界
も
そ
う

で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
三
省
で
税
制
改
正
要
望
を
今
い
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
い
っ
た
バ
イ
オ
燃
料
の
関
連
施
設
に
つ
い
て
の

固
定
資
産
税
も
一
定
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
軽
減
で

き
な
い
か
と
、
私
ど
も
バ
イ
オ
燃
料
を
生
産
利
用
を
進
め
る
た
め

の
条
件
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
税
制
要
望
も
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

非
常
に
足
早
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
通
り

私
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
注
）
ガ
ソ
リ
ン
混
合
用
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
軽
減
措
置〔
五
三
・
八
円
↓
〇
円
〕

が
講
じ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
た
。

ま
た
、
バ
イ
オ
燃
料
製
造
に
際
し
て
、
農
林
漁
業
者
と
バ
イ
オ
燃
料

製
造
事
業
者
と
の
連
携
を
促
す
た
め
の
メ
リ
ッ
ト
措
置
と
し
て
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
、
木
質
ぺ
レ
ッ
ト
、
バ
イ
オ

ガ
ス
の
製
造
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
（
特
例
率
１
／

２
、
三
年
間
）
も
講
じ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
た
。
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���������������
１
、
家
畜
廃
棄
物
の
発
生
と
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

家
畜
は
一
日
に
ど
れ
ほ
ど
の
糞
と
尿
を
排
泄
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
一
般
に
想
像
し
て
い
る
量
を
は
る
か
に
凌

駕
し
て
い
る
。
乳
用
牛
（
搾
乳
牛
）
の
糞
は
乳
量
に
よ
っ
て
か
な

り
変
化
す
る
が
、
年
間
乳
量
七
、
六
〇
〇
㎏
の
牛
で
三
六
㎏
、
一

〇
、
〇
〇
〇
㎏
の
牛
に
な
る
と
五
四
㎏
ほ
ど
に
な
る
。
一
日
の
尿

も
そ
れ
ぞ
れ
一
四
㎏
、
一
七
㎏
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）
。高

泌
乳
の
搾
乳
牛
を
五
〇
頭
飼
っ
て
い
る
経
営
は
、
一
日
に
二
・
七

ト
ン
の
糞
、
〇
・
九
ト
ン
の
尿
が
搾
乳
牛
か
ら
排
泄
さ
れ
、
そ
れ

に
育
成
牛
な
ど
の
排
泄
物
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
搾
乳
牛
を
二

〇
〇
頭
あ
ま
り
飼
養
し
て
い
る
大
規
模
酪
農
経
営
で
は
、
一
日
に

少
な
く
と
も
一
〇
ト
ン
の
糞
、
三
・
五
ト
ン
の
尿
を
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
一
ヶ
月
あ
た
り
、
一
年
あ
た
り
に
す
れ

ば
、
い
か
に
家
畜
の
排
泄
物
の
量
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
よ
う
（
注
２
）
。

表
１
は
、
畜
種
別
の
家
畜
排
泄
物
の
年
間
発
生
量
を
示
し
て
い

る
。
家
畜
頭
数
が
漸
減
し
、
家
畜
排
泄
物
も
少
し
ず
つ
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
乳
用
牛
、
肉
用
牛
、
豚
の
排
泄
物
は
年
間
二
、
〇

〇
〇
〜
二
、
五
〇
〇
万
ト
ン
に
お
よ
ん
で
い
る
。
日
本
全
体
で
は

九
千
万
ト
ン
弱
の
家
畜
排
泄
物
が
発
生
し
、
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
膨
大
な
量
の
家
畜
排
泄
物
は
、
産
業
廃
棄
物
で
あ
る

と
同
時
に
、
有
用
な
有
機
資
源
で
あ
る
。
家
畜
糞
尿
は
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
や

焼
却
に
よ
る
発
電
へ
の
期
待
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

七
年
三
月
に
策
定
・
公
表
さ
れ
た
家
畜
排
せ
つ
物
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
施
策
の
新
た
な
基
本
方
針
で
も
、
耕
畜
連
携
強
化
や
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
堆
肥
づ
く
り
と
と
も
に
、「
家
畜
排
せ
つ
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利
用
等
の
推
進
」、つ
ま
り
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用
の
観
点
か
ら
家
畜
排
せ
つ
物
を
高
度
利
用
し
て
い
く
こ
と
が

政
策
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

家
畜
排
泄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用－

現
状
と
課
題－

東
京
大
学
准
教
授

矢
坂

雅
充

農村と都市をむすぶ２００８．１
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以
下
で
は
、
日

本
で
の
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
と
し
て
の

家
畜
排
泄
物
の
利

活
用
が
ど
の
よ
う

な
条
件
で
持
続
し

う
る
の
か
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し

て
の
利
活
用
の
限

界
や
可
能
性
を
検

討
す
る
。
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
と
し
て
の
利
活
用
は
あ
ら
ゆ
る
経
営
環
境
に
適
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
家
畜
排
泄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の

利
用
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
的
な
有
用
資
源
と
し
て

利
用
す
る
広
い
視
野
か
ら
家
畜
排
泄
物
の
利
用
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

２
、
堆
肥
化
の
限
界
と
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
促
進

�

堆
肥
化
の
限
界

堆
肥
化
し
て
農
地
に
肥
料
と
し
て
還
元
す
る
と
い
う
手
法
は
、

も
っ
と
も
簡
便
で
効
率
的
な
家
畜
排
泄
物
の
利
用
方
法
で
あ
る
。

土
か
ら
得
ら
れ
た
飼
料
を
食
べ
て
育
っ
た
家
畜
の
排
泄
物
が
、
ふ

た
た
び
土
に
戻
る
こ
と
で
、
循
環
的
に
地
力
が
保
全
さ
れ
、
排
泄

物
処
理
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
も
最
小
限
に
維
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。し

か
し
、
各
地
で
家
畜
糞
尿
を
土
壌
還
元
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

①
農
地
の
有
機
質
受
入
限
界

畜
産
経
営
が
大
規
模
化
し
、
ま
た
特
定
の
地
域
に
集
中
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
特
定
地
域
で
は
農
地
が
堆
肥
を
受
け
入
れ
る
許
容

量
を
超
過
す
る
お
そ
れ
が
出
て
く
る
。
輸
送
費
が
嵩
む
堆
肥
は
広

域
的
に
流
通
し
に
く
く
、
畜
産
産
地
で
は
糞
尿
処
理
に
大
き
な
困

難
を
抱
え
て
い
る
。

全
国
各
地
の
耕
地
面
積
あ
た
り
家
畜
排
泄
物
発
生
量
を
み
る

と
、
地
域
間
で
の
差
異
が
か
な
り
大
き
い
（
注
３
）
。都
道
府
県
別

の
耕
地
面
積
あ
た
り
の
家
畜
排
せ
つ
物
発
生
量
を
み
る
と
、
新

潟
、
長
野
、
神
奈
川
、
静
岡
、
愛
知
、
徳
島
、
香
川
、
宮
崎
、
鹿

児
島
で
な
ど
で
多
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県

は
二
五
〇
㎏
窒
素
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、
全
国
平
均
の
一

〇
四
㎏
窒
素
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
家
畜

糞
尿
を
堆
肥
化
し
、
農
地
還
元
す
る
と
い
う
資
源
循
環
が
成
り
立

ち
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
悪
臭
な
ど
の
畜
産
公
害

い
っ
ぽ
う
、
都
市
近
郊
農
村
で
は
混
住
化
が
進
み
、
農
地
へ
の

堆
肥
散
布
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
畜
産
経
営
へ
の
苦
情
の
約
六

〇
％
は
悪
臭
に
関
連
す
る
も
の
で
、
全
国
で
二
、
六
〇
〇
件
（
二

表１ 畜種別の家畜排泄物発生量
（単位：万トン）

資料：農林水産省畜産企画課資料
（２００６年畜産統計からの推計）

発生量

２，６８９

２，５４６

２，２２７

７８４

４９５

８，７４１

蓄種

乳用牛

肉用牛

豚

採卵鶏

プロイラー

合計
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〇
〇
六
年
）
に
お
よ
ん
で
い
る
。
住
宅
が
近
接
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
天
候
や
風
向
き
を
見
な
が
ら
慎
重
に
行
わ
れ
る
堆
肥
散
布

も
、
近
隣
住
民
の
理
解
を
え
る
の
は
難
し
い
。
土
壌
や
オ
ガ
ク
ズ

・
モ
ミ
ガ
ラ
に
臭
気
を
吸
着
さ
せ
る
装
置
や
、
微
生
物
を
固
定
さ

せ
た
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
で
脱
臭
す
る
装
置
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
る

が
、
堆
肥
化
装
置
の
最
小
処
理
能
力
は
大
き
く
、
投
資
額
の
増
大

は
避
け
ら
れ
な
い
。
地
域
社
会
の
な
か
で
は
す
で
に
少
数
派
に
な

っ
て
い
る
畜
産
経
営
に
と
っ
て
、
堆
肥
散
布
は
「
危
険
な
」
作
業

と
な
っ
て
い
る
。

③
畜
産
環
境
対
策
の
強
化

一
九
九
九
年
に
「
家
畜
は
い
泄
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
五
年
間
の
適
用
猶
予
期
間
と
と
も
に

施
行
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
本
格
施
行
さ
れ
た
。
家
畜
排
泄
物
の

適
正
な
管
理
が
、
畜
産
経
営
の
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
素
掘
り
や
野
積
み
に
よ
っ
て
家
畜
排
泄
物
を
管
理
・

処
理
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
堆
肥
は
有
用
な
資
源
で
あ
る

も
の
の
、
そ
の
管
理
や
処
理
を
誤
れ
ば
、
土
壌
ば
か
り
で
な
く
地

下
水
や
河
川
を
汚
染
し
て
し
ま
う
。
地
域
の
自
然
・
社
会
環
境
に

負
荷
を
与
え
る
畜
産
経
営
は
存
続
し
え
な
い
と
い
う
認
識
は
、
今

日
で
は
常
識
化
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

�

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
促
進

こ
の
よ
う
に
適
切
な
家
畜
排
泄
物
の
管
理
・
処
理
は
、
畜
産
経

営
の
継
続
の
基
本
的
な
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
ハ
ー

ド
ル
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
有
用
な
有
機
資
源
で
あ
る
堆

肥
も
、
ひ
と
た
び
産
業
廃
棄
物
に
な
れ
ば
畜
産
経
営
に
と
っ
て
重

い
負
担
で
あ
り
、
経
営
の
存
続
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
。
し
か
も

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
有
力
な
畜
産
産
地
、
畜
産
経
営
ほ
ど
深
刻

な
家
畜
糞
尿
処
理
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
農
地
還

元
以
外
の
堆
肥
処
理
の
手
法
開
発
は
、
畜
産
振
興
施
策
の
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
ら
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
家
畜
排
泄
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利

用
の
技
術
開
発
、
実
用
化
そ
し
て
普
及
が
政
策
的
に
支
援
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
家
畜
排
泄
物
の
メ
タ
ン
発
酵
、
焼
却
処
理
、

炭
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
、
メ
タ
ン
発
酵
後
に
残
る
廃
液

（
消
化
液
）
の
浄
化
、
焼
却
後
の
灰
（
焼
却
灰
・
消
化
灰
）
の
製

品
化
な
ど
の
実
用
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
事
業
（
二
〇
〇

五
〜
〇
九
年
度
）
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
家
畜
排
泄
物
の
高
度
利

用
施
設
の
設
置
に
た
い
す
る
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
家

畜
排
泄
物
は
地
域
の
代
表
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
り
、
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
の
な
か
に
家
畜
排
泄
物
の
高
度
利
用
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
家
畜
糞
尿
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
は
古
く
て
新
し

い
技
術
で
あ
る
。
日
本
で
も
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
普
及
す
る
ま
で

は
、
糞
尿
の
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
は
調
理
や
風
呂
な
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ど
の
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
た
（
注
４
）
。そ
の
後
、
一
九
九
〇
年

代
に
な
っ
て
ド
イ
ツ
で
脱
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
防

止
を
目
的
と
し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
が
注
目
さ
れ
、
急
速
に
普
及
し
て

い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
も
九
〇
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
な

バ
イ
オ
ガ
ス
実
用
プ
ラ
ン
ト
が
、
政
府
の
補
助
を
受
け
て
建
設
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
５
）
。畜
産
環
境
対
策
、
そ
し
て
最
近
で

は
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
施
策
の
一
環
と
し
て
、
家
畜
排
泄
物
の
燃

料
利
用
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
家
畜
排
泄
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
の
現

状
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
、
焼
却
処
理
に
よ
る
熱
利
用
の
事
例
を
ふ
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
家
畜
排
泄
物
を
持
続
的
に
利
用
し
う
る
条
件
を
整
理

し
て
み
よ
う
。

３
、
メ
タ
ン
発
酵
と
焼
却
処
理
の
現
状
と
特
性

�

家
畜
廃
棄
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
方
法

家
畜
排
泄
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
は
、
表
２

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
現
在
、
メ
タ
ン
発
酵

施
設
七
五
、焼
却
施
設
二
六
、炭
化
施
設
一
五
と
な
っ
て
い
る（
注
６
）
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
施
設
は
農
林
水
産
省
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
建
設

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
施
設
建
設
費
が
嵩
み
、
補
助
金
な
し
で

は
稼
働
の
見
通
し
が
立
た
な
い
施
設
が
多
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

①
メ
タ
ン
発
酵

メ
タ
ン
発
酵
は
、
一
般
に
牛
や
豚
の
糞
尿
処
理
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
多
く
が
北
海
道
に
立
地
し
て
い
る
。
メ
タ
ン
発
酵
処

理
後
の
廃
液
、
つ
ま
り
有
機
物
が
メ
タ
ン
ガ
ス
と
な
っ
て
分
離
し

た
あ
と
に
残
っ
た
窒
素
・
カ
リ
ウ
ム
・
リ
ン
を
含
む
消
化
液
を
、

液
肥
と
し
て
散
布
す
る
農
地
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
消
化
液
は

発
酵
前
に
投
入
し
た
糞
尿
と
ほ
ぼ
同
量
で
あ
り
、
糞
尿
の
容
積
は

ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
。
メ
タ
ン
発
酵
に
は
大
型
発
酵
槽
な
ど
の

高
額
の
設
備
が
必
要
と
さ
れ
、
採
算
が
合
う
た
め
の
バ
イ
オ
ガ
ス

表２ 家畜排泄物の高度利用施設整備状況
（２００６年１０月現在）

注１：発電・熱利用・炭化物利用を行う施設は内数
で重複がある。

２：施設数には整備中のものを含む。
資料：農林水産省畜産企画課
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発
生
量
、
つ
ま
り
糞
尿
処
理
量
は
大
き
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
消

化
液
も
当
然
な
が
ら
膨
大
な
量
と
な
り
、
そ
れ
を
散
布
す
る
た
め

の
広
い
飼
料
畑
・
草
地
が
不
可
欠
に
な
る
。
し
か
し
見
方
を
変
え

れ
ば
、
メ
タ
ン
発
酵
の
ば
あ
い
、
バ
イ
オ
ガ
ス
利
用
と
と
も
に
即

効
性
の
あ
る
液
肥
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
（
注
７
）
。

さ
ら
に
メ
タ
ン
発
酵
は
、
糞
尿
の
悪
臭
対
策
に
有
効
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
る
。
糞
尿
が
密
閉
施
設
で
処
理
さ
れ
る
た
め
悪
臭
が
外

部
に
漏
れ
る
こ
と
が
な
く
、
消
化
液
も
有
機
物
が
な
い
の
で
臭
い

が
す
ぐ
に
消
え
る
か
ら
で
あ
る
。

②
焼
却
・
炭
化

焼
却
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
水
分
比
率
が
比
較
的
低
い

鶏
糞
処
理
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
利

用
が
主
体
で
あ
り
、
養
鶏
事
業
者
が
鶏
糞
焼
却
熱
を
鶏
舎
の
保
温

に
利
用
す
る
と
い
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
大
規
模

な
施
設
の
な
か
に
は
ボ
イ
ラ
ー
で
発
生
し
た
蒸
気
熱
を
す
べ
て
発

電
に
仕
向
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
注
８
）
。

鶏
糞
は
焼
却
す
る
と
、
そ
の
一
〇
％
ほ
ど
の
量
の
焼
却
灰
が
残

る
。
焼
却
灰
は
リ
ン
を
多
く
含
み
、
カ
リ
ウ
ム
や
石
灰
も
豊
富
で

あ
る
。
粒
子
が
と
て
も
細
か
く
散
布
し
に
く
い
も
の
の
、
土
壌
改

良
材
や
肥
料
と
し
て
活
用
し
う
る
。
炭
化
の
ば
あ
い
に
は
、
炭
化

さ
れ
た
製
品
そ
の
も
の
が
土
壌
改
良
材
、
脱
臭
剤
な
ど
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
政
策
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
て
き
た
メ
タ
ン
発

酵
、
焼
却
・
炭
化
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
の
持
続

性
は
、
主
と
し
て
ａ
�
高
額
な
投
資
負
担
、
ｂ
�
発
電
・
熱
利
用

や
悪
臭
削
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
、
ｃ
�
消
化
液
や
焼
却
灰
な
ど
の

残
渣
活
用
に
た
い
す
る
評
価
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

�

メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
ガ
ス
利
用
事
例－

町
村
牧
場

北
海
道
江
別
市
の
町
村
牧
場
（
乳
牛
飼
養
頭
数
三
八
〇
頭
、
う

ち
搾
乳
牛
二
〇
〇
頭
）
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
一
億
三
千
万
円
と
い
う
高
額
の
施
設

建
設
費
は
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
ず
、
全
額
自
己
負
担

で
賄
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ほ
ぼ
採
算
が
と
れ
て
い
る
成
功
事
例

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
（
注
９
）
。た
し
か
に
経
済
的
な
収

支
の
均
衡
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
持
続
的
な
稼
働
を
容
易

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
よ
り
基
本
的
に
は
、
以
下
の
三
点
を

指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

一
つ
は
、
メ
タ
ン
発
酵
施
設
に
よ
る
糞
尿
処
理
対
策
機
能
で
あ

る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
機
能
を
発
電
で
は
な
く
、
糞
尿
処

理
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
継
続
的
に
一
定
の
経
済
的
な
負
担
が

あ
っ
て
も
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
維
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
町

村
農
場
が
一
四
年
前
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
際
、
糞
尿
処
理

を
堆
肥
化
か
ら
ス
ラ
リ
ー
処
理
に
変
更
し
た
た
め
、
散
布
時
に
は
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周
囲
か
ら
悪
臭
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
発
生
し
た
。
近
隣
地
域
は

年
々
、
都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
み
、
住
宅
が
増
え
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
は

臭
気
は
外
に
漏
れ
る
こ
と
が
な
く
、
消
化
液
の
臭
気
は
格
段
に
弱

く
、
一
日
程
度
で
消
え
て
し
ま
う
。
地
域
住
民
と
の
軋
轢
を
回
避

す
る
こ
と
が
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
導
入
の
目
的
で
あ
る
と
認

識
す
れ
ば
、
経
済
的
な
採
算
は
二
次
的
な
指
標
で
し
か
な
い
こ
と

に
な
る
。
糞
尿
処
理
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
必
要
最
低
限
の
負
担
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
重
要
で

あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

言
い
換
え
れ
ば
、
そ
こ
に
日
本
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
特

徴
と
限
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
事
業
が
収

益
を
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
と

い
う
視
点
か
ら
評
価
で
き
る
市
場
環
境
に
は
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。二

つ
は
、
消
化
液
の
液
肥
利
用
機
能
で
あ
る
。
町
村
農
場
は
牛

舎
周
辺
な
ど
に
広
が
る
一
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
消
化
液
を

散
布
し
て
い
る
。
消
化
液
は
速
効
性
が
あ
る
の
で
、
散
布
量
や
散

布
時
期
の
判
断
が
曖
昧
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
化
成
肥
料
と

代
替
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
農
地
に
見
合
っ
た
消
化

液
し
か
管
理
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
河
川
に
流
せ
る
よ

う
に
消
化
液
を
浄
化
す
る
費
用
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
費

用
を
追
加
的
に
増
や
す
だ
け
で
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

し
て
町
村
農
場
は
年
間
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
ほ
ど
の
消
化
液
を
肥
料

と
し
て
利
用
し
、
化
成
肥
料
の
購
入
量
を
三
割
ほ
ど
削
減
し
、
年

間
二
〇
〇
万
円
程
度
を
節
約
し
て
い
る
。

三
つ
は
、
電
力
の
自
家
消
費
に
よ
る
経
費
軽
減
機
能
で
あ
る
。

町
村
農
場
は
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
で
牛
乳
、
バ
タ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
な
ど
を
製
造
し
て
お
り
、
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
、
牛
舎
や
搾
乳

施
設
さ
ら
に
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
電
力
を
、
四
〜
六
割
程
度
自
給
し
て
い
る
。
ま
た
夜
間
を
中
心

に
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
発
電
し
た
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
売
っ
て
い
る
が
、
販
売
電
力
が
限
ら
れ
て
い
る
う
え
に
売
電
価

格
は
低
く
、
た
い
し
た
売
上
額
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
注
１０
）
。

む
し
ろ
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
す
べ
て
購
入
し
て

い
た
電
力
の
一
部
を
自
給
し
、
電
力
台
を
節
減
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
町
村
農
場
で
は
お
よ
そ
年
間
四
〇
〇
万
円
の
節
約
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
（
注
１１
）
。

こ
の
よ
う
に
持
続
的
な
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
運
営
が
確
立

さ
れ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
事
例
で
も
、
プ
ラ
ン
ト
自

体
の
収
支
が
重
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
電
力
や
消
化
液

の
自
家
消
費
に
よ
る
経
費
節
約
や
糞
尿
処
理
リ
ス
ク
の
軽
減
が
積

極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
悪
臭
な
ど

に
よ
る
深
刻
な
糞
表
処
理
問
題
に
直
面
し
、
電
力
・
消
化
液
の
自

家
消
費
需
要
が
大
き
い
畜
産
経
営
で
な
け
れ
ば
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
持
続
性
は
覚
束
な
い
と
い
え
よ
う
。
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�

焼
却
処
理
に
よ
る
熱
利
用
事
例－

南
国
興
産

宮
崎
県
は
全
国
屈
指
の
畜
産
県
で
あ
り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
豚
、

肉
用
牛
の
飼
養
頭
羽
数
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
一
位
、
二
位
、
三
位
と

な
っ
て
い
る
。
県
内
の
家
畜
糞
尿
排
出
量
は
約
三
八
九
万
ト
ン
と

推
計
さ
れ
て
お
り
、
施
肥
基
準
に
も
と
づ
く
農
地
還
元
許
容
量
は

約
二
六
九
万
ト
ン
で
あ
る
。
そ
の
差
、
約
一
二
〇
万
ト
ン
が
過
剰

に
農
地
還
元
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
家
畜
糞
尿
に
よ

る
土
壌
汚
染
の
進
行
が
危
惧
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

県
内
の
肉
用
鶏
生
産
農
場
の
鶏
糞
処
理
の
経
過
を
辿
っ
て
み
よ

う
。
宮
崎
く
み
あ
い
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
、
エ
ビ
ス
商
事
、
江
夏
商
事
、

児
湯
養
鶏
農
協
と
い
っ
た
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
が
組
織
す
る
生
産

農
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
堆
積
飼
育
の
促
進
、
敷
料
の
減
量
化
、
堆

肥
舎
の
取
得
と
い
っ
た
対
応
に
よ
る
解
決
方
法
を
模
索
し
て
き

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
に
土
壌
中
の
窒
素
過
多
を
も
た
ら
す

お
そ
れ
が
あ
る
鶏
糞
の
農
地
還
元
を
取
り
や
め
て
い
る
（
注
１２
）
。

代
わ
っ
て
鶏
糞
処
理
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
一
九
八
六

年
か
ら
鶏
糞
ボ
イ
ラ
ー
で
鶏
糞
の
焼
却
処
理
を
行
っ
て
き
た
レ
ン

ダ
リ
ン
グ
事
業
者
の
南
国
興
産
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
の
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
ー
組
織
が
二
〇
〇
三
年
に
設
置
（
二
〇
〇
五
年
操
業
開

始
）
し
た
（
株
）
み
や
ざ
き
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
も
約
一
三

万
ト
ン
の
鶏
糞
を
焼
却
し
、
発
電
し
た
電
力
を
販
売
し
て
い
る
。

宮
崎
県
の
鶏
糞
は
焼
却
処
理
に
よ
っ
て
、
土
壌
や
地
下
水
汚
染
問

題
を
回
避
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
事
業
な
ど
と
一
体
化
し
て
鶏
糞
を
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
南
国
興
産
の
事
例
か
ら
、
持

続
的
な
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
成
立
条
件
を
検
討
し
て
み
よ

う
。南

国
興
産
は
二
〇
〇
六
年
に
年
間
一
〇
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
鶏

糞
を
受
け
入
れ
て
焼
却
し
、
三
二
・
五
万
ト
ン
の
水
蒸
気
を
発
生

さ
せ
、
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
工
場
で
一
三
・
六
万
ト
ン
使
用
し
、
残
り

の
一
八
・
九
万
ト
ン
を
発
電
に
回
し
て
い
る
。
年
間
発
電
量
は

一
、
〇
八
〇
万
ｋ
ｗ
ｈ
で
、
工
場
で
七
八
一
万
ｋ
ｗ
ｈ
、
事
務
所

等
で
五
九
七
万
ｋ
ｗ
ｈ
が
使
用
さ
れ
、
残
っ
た
電
力
は
電
力
会
社

に
販
売
さ
れ
る
。
焼
却
後
に
残
っ
た
一
〇
、
六
〇
〇
ト
ン
の
焼
却

灰
は
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
る
。
鶏
糞
焼
却
に
よ
る
熱
は
、
主
と

し
て
自
社
消
費
用
の
水
蒸
気
、
電
力
と
し
て
利
用
さ
れ
、
焼
却
灰

も
商
品
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
水
蒸
気
・
電
力
、
焼
却

灰
利
用
に
つ
い
て
い
ま
少
し
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。

①
水
蒸
気
・
電
力
の
自
家
消
費
需
要

レ
ン
ダ
リ
ン
グ
事
業
で
は
、
食
肉
処
理
場
や
魚
市
場
な
ど
で
発

生
し
た
骨
・
脂
身
・
内
臓
等
を
処
理
す
る
た
め
に
、
大
量
の
水
蒸

気
が
必
要
と
さ
れ
る
。
一
日
五
〇
〇
ト
ン
ほ
ど
の
水
蒸
気
生
産
の

た
め
に
四
二
ト
ン
の
重
油
を
消
費
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に

ボ
イ
ラ
ー
を
更
新
し
て
、
水
蒸
気
は
す
べ
て
鶏
糞
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
１３
）
。水
蒸
気
だ
け
で
も
年
間
で
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一
四
、
〇
〇
〇
ト
ン
ほ
ど
の
重
油
が
節
約
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

上
述
の
よ
う
に
南
国
興
産
は
年
間
一
、
〇
八
〇
万
ｋ
ｗ
ｈ
の
電

力
を
発
電
し
て
い
る
も
の
の
、
さ
ら
に
三
六
二
万
ｋ
ｗ
ｈ
を
電
力

会
社
か
ら
購
入
し
て
お
り
、
電
力
の
自
社
供
給
率
は
七
五
％
と
な

っ
て
い
る
。
鶏
糞
ボ
イ
ラ
ー
、
発
電
機
は
二
四
時
間
稼
働
し
て
い

る
が
、
鶏
糞
ボ
イ
ラ
ー
や
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電
力
の
四
割
ほ

ど
が
使
用
さ
れ
、
昼
間
は
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
工
場
や
事
務
所
な
ど
の

電
力
消
費
が
増
え
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
夜
間
は
電
力
が
過
剰

に
な
り
、
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
に
販
売
し
て
い
る
。
売
電
量
は

六
四
万
ｋ
ｗ
ｈ
で
発
電
量
の
約
六
％
、
平
均
売
電
価
格
は
夜
間
を

中
心
に
売
電
し
て
い
る
の
で
五
円
ほ
ど
で
し
か
な
い
（
注
１４
）
。売

電
収
入
は
さ
し
て
大
き
く
な
く
、
自
社
消
費
の
た
め
の
発
電
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
焼
却
灰
の
利
用

焼
却
さ
れ
る
鶏
糞
量
の
約
一
割
が
焼
却
灰
と
な
る
。
焼
却
灰
に

は
リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
化
学
肥
料
の

原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
が
、
大
量
に
発
生
す
る
た
め
、
そ
の
処

理
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
消
化
液

と
同
様
、
処
理
先
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
糞
尿
焼
却
施
設

の
運
営
は
難
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
南
国
興
産
で
は

微
細
な
粉
状
の
焼
却
灰
を
二
〜
四
ｍ
ｍ
の
粒
状
に
加
工
し
て
、
自

社
肥
料
製
品
の
原
料
と
し
て
利
用
す
る
と
と
も
に
、
三
割
程
度
を

中
国
に
輸
出
し
て
い
る
。
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
事
業
で
製
造
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
肥
料
の
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
と
同
様
、
家
畜
排
泄
物
焼

却
プ
ラ
ン
ト
も
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
、
そ

の
持
続
的
な
活
用
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
電
力
・
水
蒸
気
を
自

社
で
供
給
し
、
光
熱
費
の
購
入
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
が
主
要
な

事
業
効
果
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
鶏
糞
一
ト
ン
あ

た
り
五
、
二
〇
〇
円
の
事
業
運
営
費
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
焼
却
プ
ラ
ン
ト
の
持
続
的
運
営
は
容
易
で
は
な
い
（
注
１５
）
。

大
量
か
つ
安
定
的
に
乾
燥
し
た
家
畜
排
泄
物
を
処
理
す
る
だ
け
で

な
く
、
焼
却
処
理
施
設
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
な
ど
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
に
大
規
模
で
多
額
の
投
資
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る

（
注
１６
）
。

４
、
畜
産
排
泄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
課
題

家
畜
排
泄
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
評
価
す
る
さ
い
に
欠
か
せ

な
い
視
点
は
、
そ
の
活
動
の
収
益
の
多
寡
よ
り
も
、
ま
ず
持
続
可

能
性
で
あ
ろ
う
。
畜
産
経
営
に
と
っ
て
安
定
的
な
家
畜
排
泄
物
の

処
理
は
、
家
畜
飼
育
の
前
提
と
な
る
要
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
家
畜

排
泄
物
が
畜
産
公
害
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
に
適
切
に
処
理
す

る
と
同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
活
用
す
る
と
い
う
二
兎

を
追
う
事
業
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
過
度
の
期
待
か
ら
軽
々
に
取
り
組
む
と
、
か
え
っ
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て
大
き
な
経
営
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
家
畜
排
泄
物

は
堆
肥
化
し
て
農
地
還
元
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
上
述

の
二
つ
の
事
例
を
ふ
ま
え
て
、
家
畜
廃
棄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
課
題
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

一
つ
は
、
電
力
や
水
蒸
気
な
ど
の
自
家
消
費
需
要
に
対
応
し
た

家
畜
排
泄
物
利
用
で
あ
る
こ
と
が
、
事
業
の
安
定
性
を
規
定
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
家
畜
排
泄
物
の
メ
タ
ン
発
酵
利
用
が
普
及
し

て
い
る
ド
イ
ツ
な
ど
と
異
な
り
、
バ
イ
オ
電
力
の
売
電
価
格
が
高

く
設
定
さ
れ
て
い
な
い
日
本
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
家
消
費
に

よ
る
経
費
節
減
効
果
に
事
業
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な

い
。二

つ
は
、
消
化
液
や
焼
却
灰
の
肥
料
利
用
の
確
保
で
あ
る
。
家

畜
排
泄
物
の
メ
タ
ン
発
酵
、
焼
却
し
て
も
、
残
渣
と
し
て
大
量
の

消
化
液
や
焼
却
灰
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の
残
渣
を
肥
料
と
し
て

利
用
す
る
た
め
の
農
地
な
ど
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
も
膨
大
な
産
業
廃
棄
物
を
排
出
す
る
だ

け
で
あ
る
。

そ
れ
は
有
機
資
源
を
め
ぐ
る
畜
産
と
農
業
の
連
携
が
有
効
で
あ

る
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
同
時
に
、
近
隣
の
農
業
生
産
者
が
消

化
液
な
ど
を
使
用
す
る
仕
組
み
も
、
安
定
的
に
稼
動
す
る
見
込
み

が
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
を
抱
え
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。

三
つ
は
、
家
畜
排
泄
物
の
循
環
的
な
利
用
技
術
の
開
発
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
消
化
液
を
ユ
ー
グ
レ
ナ
（
和
名
ミ
ド
リ
ム
シ
）

の
培
養
に
よ
っ
て
浄
化
す
る
家
畜
排
泄
物
の
メ
タ
ン
発
酵
シ
ス
テ

ム
が
注
目
さ
れ
る
。
ユ
ー
グ
レ
ナ
は
消
化
液
の
ア
ン
モ
ニ
ア
と
リ

ン
酸
を
好
み
、
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発
電
し
た
電
力
を
使
っ
た
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
に
よ
る
光
で
体
内
の
葉
緑
素
で
光
合
成
を
行
い
、
増
殖

す
る
。
さ
ら
に
消
化
液
が
浄
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
グ
レ
ナ

の
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
は
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

消
化
液
の
農
地
還
元
を
必
要
と
し
な
い
循
環
的
な
糞
尿
の
メ
タ
ン

発
酵
シ
ス
テ
ム
は
、
農
地
を
も
た
な
い
養
豚
場
な
ど
も
導
入
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、技
術
の
進
展
と
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る（
注
１７
）。

四
つ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
畜
産
環
境
政
策
の
接
点
の
模
索

で
あ
る
。
地
域
の
畜
産
の
糞
尿
処
理
施
設
を
、
畜
産
経
営
や
周
辺

住
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
い
わ
ば
ロ
ー

カ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
よ
う
（
注
１８
）
。電
力
・
水
蒸
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

畜
産
廃
棄
物
を
捉
え
、
農
業
と
非
農
業
を
取
り
結
ぶ
限
定
さ
れ
た

地
域
で
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
、
畜
産

の
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
注
１
）『
畜
産
排
泄
物
処
理
施
設
の
設
計
計
算
と
畜
産
環
境
保
全
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
』（
畜
産
環
境
整
備
機
構

二
〇
〇
二
年
）
が
、
堆
肥
施
設
の
設
計
基
礎
と

な
る
家
畜
別
の
排
泄
量
を
想
定
し
て
い
る
。
豚
の
一
日
あ
た
り
糞
量
は
、
肥
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育
豚
二
・
一
㎏
、
繁
殖
豚
三
・
〇
㎏
、
子
豚
〇
・
六
㎏
と
想
定
し
て
い
る
。

（
注
２
）
前
述
『
畜
産
排
泄
物
処
理
施
設
の
設
計
計
算
』
で
は
、
経
産
牛
一
一
六
頭

（
う
ち
乾
乳
牛
一
七
頭
）、育
成
牛
一
二
頭
の
酪
農
経
営
で
は
、
年
間
平
均
乳

量
が
九
、
〇
〇
〇
㎏
の
ば
あ
い
、
処
理
対
象
糞
量
五
、
〇
五
二
㎏
／
日
、
処

理
対
象
糞
水
分
お
よ
び
尿
量
四
、
二
八
一
㎏
／
日
と
計
算
し
て
い
る
。
こ
れ

に
敷
料
や
発
酵
副
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
オ
ガ
ク
ズ
や
モ
ミ
ガ
ラ
の
量
、

さ
ら
に
畜
舎
や
搾
乳
施
設
な
ど
の
洗
浄
水
な
ど
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
注
３
）
全
国
の
家
畜
排
泄
物
発
生
量
は
約
七
〇
万
窒
素
ト
ン
で
、
堆
肥
等
と
し
て

投
入
さ
れ
る
量
が
約
五
八
万
窒
素
ト
ン
、
大
気
中
へ
の
揮
散
量
を
除
き
農
地

に
還
元
さ
れ
る
の
は
そ
の
う
ち
の
約
四
七
万
窒
素
ト
ン
と
推
定
さ
れ
る
。
化

学
肥
料
に
由
来
す
る
窒
素
量
は
お
よ
そ
四
八
万
窒
素
ト
ン
で
あ
り
、
窒
素
投

入
量
は
あ
わ
せ
て
九
五
万
窒
素
ト
ン
と
な
る
。
全
国
の
農
地
の
窒
素
受
入
可

能
量
は
約
一
一
四
万
窒
素
ト
ン
／
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
総
量
と
し

て
は
農
地
は
ま
だ
家
畜
排
泄
物
を
受
け
入
れ
る
余
地
を
残
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

（
注
４
）
一
九
九
〇
年
代
半
ば
、
埼
玉
県
小
川
町
の
有
機
農
業
生
産
者
を
中
心
に
し

て
、
家
畜
排
泄
物
や
農
産
物
残
渣
な
ど
利
用
し
た
小
規
模
の
地
下
埋
設
・
加

圧
式
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
民
間
活
動
に
よ
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
自
家
用
の
調
理
な
ど
に
用
い
る
ガ
ス
を
補

う
程
度
の
バ
イ
オ
ガ
ス
量
で
あ
る
が
、
簡
便
な
施
設
で
導
入
費
用
も
少
な
く
、

少
頭
数
の
家
畜
や
畑
作
物
の
残
渣
な
ど
が
あ
れ
ば
、
持
続
的
な
利
用
が
可
能

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
筒
井
義
冨
「
地
域
的
・
小
中
規
模
共
同
利
用
型
バ
イ

オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
例
」（
市
川
治
ほ
か
監
修
『
酪
農
バ
イ
オ
ガ
ス
シ

ス
テ
ム
の
社
会
科
的
・
経
済
的
評
価
』
酪
農
学
園
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
所
収
）
二
〇
〇
六
年
参
照
。

（
注
５
）
松
田
従
三
「
経
済
的
視
点
か
ら
み
た
酪
農
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
歴
史

的
意
義
」（
前
掲
『
酪
農
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
社
会
科
的
・
経
済
的
評
価
』

所
収
）
参
照
。

（
注
６
）
農
林
水
産
省
畜
産
企
画
課
資
料
に
よ
る
。
メ
タ
ン
発
酵
施
設
で
は
、
メ
タ

ン
ガ
ス
を
利
用
し
て
発
電
す
る
施
設
五
一
ヵ
所
、
熱
を
利
用
す
る
施
設
六
八

ヵ
所
と
な
っ
て
お
り
、
発
電
と
熱
利
用
の
両
方
を
行
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
。

プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
電
力
が
必
要
と
な
る
の
で
、
バ
イ
オ
ガ
ス

ボ
イ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
発
電
施
設
を
導
入
し
て
、
電
力
を
自
賄
い
す
る
こ
と

で
経
費
削
減
が
図
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
注
７
）
消
化
液
を
農
地
に
散
布
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
あ
い
、
浄
化
し
て
河
川

に
放
流
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
汚
水
浄
化
に
は
膨
大
な
経
費
が
か
か
る
。
汚

水
浄
化
を
前
提
と
し
た
メ
タ
ン
発
酵
施
設
は
、
浄
化
費
用
が
嵩
む
の
で
、
一

般
に
持
続
的
な
運
営
は
難
し
い
と
い
わ
れ
る
。

（
注
８
）
宮
崎
県
の
（
株
）
み
や
ざ
き
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
は
、（
株
）
丸
紅
畜

産
や
（
株
）
日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
な
ど
が
出
資
し
た
鶏
糞
発
電
施
設
で
、

約
八
割
を
九
州
電
力
に
売
電
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
甲
斐
敬
康
「
宮
崎
県
に

お
け
る
鶏
ふ
ん
焼
却
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
」『
畜
産
環

境
情
報
』
三
六

二
〇
〇
七
年
参
照
。

（
注
９
）
淡
路
和
則
「
北
海
道
江
別
市

有
限
会
社
町
村
農
場
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

に
つ
い
て
」（『
平
成
一
五
年
度
家
畜
排
泄
物
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

活
用
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』
農
村
開
発
企
画
委
員
会
、
二
〇
〇
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三
年
所
収
）
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
費
用
と
電
気
・
肥
料
の
自
給
に

よ
る
利
益
を
比
較
し
て
、
約
二
〇
万
円
の
赤
字
と
い
う
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
未
利
用
の
消
化
液
販
売
で
四
四
万
円
程
度
の
追
加
売
り
上
げ
が
可

能
で
あ
る
と
し
て
、
プ
ラ
ン
ト
の
経
済
的
持
続
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
、

松
田
従
三
「
経
済
的
視
点
か
ら
み
た
酪
農
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的

意
義
」
も
「
現
在
、
家
畜
ふ
ん
尿
用
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て

い
る
の
は
江
別
市
の
町
村
農
場
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。」
と
し
て
い
る
。

（
注
１０
）
二
〇
〇
三
年
に
施
行
さ
れ
た
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
）
に
よ
っ
て
、
電
気
取
引
価
格
は

「
純
粋
の
電
気
部
分
」
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
発
電
さ
れ
た
と
い
う
「
新
エ

ネ
相
当
量
」
に
わ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
両
者
を
合
わ
せ
て
も
、

電
力
会
社
か
ら
電
気
を
買
う
価
格
に
は
は
る
か
に
お
よ
ば
な
い
。

（
注
１１
）
ま
ち
む
ら
農
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
ttp
://w
w
w
.m
ach
im
u
ra.co.jp

/

g
asin
d
ex
.p
h
p

）
参
照
。

（
注
１２
）
宮
崎
く
み
あ
い
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
系
列
の
鶏
糞
搬
出
量
六
万
ト
ン
あ
ま
り
の

う
ち
、
農
地
還
元
分
の
す
べ
て
と
処
理
業
者
の
も
と
で
肥
料
な
ど
に
加
工
さ

れ
て
い
た
鶏
糞
の
三
分
の
二
、
あ
わ
せ
て
五
万
ト
ン
ほ
ど
が
焼
却
処
理
に
回

さ
れ
た
。

（
注
１３
）
事
業
費
二
二
・
五
億
円
（
国
・
県
の
補
助
一
四
・
二
億
円
）
で
、
ボ
イ
ラ

ー
施
設
や
焼
却
灰
造
粒
装
置
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。

（
注
１４
）
売
電
価
格
は
昼
間
一
一
・
四
〜
一
二
・
八
円
、
夜
間
四
・
九
円
と
な
っ
て

い
る
。

（
注
１５
）
南
国
興
産
は
鶏
糞
焼
却
施
設
を
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
認
可
申
請

し
て
い
な
い
の
で
、
生
産
農
場
か
ら
処
理
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、

鶏
糞
を
一
、
一
〇
〇
円
／
ｔ
で
購
入
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
生
産
者
の
実

質
的
な
処
理
費
負
担
は
ト
ン
あ
た
り
四
、
一
〇
〇
円
で
あ
る
。

（
注
１６
）
薬
師
堂
は
「
乾
燥
物
で
一
日
数
百
ｔ
規
模
の
処
理
量
で
、
数
十
億
円
の
設

備
投
資
が
で
き
る
場
合
に
燃
料
＋
蒸
気
発
電
は
成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
薬
師
堂
謙
一
「
家
畜
排
せ
つ
物
の
燃
焼
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

現
状
と
課
題
」（『
畜
産
環
境
情
報
』
三
六

二
〇
〇
七
年
所
収
）
参
照
。

（
注
１７
）
長
峰
孝
文
ほ
か
「
ユ
ー
グ
レ
ナ
（
ミ
ド
リ
ム
シ
）
を
用
い
た
メ
タ
ン
発
酵

消
化
液
の
浄
化
お
よ
び
資
源
回
収
技
術
の
開
発
」（
農
業
土
木
学
会
資
源
循
環

研
究
部
会
『
平
成
一
六
年
度
研
究
発
表
会
発
表
要
旨
集
』、長
峰
孝
文
「
メ
タ

ン
発
酵
と
ユ
ー
グ
レ
ナ
が
生
み
出
す
低
環
境
排
出
型
養
豚
」『
養
豚
の
友
』
二

〇
〇
五
年
七
月
参
照
。

（
注
１８
）
北
海
道
別
海
町
の
別
海
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
で
は
、
乳
業
工
場
の
汚
泥
や

廃
棄
牛
乳
・
乳
製
品
、
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
受
け
入
れ
、
付
加
的
な
処
理
収

入
を
獲
得
す
る
こ
と
で
経
済
的
自
立
を
目
指
し
て
い
る
。
横
濱
充
宏
「
共
同

利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
の
循
環
利
用
の
展

望
と
課
題
」『
畜
産
の
情
報
（
国
内
編
）』
二
一
八
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
参
照
。
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編
集
後
記

◎
原
油
価
格
の
急
騰
や
化
石
燃
料
依
存
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
世

界
中
で
バ
イ
オ
燃
料
の
増
産
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
中
国
や
イ

ン
ド
が
想
定
を
超
え
る
経
済
成
長
が
続
け
ば
、
二
〇
三
〇
年
に
は

原
油
価
格
が
一
バ
レ
ル
一
五
０
ド
ル
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
が
予
測
し
て
お
り
、
今
後
も

増
産
競
争
が
過
熱
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
国
が
、
足
ら
ざ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
求
め
て
世
界
中

で
買
い
あ
さ
り
を
展
開
、
米
国
も
空
前
の
エ
タ
ノ
ー
ル
ブ
ー
ム
に

沸
き
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
農
家
は
至
上
最
高
益
を
あ
げ
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
競
合
す
る
穀
物
（
食
糧
）
価

格
も
高
騰
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
世
界
で
二
十
億
人
と
云
わ
れ
て
い

る
貧
困
層
に
及
ん
で
お
り
、
バ
イ
オ
燃
料
が
地
球
温
暖
化
対
策
の

救
世
主
と
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
米
国
に
依
存
す
る
日
本

は
否
応
な
く
負
担
増
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
ず
、
海
外
か
ら
安
い

飼
料
を
調
達
し
て
展
開
す
る
日
本
型
畜
産
も
行
き
詰
ま
っ
て
き

た
。
米
国
は
、「
ど
ん
な
に
需
要
が
逼
迫
し
て
も
高
値
で
買
っ
て
く

れ
る
日
本
向
け
が
不
足
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
」
と
や
さ
し
い

が
、
と
て
も
信
用
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。

農
水
省
も
よ
う
や
く
、
わ
が
農
林
行
政
を
考
え
る
会
が
数
十
年

も
前
か
ら
主
張
し
て
き
た
飼
料
米
の
生
産
拡
大
に
本
腰
を
入
れ
る

ら
し
い
が
、
と
も
あ
れ
そ
の
行
方
に
注
目
し
た
い
。

◎
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
棲
む
兵
庫
県
・
豊
岡
市
。
こ
こ
を
管
内
に
す
る

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
農
協
理
事
の
水
田
喜
彦
氏
は
こ
の
三
年
、
集
落
営
農

の
立
ち
上
げ
に
寝
食
を
忘
れ
て
？
東
奔
西
走
し
た
。
元
農
水
省
職

員
の
彼
は
、
伝
え
聞
い
た
近
畿
農
政
局
の
高
官
に
「
ロ
ウ
ソ
ク
に

な
れ
」
と
檄
を
飛
ば
さ
れ
た
。
ロ
ウ
ソ
ク
と
は
自
分
の
身
を
削
っ

て
人
に
光
り
を
灯
す
こ
と
で
爾
来
彼
は
そ
れ
を
実
践
、「
心
は
一

つ
、
力
を
合
わ
せ
譲
り
あ
い
、
楽
し
く
、
仲
良
く
、
む
ら
繁
盛
」

を
合
い
言
葉
に
、
自
ら
が
住
む
地
域
に
昨
年
一
月
に
「
観
音
寺
集

落
営
農
組
合
」
を
立
ち
上
げ
、
担
い
手
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
た
。

安
堵
も
束
の
間
、
彼
は
癌
の
た
め
病
床
に
臥
す
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
神
も
人
に
善
を
尽
く
そ
う
と
い
う
彼
を
見
捨
て
ず
、
胃
の

三
分
の
二
を
摘
出
し
て
秋
に
は
元
気
に
一
戦
に
復
帰
し
た
。

営
農
組
合
の
組
合
長
を
兼
ね
る
彼
は
、
設
立
総
会
で
「
困
難
は

あ
る
と
思
う
が
、
皆
が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
や
環
境
を
守
れ
ば
、

や
が
て
村
に
明
る
い
展
望
が
開
け
る
」
と
力
説
し
た
。
ご
多
分
に

漏
れ
ず
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
と
の
格
闘
が
続
く
地
域
だ
が
、
幸
い

但
馬
の
霊
峰
「
妙
見
山
」
か
ら
流
れ
出
る
冷
水
で
作
っ
た
コ
メ
を

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」と
し
て
高
値
で
販
売
で
き
た
と
い
う
。

過
疎
や
高
齢
化
で
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る「
限
界
集
落
」が
、

国
交
省
調
査
に
よ
る
と
全
国
で
七
千
九
百
に
上
る
。
こ
う
し
た
集

落
を
守
る
の
は
、
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
そ
の
地
に
住
む
人
た
ち

の
地
域
資
源
を
活
か
す
知
恵
と
和
に
他
な
ら
な
い
。

（
太
田
）
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